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デザイン・配線工法を一新、価格は据置き刀

一 一 一 一 ク マ リ フ ト な ら で は の 量 産 体 制 が 、 そ れ を 可 能 に し ま し た 一 一 一 一

. 三 方 枠 と 膳 板 が 、 優 美 で 鍋 や 腐 蝕の な い ア ル ミ

形 材 製 品 に

ク マ リ フ ト ( 小 型 舛 降 機 ) の 楠 下 ろ し 口 の 枠 及 び 牌

板 に ア ル ミ成 形 材 ( 枠 見 込 10伽 m 膳 板 巾 160 ・180 ・

21伽 mの 3 種) を規格品として制定し、 会機 種 に 採

用 し ま し た 。 尿 は メ ラ ミン 樹 脂 焼 付 仕 上 げ の ポン

デ鋼 板 製です。

ご 希 望 に よ り 、 特 殊 、r法 の 鋼 板 ・ ス テ ン レ ス の も

の も 製 作 し ま す 。

. 工 場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工 事

工 場 生 産 に よ る 独 特 の 短 時 11I J に 巧 拙 の な い 確 実 な

配 線 工 事 を 伴 ら れ る プ ラ グ イ ン 配 線 方 式 を 採 用 し

ま し た 。

・ 他 に 別 価 格 で カ ゴ 到 粛 と 同 時 に 扉 が 開 〈 自 動 戸

開 き 装 置 も 用 意

カコ' の 到 着 が ひ と 自 で わ か り 、 手 数 が 省 け る の で

き わ め て 能 率 的 で す 。 ( 用 済 み 後 は 手 で 閉 め て く

ださ L 、。実用新案11 ¥願中)

守マ・S守ト織衣室鼠

- 本 社 大 阪 市 東 澄 川 区 東 淡 路 困r 2 丁 目 43番 地

T E し: 06 ( 322 )  5125 代 表

・ 東 京 事 務所 東 京 都 台 東 区 東 上 野6- 1 イ ワ ツ キ ビ ル

T E し: 06 ( 844 )  3030 

札 幌 ・仙 台 ・新 潟 ・長 野 ・横 浜 静 岡 ・名古屋

京 都 大 阪 . lfI. 神 戸 ・岡 山・ 広 島 ・高 松

市 雲 ・福 岡 ・長 崎 ・鹿児島 ・那 覇

- 用 途 に 応 じ た 豊 富 な 機 種 を 用 意 し ま し た

; ' : ' 類小物用、料理用、小何物用、般舶用その他 防

水 ・防 爆 型 な ど 特 殊 工 場 用 な ど。

し - 5  ・・・ ・10kg積

j  - 30 ・・.. .. 30kg積

M - 50 ・・... . 50kg 積

M- 1 0 0 ・・ ・・・・100kg積

M- 2 0 0 ・・・・ ・・200kg積

M - 3 0 0 ・・・・ " 300kg積

M - 5 0 0 ・・ー・ るOOkg積

S - 1 5O・ ・・・ '1 5 Okg 積

S  - 3 0 0 ・-ー・ヨOOkg 干

M - H  ・・・・・・ 80kg積

{ 高 速 型 )

そ の 他 人 荷 用 エ レ ベ ー タ 一 、 荷 物 用 エ レ ベ ー タ ー

病 院 用 エ レ ベ ー タ 一 、 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じ て 製 造 い た し ま す。

*  

"マ・，...，ト
- ヵヲログご希望の方 li ハガキで大阪本社宛ご請求下さい
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人気の秘密を分析すれ出・-

T OT O洗面化粧台。

蛍光灯

置き場所や使う時間を考えて

蛍光灯を設置しました 。

1. 5mのコード付きです。

三面鏡

磨き込んだ自立式の三面鏡を

採用。鏡の表面が{ 憂きれない

防湿性です。銭の裏側に便利

な歯フラシ立てをつけました。

カウンタ一

美しい洗面器との調和が

デザイン面の基調にな って

います。化粧品などの

日用品がゆ ったり置ける設計。

便利なコンセント付きです。

回亙iiil]

洗面器

本物の感触、間製のカラー

洗面器です。水返しがついて

いますので 、衣服や

床をぬらす心自己もま・ ったく

ありません。その上、汚れが

つきにくく 、お手入れも簡単。

キャビネ ット・引出し

湿気に備えて 、 ビス一本まで

素材を検討。妥協のない眼を

仕上げに向けています。

タオルなどの小物入れに最適。

1  



① 基礎工事 ・昭和46年 4 月 ② 基礎工事・昭和46年 5 月 ③基礎工事 ・昭和46年 7 月

大阪国際ビルディング

設 計 施 工 竹 中 工 務 唐

④E童方中・昭和47年 1 月

{J I  

⑤建方中・昭和47年 2 月

⑦建設中の遠景 ・昭和47年 5 月
⑥建方中・昭和47年 3 月

訂正 と お わ び | 本誌 5 月 号 r特 集 : 大 阪 国 際 ビ ル デ ィ ン グ J 45ペ ー ジ に 掲 載 し ま し た ② と ③ の Tj ゐ並立と説明文が、大阪国際 ピルと無関 係 の も の で し た の で 、 お わ び し て

上 記 の と お り 、 写 真 を 入 れ か え て 再 収 録 い た し ま す. な お 、 ③ の 写 真 は 建 方 中 の も の に 変 更 い た し ま し た.

同特集号 ＴＸ ページ、輸大阪国際ピ ｊ レディングエ Ｇ ｊ ｾ 関係業者 愉 欄 のうち、株式会社 三 木塗装鹿町電話番号 ＰＶ - 699 - 6555 ( 代表) は、 06 - 699 - 6565 (代 表) の ま ち が い で し た

ので、お詫びして it T ; 正いたします。



30名

往復はがきに |綴ります。はがきは l 枚に 1 :名 11艮りと し，

「大阪南港見学会」と明記の上氏名 ・勤務先名 ・所在地 ・

役職 ・述絡屯話番号 ・返信宛名 ・郵便番号を記入の上 7 月

7 日 ( 土〕までに事業課へ。

ただし定員を超過したときは布11せんにて決定し ，参加証

をお送りします。

3  

ζ のたび下記会員の方々が，建設関係、並びに教育関係功労者として表

彰されま した。乙乙 lζ 誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

新時代lζ 先がける大都市港湾として，大都市闘の新しい物流拠点とし

て，またゆたかな環境づ. くりをめざして着々開発のすすんでいる大阪南

港を大阪市港湾局のど厚窓により船で見学する乙とにいたしました。

何 とぞ奮ってど参加下さい。

7月20日( 金) 14. ∞( 集合) →16.30 ( 解散)

大阪市港湾局 1 階展示室

( 大阪市港区築港 2 丁目 8 - 24

市話若手号 06- 572- 5121)  

〔参考〕地下鉄，中央線「大阪港J 駅下車，ri : J 央突提に向って徒歩

約 5 分左側

14. 00→14. 30 港湾局にて大阪南港の概況説明

14. 30→16. 30 中央突堤より港湾局と提供の船IC乗り ，南

港 l 周の後，現地 lζ て解散

戸の i $館建築をみる会」と明記の上，氏名 ・勤務先名 ・所

在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入

の上 6 月28日( 木) までに事業課へ。ただし定員を超過し

たときは抽せんにて決定し ，参加証をお送りいたします。

なお神戸から参加希望の方ははがきに必ずその旨 ζ 記入

廠います。

日 本 建 築 協 会 会 告

積 善氏( 森本総会長)

太 郎氏( なにわ1開設計事積所代点取締役)

真一郎氏( 柴悶土地建物代友取締役〉

政 吉氏( 明拘管工業代点取締役)

庄之助氏( 工盛社代点取締役〕

雄氏( 恒和化学工業代点取締役〉

一氏( 須賀工世専m取締役)

渡 氏 ( 三高駁作所代点取締役)

清三郎氏( パンポー工世代表取締役)

4 着々開発すすむ大阪南港の見学会

良H氏( 万年スレート社長)
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春

藍
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申

明治 ・ 大正 ｬ 時代を知らないわれわれにとっても ， 洋館建築は ， ｾ図的

絡 とともに往11寺の活気にi 1aれた生活を今に感じさせるものがあります。

しかしながら ，最近の急激な市街地再開発により ，残存する建物も数少

なくなってきま した。乙のような折，nill な遺産となった洋館建築を ，

今一皮振り返って ，乙の日で確かめてみようではありませんか。

今回は明治建築の権威，坂本)1券比占氏のど案内により催すととにいた

しました。多数ど参加をお待ちいたします。

7月 7 日( 土) 12. 20  ( 集合) →18. 30 ( 解散)

大阪，北区，｛Ｑ Ｑ 之島，中央公会堂 ｦＡ｟Ｈｪｾ

観光パス l 台 ・目標会旗

40名

800円( パス代の 1 部 ・飲物代外，別 lζ 補助あり)

当日受付でいただきます。( ただし当日欠席されても会 'i!l

はいただきます。)

・旧制1戸居留地 ( 151書館( 現在K Kノザワ) 海岸ビ J レ，大

阪商船ヒソレその他)

・栄町通り (rド同銀行，安田信託銀行，第 1 勧業銀行 ，大

林組，三菱銀行神戸西支庖など)

・旧武藤山治邸( 現在鐙紡舞子寮)

神戸市教育委員会社会教育部

主 幹 工 学 時 士 坂 本 勝 比 古 氏

12. 30 中之ム; 出発→ 13.30 神戸市役所花時計前 ・坂本講師

乗車

13. 45→15.00 旧居留地見学( 徒歩見学)

15.∞ 出発 ー栄町通り( 車中見学) . ..16.∞鐙紡舞子鏡石

16. ∞→17 ∞旧武藤山治邸見学→休憩1・歓談

17.∞ 出発→18. 30 大阪駅北口若 ・解散

往復はがきに限ります。はがき l 枚に 1名限りとし ， 「神

昭和48年度の第 1 回通常総会を下記のとおり開催いたします。ど多忙

のと乙ろま乙とに恐縮とは存じますが，ｻｮｊｾ お繰り合わせど出席下さい

ますようお願い申し上げます。

次猛

日本建築協会

長 塚 本

昭和何年 6月28日 (木) 午後 5時30分 ~

近畿建築会館 4階集会室 (東区北浜 3 - 37)  

1. 昭利47年度事業報告及認の件

2. 11 1 /  決算報告承認の件

3.  I昭和48年度収支予算承認の件

一一ー 旧居留地 ・栄町通りを中心と して

昭和48年度第 3 回若い会員の 集 い

'  
.  

4 神戸の洋館建築をみる会
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4 通常総会開催通知
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日 時

集合場所
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と 乙 ろ

さ だ い
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f寸

定

会

申



一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 昭和48年度日本建築協会常設委員会委員

昭和48年 4 月25日開催の定例理事会において，下記のとおり各委員を委嘱

いたしました。 ( 敬称略 ・50音11煩 @ 印 委 員長 O印副委員 長 ム印幹事)

( 験場名は 略称を用 いました。)

4 昭和48年度理事の会務分掌

昭和48年 4月25日開催の第 l 固定例理事会において，理事各位の会務

分掌が下記のとおり決まりました。

博 ( 住宅公団)

紀 ( 大阪府)

男 ( 鴻 池 組 )

盛( 来畑事務所)

安 弘( 藤木工務庖)

哲 夫 ( 大 阪 市 )

真喜子( 都市科学研)

泰治郎( 修成専門校)

浩( 宮後事厳所〉

堅( 府供給公社)

之 ( 市公園局)

也( 村野蘇，) . 務所)

輿 ( 安 州 場 所 )

校( 東畑事積所)

人 ( 近畿地建〉

昭( 鹿島建設〉

. 教育委員会

建築教育についての調査 ・研究ならひ' IC講座な

との企画および実施

益

稔 ( 大阪市m築局)

三( 都島工業高校〉

武( 今宮工業高校〉

美( 西松建設関西支庖〉

保( 東創建築事務所)

次 ( 須賀工業〉
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辺

善

暢( 創研設計事! I f 所)

宗 威 ( 大阪工業高等専門校)

太 郎 ( なにわ旭築1)' 続所)

正 三 郎 ( 阪急電気工事)

守( 関建築事務所〉

勉 ( 田賀建築設計事桜町

武( 大林組〉

J;i (西野田工業高校)

輝 ( 西 原 雄 知)1務所)

士( 新日本 技術)

コンサ ルタント

夫( 大成建設大阪支庖〉

力 ( 飛島m設大友支庖)

男 ( 奥 村 組 )

郎 (日 建設計)

二( 竹中工務即

勇 ( 松 村 総 )

良日 ( 浅沼組)
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@

O

O
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O

A
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O

一 ( 大 阪 市 )

ニ( 近畿電気工事)

彦( 竹中工務庖)

一( 野村建設)

造 ( 大 阪 市 )

祐 ( 大 林 組 〉

蛍 ( 銭 高 組 )

Ｈ ｾｈ 古川品 。 印 ｪ 幹 Ｉ

お仏ご
総務Ｈｬ Ｔｾ円 Ｉ 会 計 ( 7 名 ) 編 集 ( 12名 )

r! i  )11 1乙 大 沢 徳 -f，UJ¥ 井 上 I見

小 林 <1， 。 山 111 義 行 五 卜 嵐 定 義
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鴻 池 雄 一 [19 rn 凝 日1¥

総 令 部 門 竹 中 鎌 一

ｦ￭ｾ 村総 二

1;1; 武 伊 三 日1¥

f正公告1¥1"1 今 JC I.M 1多 小 林 間 口1¥ rj 1 : 谷 健 児

'i:i=工 ｬＧ 古 ｾ ｦ｜ i共 一 日1¥ 附 問 J 正 夫 足 危 汗 ; pq !'!I ¥ 
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支 自1¥ 佐 々 木 米 太 郎

一( 日建設計)

泰( 市公随局)

信 之 ( 大林組)

安 太 郎 f 大成建設〉

正 美 ( 第一工業)

富 夫( 坂倉研究所)

正 司〈住宅公団〕

兼 雄 ( 大 林 組 )

下 澄( 市消防局)

恭 三 ( 大 寂 芸 大 )

良 平 ( 阪 急 電 鉄 )

文 一郎〈竹中工務庖〉

桂 一 郎 ( 大 阪 市 )

作 太 郎 何 回 タ イ ル 〕

正 治 情水雄投)

敬( 大 阪 府 )

俊 ( j c 林組〉

純

正

井

村

村

一

民

閏

瀬

家

総
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日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

夫( 近畿地池〕

也( 日建設計〉

統( 府住宅供給)

英( 竹中工務庖)

彦( 大建設計)

m年 ( 大蔵環境設計)

義 照 ( 大 阪 大 学 〕

1官四良1I C三晃空調〉

ｊｉｊｾ 男 Ｈ大阪市Ｉ

i清 信( 京郎大学大学院)

浩 吉 ( 大 阪 府 )

m静 ( 大林組〕

造 ( 大阪市〉

基( 大阪大学〉

二( 竹中工務庖〉

田 敏

信

登

暢

克

垣

下

羽

池

上

上

江

智

正

竜

田

野

藤

川

蔵

野
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藤

道

小

大

大

* 北

日

ロ

目

本

尾

加

海

河

川
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重 清 ( 小 掘 住 研 〉

考二郎( 住宅公団〉

明( 永大産官)

継 ( 大 林 組 )

↑亘 ( 大阪府〉

喜 八 郎 ( 京阪電鉄〕

弘 子( 府政林センター〉

正 也( 大阪大学〉

;J's J沼 ( 都市問題研)

昌 三( クボタハウス〕

幸 一( 回中 ・小西池築 (' Jl ) )

聡 清 ( 近 鉄 住 宅 )

武 夫 ( 湯浅市'Jl 脇町

国

野

菜

本

成

市

山

崎

回

見

瀬

下

浅

孝

高

高

千

塚

恒

中

長

梢

藤

細

森

山

湯

士

口

吉

0

0

0

 

山中( 田中 ・小西 'Jl 務所〉

晃 ( 大 体 総 〉

周 二 Ct ! i 水建設〉

健 児 ( 大阪電気暖房)

考二郎( 住宅公団)

雄( 消水路訟)

UB c大阪市立大学)

お'f I児 ( 兵 w県)

淳 之 介 ( 京細事務所)

尚 武 ( 大 林 組 )

文 三( 神戸大学〉

孝( 積水ハウス〉

良

学

邦

目

西

伯

井

谷

野

* ノj、

佐

* 白

不菅

* 高

山

野

* @ 彦 谷

増 淵

一( 彦谷事務所〉

手1] C神 戸 市 )

功 ( 大阪府都市開発K Iく)

也( 大成建設)

平( 住宅公団)

樹 ( 安 州 場 所 〉

UH ( 鹿島雄 設)

一( 関西大学)

窓( 京洋れ' バー〉

祐 ( 大 林 組 〉

和 ( 府 政 北 )

彦 ( 住宅金融公fi ll )

重

進

岡

田

勢

田

ロ

竹

谷

谷

辻

西

*

 

肌

浜

. 建材委員会

m<<のコンサルタント$ 印願問

良日( 市郷市再開発応〉

全( 大建設問〉

忍( 鹿品建設)

安 太 郎 ( 大 成辿設〉

恒 雄 ( 船 村 組 )

匠 ( 中 川 匠 間 設 計)

司1 - v i 所

弘 ( ク ラ レ )

慧( 日本建策総合試験所)

良s (岳建築設計事積所〉

良s ( 京都大学)

ll Ji 治 ( 大 阪 府〉

誠 ( 大 林 組 〉

次 ( 東洋紡エンジニア)

些と

一

尚

浦

島

井

木

馬

川
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山
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田

村

岡

大 津 敏 111号 ( プレハブ旭築協会)

越 智 降 l情 ( 神京設計明感所)

恩 回 一 則 ( 市 首'j 防局)

門 永 義 則 ( 竹 中 工 務 底 )

北 山 美 代 治 ( 堺 市 )

補 昭 夫 ( 村 野ii 'J I初所〕

小 林 得 芝 、 ( 小林得制I務所〉

駒 敬 三 団組 制I積所〕

後 藤 光 一 ( 大阪設計 IJI-Vii9i)

近 j燦 達 夫 (i li 総合計岡応〕

信濃ノ] 、路 正 ( 大 阪 府)

清 水 和 掬 ( 消 水 和 側 'Jl 務所)

悶i J HI 穣 ー ( 大 林 組 )

竹 口 信 夫 ( 大阪府旭築上会)

永 安 照 男 ( 日 辿 訟 計 )

西 川 幸 之 輔 ( 大 阪 市)

原 桂 一 郎 ( 大 限 市)

原 因 不1] 教 ( 京 大阪dil

稲 田 朝 生 ( αa社 竹 股Jl 務所〕

牧 田 顕 治 ( 大 阪 府)

車 公 谷 : g 一郎( 大 阪 府)

森 悟 ( 吹 削 di)

森 川 喜 代 之 助 ( 奈 川 ト3辿策車)

武 曽 一 郎 ( 術 水 池 投 )

0 山 本 純 孝( 安井建築 >Jl 積所)

山 本 勝 ( 大 阪 府)

渡 辺 甚 吉 ( 池田富彦事碕所)
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佳

一

博 ( 戸rnm設大阪支庖〉

夫( 消水建股大阪支脂〉

道

利

口

武

山

O力

- 出版委員会

政策IC関す る図書の企画 ・編集 ・刊行

青 柳 司( 日建設計)

池 田 有 隣 ( 京 郎 工 芸 繊 維 大 学 〕

木 村 喬 夫 ( 大辿設計)

@ 小 林 清( 新住宅社)

坂 本 勝 比 古 川 戸 市 )

清 水 寿 栄 次 ( 凶m産業〉

玉 国 側! ( 竹中工勝広〉

星 広文ＨＱ ￭ｈｬｬ 制 ｬｾ 省所Ｉ

水 谷 E白 山 村 組 )

横 井 元 昭 ( 大 林 組 〉

光

俊

邦

幸

林

坂

国

木

野

田

辺

国

矢

山

渡

窪

大

三

小

西

*

*
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橋

口

口口

泉

村

潤 ー( ユーエ一事務所)

喜 一 郎 ( 大 阪 市 〉

清( 日生不動産)

尚 三( 市郎市内開発局)

良 男( 或工樹脂)

重 Mf: ( i li 住宅供給公社〉

吉 雄( 日本板前下)

清 治 郎 ( 都 品 工 高 ) 青 木

山中( 問中 ・小西辿築( 可JmI  浅 見

男 ( 大 阪 府 ) * 弁 上

子( 姫路短大) * 五 十 嵐

祐( 日鉄エコン〉 石 田

松

宮

村

八

一( 関西大学)

雄( 竹中工務庖)

也( 藤木工諸庖)

1. 編集委員会

会誌「硲築と社会」の企画 ・編集( ・印編集理

事， 。は事業委員兼任)

貞

幸

行

得

井

田
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山

石
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西

山

大

奥

小
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. 建築データシート委員会

油築データシート の企画 ・編集 ・刊行

。 井 上 椀 ( 大雄投計)

尾 島 幸 男 ( 竹 中 工 務 庖 )

ム 岡 田 圭 司 ( 大阪m気暖房)

川 上 武( 須賀工業〉

木 村 久 夫 ( 大 阪 市)

木 村 博 巳 ( 近畿郵政局〉

香 西 喜八良[ 1 ( 束畑建築事務所)

ム 酒 井 蔚 一位( 大雄投計)

迫 村 隆 毅 ( B l . l l 設計)

島 一夫( シグマ旭築設計( 事) )

ム 正 法 院 陽 三( 日本. 1 : 星第総合試験所〉

土 谷 l昭 夫 ( 大 林 組 〕

中 河 克 則 ( 鴻池組)

中 村 哲 士 ( 創 出 築 制 怖 感 所 〕

羽 入 洋( 消水処設)

長 谷川 昇 l昭( 近畿地辿)

樋 口 登( 市住宅供給公的

Oム 真 塚 迷 夫( 束畑辿築 'Ji 訪問

結 城 恭 昌 ( 大 阪 府 )

ム 吉 村 篤 ー ( 坂倉m築研究所)

. 法規委員会

m策花関する法規の研究 ・普及並びIC建設

を・
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liffi c関西電力)

夫 ( 大 阪 市 )

盟 ( 銭 高 級 )

平( 阪急電鉄)
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介 ( 竹中工務庖)

フじ ( 府企 Yi 局)

混 ( 大l.l! 設計〉

義( 大阪大学〉

夫( 須賀工業〉
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「建築データシートに関するアンケート 」

集 計 と お 答 え

6  

集 計

先般の「建築データシ ート に関するア

ンケー卜 J Iζ 対しまして ，早速，11: 重な

ど怠見，ど感想をお寄せいただき ，誠に

ありがとうこψ ざいました 。多数頂戴いた

しましたど意見の内 {ζ は比較的共通した

問題点もいくつか見られましたので， ζ

れらを総括して取りあげ ，今後の委員会

の姿勢をお示ししたいと思います。

今後 とも「建築データシ ート 」のー胞

の充実を図るべく努力を続けて参る所存

ですので，何卒大いに乙のシ ート を利用

していただくよう委員一同 ，心よりお願

い申し上げます。

昭和48年 6 月

建築データシート委員会

アンケ ート 解答数 11 7枚

0 データシ ート の利用頻度はどの程度ですか ?

- よく利用する ・・ー ・・…・・..・3096

. 1時々利用する ...・ e ・・ 649M 

- ほとんど利用しない ・ 696 

0 主に どんな事を知るために利用しますか ?

( 数字は件数を示す)

・製品( 工法) 名 ... ... .. ..... 75 製品規絡ー・ ーーーー....... .... .67

・会社名 ー・・・ ・・・ ・・ … .. ... 42 ディテーノレ ・・ ・ ・ー… … 48

・所在地 ・1屯話番号 ... ...... ... 33 資材( 工法) の選択 ・比較 ・65

・性能 ー •• •• ・… ............ 69 価 終 ・・・・・・・・..・ 0 ・0 ・一 .......29 

0 編集についてのと感想、

3 3  

3 3  

ｾヨ 良い ｅ 二 Ｚｩ｝ Ｍ＾， ｵ｛Ｍ i凶 仁二コ改良の夜がある

p.. 

周装 慎 に つ い て

全体の装似については ，まずまずの評価をいただきましたが ，圧倒的

にど不満のあったのは ，ファイノレのシス テム化でありまして ，途中での

シー トの差しかえ ，抜き出しに不便があるうえ ，シート の穴あけが不揃

いであるというと指摘です。前者につきましては ，ファイ J レの堅牢さを

第ーに考えま したので ，あのような形になって しまいましたが，今後は

シート の穴あけに細心の注意を払い，不揃い をなくす乙とに努力致した

いと考えております。そ の他 ，多色刷にしては という ζ 怠見もありまし

たが ，乙の問題 ，データによりましてはカラ ーの方が良いものもありま

すが ，宣伝色が濃くなり本来データの提供を本流としてきておりますの

で現在の と乙ろカラ ー化する迄に至っておりません。

固 目 次 ・ 索 引 に つ い て

目次 ・索引は大いに利用されていて ，いろいろなど意見が出されまし

た。そ の中で常に最新の目次 ・索引をという声はし ζ くもっともなとと

と思います。委員会におきましでも ，今後の出版 、ンート をどのような方

法で目次 ・索引に加えていくべきか常に頭を悩ませている問題です。近

々新しい総合目次をお届けするつもりですが，現在，その改訂間隔をで

きるだけ短くしていく方法と ，別冊にする方法などを中心に検討を進め

ております。

園内 容 に つ い て

肢も多く ど指摘のありました点は l シート にまとめているために ，デ

ータの内容がZ しいという乙とですが ，従来より 1 データ ・1 シー トを

あくまで原則にしながらも ，データによりま しては . 2 シー ト以上にわ

たらせている場合もありました。今後もとの方針K 変りはありません

が，編集に当りまして ，メーカ ーよりばらばらに出て来た資料をいかに

rJi明 K . しかも i儀式の統ーしたシ ート にまとめるかが，いつも委員の頭

を痛めているところで‘ す。従いまして出来上りましたものに対して ，カ

タログ的性格しかないというど批判ももっともながら ，これを手がかり

にもっと詳細をお知りになりたい方は ，直接メ ーカーに問い合わせて調

べていただきたいというのが編集側の希望でもあります。ど承知のごと

く現代は情報の過多時代でもあり ，またその新陳代謝の激しさは熊くば

かりであります。乙う したl時代の中で . I建築デ ータシ ート 」が常に皆

様の中で生きた資料と して存在していくための道は I唯一つ，その自らの

変身でしかありません。すなわち古くなった資料は次々と新しいものに

改訂され ，差し変えられていかねばならないわけです。 ζ れが乙の「建

築データシ ー ト」の大きな特徴であり ，他の出版物との違いでもあるわ

けです。当初の目標でありました ω 0 シート 掲載という目標もすでに達

成しました現在，委員会の方針が改訂に重点を置くようになりましたの

も，笑は乙ういった内容の充実を期すという意味に他なりません。ま

た，監修者であられる坂{ff' 雄先生の非常など努力と ，ζ 労苦のお 1婆をも

ってその内容が充実されてきている ζ とも忘れられません。

ただ，乙乙でお断り しておかねばならないととは ，との改訂にはスポ

ンサーの協力が必要条件であるという事実であります。すなわち ，① デ

ータの変更の但握 ，②新データの資料収集 ，③出版費用等の条件が改訂

につきまとい ，乙れが皆織のご期待に充分応えられない大きな原因にも

なっております。

その他 ，設備関係のデータ，ディテ ーノレの追加 ，防災設備のデータ ，

等々の増補のど意見も頂戴致しました。いずれも今後の編集項目 κ 学が

っておりますので，徐々に皆様のお手元にお届けできるものと確信して

おります。今しばらくど猶予願いたく恩います。

0 その{ 也

北は仙台から南は長崎方面まで ，全国各地から寄せられましたノ、ガキ

の[IJ 'ζ ，乙の「建築データシ ート J が関西偏重すぎる というおH七りもあ

りま した。乙れらの方々には巾しわけない乙とでありますが ，乙の事業

が雑誌「悠築と社会」の附録という性格をもたせている手前 ，どうして

もそういった感じを与える乙とは否定できません。ただデータそのもの

は全国ど ζ でも共通に使用していただけるものばかりでありますので ，

問題はないと思いますが ，今後は更に地方の連絡先を出来る限り多数渇

載して皆様の利便を図りたいと考えております。

、



旧 北 海 道 庁 舎

。笠〉は、どこまですすんだか・・- b

たとえはこのレンガづくりの建物。εっしりと落ち着いた重厚さも

さることながら、どことなくホッとする暖か味を感じさせます2

丹念に積みあげてし、った人たちの、心がこもってやるからかもしれませんO

明日の生活環 境づくりに

アイディアでとりくむ一一一

マヨ4事凶

で は 、 こ の や り 方 で も 現 在 の よ う な 高 層 建 築 が 考 え

ら れ た で し ょ う か 一 。 素 材 に し て も 、 工 法 に し て も

そこには、目を見はるばかりの進歩のあとが・・・

間仕切壁ひとつをとりあげてみても、技術革新のあとは

歴然としています。なかでも、いま、ちょっとした脚光を

浴びている唱をま失問f士切壁工法ともなれば、なおのこと。

高層ビルに要求される 、軽量 i企 ・不燃性・両躍を性 ・遮 音I生

耐火性・経.1酎生 ・施工性 ・管理性・・などのきびしい条件も

ことごとく克服したシステム工法だからです。霞が関ビル

を皮切りに、名だたる高層ビルにも次つぎに採用されている

この工法。名づけてエコニースタッドパーティションシステム。

マンテンのアイディア工法です。

素材の製法から工法まで、 51件

の実用新案と 35件の意匠登録 に

裏づけられた、それぞれ個性的

な工法 が 4 タイプ。間柱は特許

製法の軽量 S L銅 。張り上げ材

は専用遮音ボード 。仕上げ面は

プラスター塗 り、モルタル塗 り

の湿式と、 ペ レキまたはク ロス

仕上げの乾式が 2 タイプ。 どれも、 壁面中空間利 用で配管

配線も自在なら、機能でも際立った存在。湿式の P タイプ

でさえ、鉄筋コ ンクリートの% の軽さ、階高のX soの層間変住

テストでも仕上面にも 一切京建警なし。乾式をとりあげると

63kg/cm'の軽さ、5OdB( 500Hz)の 遮音値、O.996kcal/m'h"C の 断 熱

Ｑ 空自ｾグコもグコヵ、ら、 ＲＳｫ ｧＯ｣ ｭ Ｇ ＭＳＷ､ｂ -1. 59kcal/m'h

o

C のものまで、。

まずは、最先端の間仕切壁といえるのではないで、しょうか。

いずれも 、製造から責任施工まで。ぜひ、ご研究ください。

かずかずの有名高層ビルに嫁用されている一一一一新時代の軽鉄間仕切壁工法

I J 二- X7VFS号室

* カタログを差しあげます。本社・広報課 K S係までハガキでご請求ください。

株式会社マ ン テ ン 本 社 干542 大阪市南区日本橋筋3- 2 密 (06) 632- 1151代 東京支后 〒136 東京都江東区大島 5- 10- 11 密 (03)682- 3241 代

名 古 屋 出 様 所 〒454 名古屋帯中川区百船町 1- 3-4 官仰52)353-3177代 福 岡 出 張 所 〒812 福岡市憎多区憎多駅東 1- 12- 26(岩瀬 ビル) 骨(092)43-4お6代 H脱 出 張 所 干的5 キl線市東区北八条東19-22 世 ω11 ) 741-8439
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才色兼備

お台所は奥さまのお城一 一

『機 能 性』 と 『美しさ 』 を誇る

松山のキ ッチンインテリアが

楽しい空間 をクリエイ卜します

大阪堀江 j ，心斎橋/ 東京

- 本I吉/ 大 阪 市 西 区 四 ツ橋 筋 堀 江 立 花 通 角

宮 大 阪 ( 0 6 ) 5 3 1 - 6 4 5 1  ( 代表)



③ 商 業1似或の縮少と近隣商業地 域の新たな指定

新 用途 地 域では商業系地域は商 業地域と近隣商

業地域とに分かれたため、商業系地域について

は全面的に再検討が行なわれた 。 この結果、商

業地域は約 720ha減少、近隣商業地域は新たに

l ，630haの指定がされ、商業系地域全体と しては

約 910ha. の増1J 日とな って いる 。

日本建築協会法規委員会

A  

i l  ナコ

質疑などの投稿をお待ちしております。

69 

大 阪 府 下 の 新 用 途 地 域 制 の 概 要 新用途地域とその他の地主菱地区

新用途地域の決定にあわせて高度地区、防火地

域および準防火地域、特別用途地区等の地域地

区をあわせて決定、変更することとなっている。

とくに最高限度を定める高度地区は大阪府下で

はじめて指定されることとなる 。 | 坊火地域およ

び準| 坊火J也被は、現在 19市において指定されて

いるが、新用途地域で賄業地域およびjlj} i ' .ie商業

地 域の指定される区域 については 、lJ; U!IJ として

それぞれ| 山水地域、準| 坊火地域を指定すること

としているため 、はぽ大阪府下全市町で| 山火地

域お よび準| 坊火地域が決定または変更されるこ

とになる。特別用途地区については . 現在特別

業務地区を ニ予定している市町は 6 市であリ、そ

れぞれ準工業地域または商業地域が ｬｬｾ 本用途地

域と なっている 。特別工業地区は現在、東大阪

市、堺市、和泉市を予定している が、 東大阪市、

和泉市は変更 ( ただし 111の条WIJ f. 〆定められてい

ない ) 、堺市は決定であり、基本朋 i金J也被はそれ

ぞれ fi : 居地域、準工業地域 となっている 。

( 大阪市総合計画局都市計画部¥

都 市 計 画 課 上 回 隆 夫 /

現

用

途

地

域

新

用

途

地

域

9  

用途地域の新旧対照

ｾ中市、池田， Ｑ ，、箕 ｬ 両市 、来能勢 村 、 吹岡市、茨木市、高槻 市 ＮｉＡｴ津市、仏本町

枚 }J ｉ ｬ ￯ 、 ｾ ［， ｈｩ 川市、守口市、 ＧＧＧｉ ｕＭ市、大東市、交野市、四条畷市、東大阪市、八尾市、柏原市

総阪市、羽曳野市、藤井寺市、日田林市、河内長野市、狭山町、美原町、太子町、河南町

堺市、日石市、和litd，‘ Jit 大津市、忠岡町‘ 岸和田市、 貝塚市、熊取町、 泉佐野市、回尻町、決南市、

阪南町、腕i町 減｟･ｾ中市、池回市、

( 本114は、 48. -4 . 16法規委只会において大阪府土木部

計画謀 山本係長のご説明をむとにして作成したもの

である. )

① 工業系地域の減少と工業専用地域の拡大

現行用途地域で約24，500ha.あ った 工業系地域は

大阪市を中心とする内陸部の既存工業地帯を最

近の土地利用 の動向に合わせて約 2，500ha減少

し、約22，OOOha とし、また工業専用地主主は臨海

部および内陸部の 工業団地を中心として約 1，2

50ha拡大し 3，250h. とな って いる 。工業専用地

域以外の工業系地域については今後、特別用途

地区の活用により、異種機能の排除をはか つて

いく方針をとっている 。

② 住居系地 域の拡大と住居専用地域の大幅な

増加

工業系地 域の減少にともなって住居系の地域は

約 l ，500h. 拡大し約58，OOOha、用途地域指定面

積の67 .8 %となった。そのうち第 l 種および第

2 極住居専用地域の 占める割合は現行用途地域

の住居専用地区の占める割合22.1% に対し 57 .7

%と 約 2. 6倍の増加とな って いる 。 とくに、北

大阪地域の豊中、箕面市、高槻市、東大阪地域

の枚方市 、交野市などの市域については住居系

地 域の80%近く が住居専用地域である 。 なお、

住居専用地 域 を中心とした住居系地域に ついて

は、大阪市を中心とする既成市街地 を除き全面

的に高度地区を併せて決定し、住宅地環境の保

全をはかることが考えられている 。

用途地域伽lの概要

昭和46年当初より進めてきた新用途地域 ( 笑)

の作成は各市町村の地元説明会 を経て、 昭和47

年 11月か ら昭和48年 2 月にかけて大阪府原笑と

して順次決定された 。

案の作成にあたっては大阪府の基本方針をもと

として案の作成の方向づけがなされ、 作業を進

めてきたが、大阪府原案を定めるにあたって、

とく に問題とされた点は っき' のと おりである 。

① 大阪府域全体の市街化区域内における、住

宅地、商業I也、住宅地等の将 来の土地利用 区 分

の明確化をはかること

② 大阪市を中心とする住工混合地区の地域 区

分の再検 討

③ 容積率の指定と関連した商業系I也被の再検討

④ 大阪府全域にわたる容積率の適正な指定

⑤ 住居系地域の専用地域を最大限拡大するこ

とと工業専用地域の指定の拡大

⑥ 幹線道路沿道の地域指定の方向

⑦ 高 度地 区、 特別用途地区などそ の他の地域

地区の活用

これらを検討のうえ最終的に決定された大阪府

原案を現行用途地域と比較すると つぎの よ うな

特徴がある 。

• 大 阪 府 全 域

5，560(6 .5) 

上段 h.  

下段 : %

大 阪 市 北大阪地域 東大阪地域 南大阪地織( 1 ) 南大阪地主主( 11) 大 阪 府 計 |

第一種住居専用地域
2，767 1，777 1，489 2，527 8，560 

(1 7.3) ( 9. 2)  ( 19. 7)  (11. 2)  (  10 .0)  

第二種住居専用地域
2. 310 7，078 6，606 2，685 6，217 24，896 

( 11 .7) (44. 4)  (34. 2 )  ( 35. 5)  (27. 4)  ( 29. 1  )  

住 居 地 域

7，030 2，859 5，124 2，516 6，996 24(  ，525 

(35.5) (17.2)  ( 26. 4)  ( 33. 2)  (30. 9)  28. 7)  

近 隣 商 業 地 士 事

290 310 467 11" 1  452 1，630 

( 1.5 )  ( 1.9)  ( 2. 4)  (  1. 5)  ( 2. 0)  ( 1.9)  

商 業 地 域

3，010 
263 358 21 301 3，953 

(1 5. 2)  (  1. 5)  ( 1.8)  ( 0. 3)  ( 1. 3)  ( 4 .6)  

準 工 業 地 織

3，870 2，123 3，747 589 3，605 13，934 

( 19.5)  (  13. 2)  ( 19. 3)  (7. 8)  ( 15 . 9)  ( 16. 3)  

ヱ 喋 地 域
2，500 678 979 32 563 4，752 

(  12. 6)  (4 .5) ( 5. 0)  ( 0. 4)  ( 2. 5)  (5. 6)  

工 業 専 用 地 域
800 333 119 2，00 1  3，253 

( 4.0)  ( 1. 7)  (  1. 6)  (8 . 8)  ( 3 .8)  

言十

19，810 16，078 19，391 7，562 22，662 85，503 

(  100. 0 )  (  100 .0)  (  100. 0)  (  100 .0)  ( 100. 0)  ( 100 .0)  

新用途地域面積の概要

北大阪地員長

東 大 阪 地 域

南大阪 ( 1 )地域

南大阪( Il )J 也戚
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北岸地法当〉と出見込よと出〉記当いと士

g グ グ グ 必

1 . 露出防水のフクレを完 全 に防止します5

2.下 地挙 動 を 緩 和 し 、 優 れ た 耐 亀 裂 性 を

発 揮 し ま す 。

3.従 来 の 絶 縁 工 法 に な い 接着 力で、 j瓜に

よ る 剥 離 を 防 止 し ま す 。

⑥ 日 本 ア ス フ ァ ルト 防 水 工 業 協 同 組 合

. 東京都足立区千住東2丁目 21 番28号 T E  L 東京 (882) 2424 (代表)

・大阪市東淀川区瑞光通り 4 丁 目30の 2 T E L 大阪 (329)7737(代表)

蔚 |日 新 工 業 綜 式 会 社

、島星グ 11 ;本社営業所 . 東京都足立区千住東2丁目 21 番28号 T E L 東京 (882)2424 (代表)

自 衛 11大阪支庖・大阪市東淀川区鵡光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740 

出張所・名古屋 (741 )4257- 8・広島 (21 ) 1010・1061 ・福岡 (74)3461- 3

. 札 幌 (51) 5659・6885・山形 (23)0437- 9 工場. 東京・1奇玉・山形



読者の頁

イ ギ リ ス の 大 学 - 海 外 写 真 ー を 終 え て

<Qui  va lent o  va s ano， qui  va  s ano v a l on-

tano>  ( ゆっく り 行 く 者 は安 全 に 行 き 、 安 全 に

行 く も の は 速 く ま で 行 < ) 。 そ の 本 場 の 国 イ タ

リ ア で は ほ と ん ど 耳 を か さ れ て い な い が 、 こ の

こ と わ ざ は イ ギ リ ス の モ y トー と も い え る で あ

ろう。一一一

「 イ ギ リ ス 人 の 生 活 j ( ク セ ジ ュ 文 郎 ) で 、 著

者 ト ニ ・ マ イ エ ー ノレ氏はイギリ スの 悠 長 で注意、

深 い 交 通 ぶ り を こ う 皮 肉 っ て い る 。 パ リで は ホ

テノレの玄関から中央の並木の剣道にたどり新く

のでさえ、まるてす ｬ ｾ 丸 の束のように縫ってくる阜

の た め に 命 か ら が ら だ っ た こ と を 思 い 出 す と 、

フ ラ ン ス 人 の 7 イ エ ー ル 氏 の 感 想 も む べ な る か

な で あ る が 、 た だ111 に 交 通 の み な ら ず 、 こ の こ

と わ ざ が イ ギ リス 人 の 生 活 態 度 や お 図 柄 を よ く

いいあてているように，思える。

イ ギ リ ス で は 19也: 車己の労働 者 コ ロニ ー か ら 田 園

都 市 へそしてニュータウンへと繋らなる- - i i l i の

膨大な歴史をもっ住宅計画があり、J i i l : 近は者11心

の 再1m発 や 郊 外 の 団 地 計 画 も 1mえ て 、 ハ ウ ジ ン

グは 都 市 計 画 の 大 き な 柱 を な し て い る 。 さ ら に

近 年 ヨ ー ク ・ パ ー ス と い っ た 康 史 的 都 市 の コ ン

サ ヴ ェ イ シ ョ ン 問 題 や 、 個 々 の 旧 い 建 物 を 改 造

して華rr しく似! っていくリハビリティションにも

力を 注 い で い る 。 一 方 、 遮 れ て い た 教 育 制 度 の

改 革 に wう 大 学 そ の 他 の 教 育 施 設 の 建 築 も ま た

盛 ん で あ る 。 私 達 は 1971年 の 夏 ロ ン ド ン でIl 日か

れた IS S ( I nt ernat i onal  S u mmer  Ses s i on) に

参 加 した機会に、 3 ;且IHj の ヨ ー ロ ツパ 見 学 旅 行

の 中 で 約 半 分 を イキ・リスに滞在した 。その問、ロ

ン ド ン を 起 点 に オ ッ ク ス フ ォ ー ド、 リパ プ ー J レ、

グ ラ ス ゴ 一 、 エ ジ ン パ ラ 、 ヨ ー ク 、 ケ ン プ リ ッ

ジ と 時 計廻 り に イ ギ リ ス を ほ ぼ一 周する過程で、

活 実 に 時 間 を か け て 試 行 し て い る イ ギ リ ス の す

ば ら し い 経 験 を か い ま 見 る こ と が で き た 。

こ こ で 6 回 にわたり紹介した「イギリスの大学」

シ リー ズ を 終えるに| 験して、さ き の こ と わ ざ を

思 い 浮 べ つ つ イ ギ リ ス の 大 学 に つ い て 概 鋭 し て

みたい。

- イ ギ リ ス の 大 学

笑 の と ニ ろ 、 漸 進 的 変 化 を し な が ら も 古 い 伝 統

に 法 き 特 権 ! 滑 級 の も の で あ っ た と い う 点 で 、 イ

ギ リ ス の 大 学 が 他 の l欧 米 総 固 に 後 れ を と っ て い

た と い わ れ ている。 r 12世紀 初 期 に 見 ら れ た 寺

院 建 築 の 大 巡卸J に も 似 た も の で あ り、 多 分 、 そ

れ と同 じ ほ ど情 熱 的 な も の で あ る j ( A  R 誌 1964

年 7 月 ) ニ ュ ー ユ ニ ヴ ァ ー シ テ ィ ー の 運 動 が 始

まったのは、 1950年 代 の 後 半 で あ っ た 。

イ ギ リ ス の 大 学 は そ の 成 立 の 経 緋 と 時 JVI か ら い

って 大量j f ; 把に 3 つ に 大 別 で き る 。

!:Ii 1 は 12、3世 紀 に 宗教 的 背 炊 の も と に 設 立 さ れ

た; f L. . 、工の名 門 オ ッ ク ス フ ォ ー ド 、 ケ ン プ リ y ジ

大 学 で あ り、 一 定 特権 的 エ リ ー ト コ ー ス で あ っ

グ ル ー プI S S B7 1 松 尾 仁 美

た。 現 在 は学音1I 1I 11J に編成されているとはし、え、

英 国 国 教 会 や 個 人 の 基 金 を も と に し た 独 自 性 の

あるカレッジ ｬｾＱｊ と、学生はチューター達と生活

を 共 に す る 学 寮 伽lが 伝 統 的 に と ら れ て い る 。 t止

の 中 で 最 も 変 り に く い の は 宗 教 と 大 学 だ と い う

か ら し て 、 そ の 両 者 を ぷ ね そ な え る オ ッ ク ス ブ

リ ッジの椛 威 と 伝 統 は 推 し て知 る べしであるが、

近 年 は 能 力 に 応 じ て 門 戸 が|羽 か れ て い る し 男 女

共 学 の 話 題 も 聞 か れ る の は 時 代 の 波 で あ ろ う か 。

僧 院 の よ う な 古 い カ レ ッジとス タ ー リ ン グ そ の 他

の 設 計 に よ る 戦 後 の 手 堅 く 前 術的 な 建 築 が 共 存

し て い る さ ま は 、 イ ギ リスな ら で は の 風 景 で あ

る。

第 2 は 産 業 革 命 後 、 地 方 の 産 業 の 婆 紛 に よ っ て

19- 20世 紀 に 漸 次 形 を 整 え て い っ た 市 民 大 学 ( 近

代 大 学 ) と 呼 ば れ る も の で 、 地 方 の 財 源 援 助 の

もとに 地 方 的 起 源 を も っ て い る。 宗教 か らの 自

由 、 特 椛 を も た な い | 裕 層 の 子 弟 の 教 育 、 科 学 技

術 の 推 進 を基盤にした、 通 学 f制|の大学である。

大 学 は そ の 所 在 す る 都 市 や 地 域 と 緊 密 な 関 係 性

を も っ て い る 。 こ の 建 築 の 特 色 か ら 、 初 期 の 旧

市 民 大 学 を レ y ド プ リ ッ ク と 通 称 し 、 第二 次 大

戦 後 大 学 に 昇 格 し た よ う な 新 市 民 大 学 を ホ ワ イ

ト タ イ ル と 呼 ん で い る ら し い 。 レ ス タ ー 大 学 は

さ だ め し ホ ワ イ ト タ イ ル と い う こ と に な る の だ

ろ う が 、 ス タ ー リ ン グ の 理 工 学 部 の 建 物 は ご 存

知 の よ う に れ っ き と し た 赤 レ ン ガ で あ る 。 マ ン

チ ェ ス タ ー 大 学 の よ う な 都 市 内 の 赤 レ γ ガ 大 学

は 目 下 再 開 発 の 動 向 下 に あ る 。

学 生数 3 万 を 数 え る 英 国最 大 の い わ ばj J I i 合大学

ともいえるロンドン大学や、成立基量産の呉なる

ス コ ッ ト ラ ン ド の 大 学 も 含 め て 、 そ れ ま で20余

の 大 学 し か イ ギ リ ス に は な か っ た . 同t止代人口

の 約 4 訓 と 2 1
1mを幸子するアメリ カ や 日 本 に 比 べ

れ ば 、 イ ギ リ ス で は 大 学 生 が ま だ 一 部 の Ji ' I を代

表 し て い た に 過 ぎ な い 。 戦 後 の 技 術 革 新の 潮 流

は 、 高 等 教 育 卒 業 生 の 絶 対 数 の 不 足 の 解 決 と 科

学 技 術 と り わ け工 学 の 重視 という 株 題 か ら 、 大

衆 へ 大 学 教 育 を 1) 日 放 す る ニ ュ ー ユ ニ ヴ ァ シ テ ィ

ー の 建 設 へ と 駆 り た て た 。 1950年 代 後 半 に 構 想

され、 60年 代 に 現 実 の も の と し て 建 設 さ れ て き

た 第 3 の 大 学 が ニ ュ ー ユ ニ ヴ ア シ テ ィ ー で あ り 、

一 挙 に 大 学 の 数 は 借 地 し て 46 を 数 え る に 至 っ て

い る 。 こ れ を 称 し て プ レ ー ト グ ラ ス ( 板 ガ ラ ス )

大 学 と い う の だ が 、 私 は も う 1 つ 「 エ ンヴ ァ イ

アロ ン メ ン トJ と い う 言葉 がつ け 加 わ る の で は

な い か と 思 っ て い る 。 ヨ ー ク 大 学 は そ の 1 つ で

あ り 、 中 世 : の 城 壁 や ゲ イ ト め 残 る 美 し い カ セ ド

ラ J レ の 街 ヨ ー ク の 郊 外 に あ っ て 、 泣 か な 自 然 と

人 工 の 環 境 を 展 開 し て い る の だ 。

- ニ ュ ー ユ ニ ヴ ア シ テ ィ ー 巡 動

夏 休 み 中 の 日Hli l 日であ ったためか、 私 達 が ヨ ー

ク 大 学 を 訪 れ た 11寺出 く わ し た の は 1 人 の 日 本 人

と つ れ の ア ジア 人 だ け で あ っ た 。 ア ク セ ス 道 路

の 間 1II 1J に ま た が る 広 4 と し た 人 気 の な い キ ャ ン

パ ス に は、 i胡 を 取 込 ん で 実 に た く み な プ ラ ン ニ

ン グ が 展開 さ れ て い た 。・しかしそ の 時 の 羨 望 め

念 に 何 か し ら 不 満 と も 不 安 と も い え る 感 情 が 混

っ て い た の を 憶 え て い る。 そ の 感 覚 は は な は だ

す っ き り し な い も の と し て 今 日 ま で 持 越 し て き

た。一一一 この挑初、境の械な環境で現代の若者が

数年| 湖過して何を獲得していくのだろうか。

ニ ュ ー ユ ニ ヴ ァ シ テ ィ ー の 担E設 は さ き に あ げ た

国 家 的 な 2 つ の 謀 題 と 、 地 方 で の 大 学 殻 立 の 強

い婆望が 一 致して成ったものであった。 ｬ ｊｾ 実新

設 さ れ た 場 所 は 、 調 べ て み る と 、 1 世 紀 や そ れ

以 上管 か ら 幾 度 か 大 学 教 訟 の 運 動 が 起 っ て 実 ら

なかったところが多い。設置まされた 地域では、

地 元 で 望 ま し い 広 大 な 敷 地 を 確 保 し 、 大 学 認 可

委 只 会 と 接 触 を 持 ち 、 各 大 学 ご と に 教 授 や地 元

代 表 者 か ら な る 大 学 設 置 委 只 会 と 大 学 計 画 委 民

会 を 組 織 し て 、 新 し い 大 学 の 基 本 的 な 方 針 を 検

討した。 こ う し て ま ず 第 H I l : 階はサセックス、

ヨ ー ク 、 イ ー ス トア ン グ リ ア 等 7 つ の 大 学 が 認

可 さ れ た 。 残 り の も の は ロ ビ ン ズ 郷 の か の 著 名

な 「 悶 等 教 育 に 関 す る 報 告J 舎 が 出 さ れ た 1963

年 以 後 と な る 。 建 設 の た め の 資 金 は 国 貨 が あ て

ら れ る こ と に な っ た が 、 ど の よ う な 大 学 を 作 る

の か ( 大 学 の 基本 理 会 ， 大 学 慾 章 、研 究 教 育 の

システ ム を ど う す る の か ; カ レ ッジ 制・学部制 ・

研 究 科 目 i側 、 規 模 や 発 展 の 速 度 、 何 を ど の 様 に

教 え る の か ; 科 目 や カ リ キ ュ ラ ム ・ 教 授 方 法 )

と い っ た 一 切 に つ い て は 各 大 学 の 自 由 に ま か さ

れた 。 各 大 学 で は 長 期 に わ た っ て 討 議 検 討 し 、

独 自 の 解 答 を 獲 得 し て い っ た 。 そ れ ゆ え そ の 結

来 は 多 様 で あ る が 、 共 通 し て い え る こ と は 、 既

存 の 2 つ の タ イ プ の 制 度 に 対 す る 革 新 を め ざ し

な が ら も 、 な お 初 等 教 育 か ら nか れ て γ る 個 人

指 持 を 霊 視 し て い る こ と 、 教 授 以 外 の ス タ y フ

や 学 生 の 意 見 を 決 定機 関 に 反 映 さ せ る 制 度 を 保

障すると同時に、 地 域 に お け る 教 育 文 化 生 活 の

中 心 と な る べ く 努 力 し て い る こ と で あ ろ う 。 と

く に ニ ュ ー ユ ニ ヴ ァ シ テ ィ ー が 抵 祝 し た 学 生 の

住 居の建 設の た め に 、 各 地 で一 般 に 援 助 を 求 め

る募金巡卸J が 起 り 、 そ の 過 程 を 通 じ て 地 域 に お

け る 大 学 建 設 の 気 運 と 期 待 を 補 強 し て い っ た の

である。

も し ニ ュ ー ユ ニ ヴ ア シ テ ィ ー が 、 科 学 技 術 の 進

歩 と い う 国 家 的 要 梢 と 多 様 な j百 に わ た る 大 衆 化

した 新 し い 種 類 の 学 生 と 地 域 の 教 育 文 化 の 向 上

とに聞かれたものとして用主まされたとしたら、

このような一切を含めた「環境」に最も 鋭 敏 に 影

響 を 受 け る の も 事 実 で あ ろ う 。 私 的 な も の か ら

地 域 の も の 、そ し て 国 家 的 レ ベ ル へと 上 昇 し て き

た イ ギ リ ス の 大 学 の 歴 史 の 中 で ニ ュ ー ユ ニ ヴ ア

シテ ィー 巡卸J は ま だ 初 ま っ た ば か り だ と い え る

の か も し れない。

ところで、 最 後 に 建 築 家 途 が 大 学 の 管 理 者 や 教

師 逮 と 共 働 し て 、 学 問 の理 念 や 教 育 研 究 ・社 会

生活のあるべき姿を物理的1 HIJ i 函で実現させるこ

と に 寄 与 し た こ と を 付言 し て お く必 要 が あ ろ う 。

ミッシェ ル ・ ブ ラ ウ ン 氏 は A R誌 ( ' 70 ・4 ) で、

、大学教 育 は 20世 紀 の キ ー ・ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ン

で あ る " と い う あ る 倦 越 な 広 告 を 引 用 し て 、 建

築 家 遥 が10年 前 、 キ ー ・ ピ J レ デ ィ ン グ ' と し て

大 学 建 築 に 名 誉 を か け て 取 組 み 、 ホ ア カ デ ミ ッ

ク レ ヴ ォ リ ュ ー シ ョ ン 砂 と 11乎 ば れ る も の の 成 功

をなした、と述べている。

巨E 柑 2 月 判 断* ヤングタウン・凶 文 中 、「踊用促進，"

11間住宅J 肉抵床I師械を 、下位向通 。) 官T正します.

1号機 2，353.04m'  ( 眼) 7，353 制 m' (.iE) 

2 号機 2，398.94m'  ( 鋲) 7，398. 94m'  ( 正)

建築と社会11973年 6 月号

11 
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τ，宅7; ' ; I:.、 : 1' . ぷ

マスチッヲヲ1 : 1 - 9: . 1ヲ"

耐 久 性 の す ぐ れ た 防 湿 床 材

特 長

1  耐久性 : 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり抵;抗. ，性: すべり抵; 抗. ，性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 園、⑮

FLl NTKOTE 

、.，.，

フリ ン トコートにつ いてのお問合せ は 下 記へ

j限式会前シェル厄;IX版発売所

τ，宅1; ; " ; I - ごI [ - - I - 施工販売部

大 阪 ⑤532 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  n ( 06)  303 ー 7131

東 京 w l 04 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第2ぬ り 彦 ビル 3階 ) n ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 W 461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 橋 ピ J レ4 階 ) 合 ( 052) 931 - 8537 

広 島 w 730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビ ノレ 3 階 ) 念 ( 0822 ) 2 1- 1224 

福岡- ! i : ! >8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ピ ル 3 階 ) n ( 092 )  77 ー 1961
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デ ザ イ ンル イ ス ・ カ ー ン

スケッチ展

大阪国際ピノレディング 2 [1皆で 4 月 19 日から 3 日

間 、 建 築 的 思 考 の 主流 を な す ノレイス ・カ ー ン の

デ ザ イ ン ス ケ ッ チ展 が1mされた 。 r賞 金 の ト レ

- y ング ・ペーパー」 に 怖 か れ た ユ ニ テ リ ア 教

会 、 ソ - ? 生 物研 究 所、キャンベノレ美術 館 な ど

や 風 景 ス ケ ッチ が 展 示 さ れ た。

. .6.  

' :z:t 
社築建 と

ユ
ニュース原稿 をお送り 〈だ さい.

-・・・園田・

日照プランニング・システムを開発

大 阪 府 建 築 士 会 建 築 情 報 セ ン タ ー と 日 本 電 子 計 算 の 共 同事 業

心 斎 橋 プ ラ ザ に イ ン テ リ ア ・

ソ オ ラ 開 唐

イー ムズ、? ノレセノレ ・プロイヤ一、 ミース ・フ

ァ ン デ ル ・ロ ー エ な ど 国 際 的 な 建 築 家 の 手 に な

る家具も含めて、 一 流 デザイ ナー の作 品 を 一 堂

に集めたイ ンテ リア ・ ソ オ ラ が 、 地 下 鉄 心 斎 橋

駅 北 口 の心 斎 僑プラザピノレ 3 階 に お 目 見 え し た 。

この広は、 日 建 設 計 と住友問司王に よ る 合弁 会 社

で、イ ンテ リ ア に l刻する 一 切の 業務 を お こ な っ

ている 。

B 建 物の デ ー タ

1)位 置 (座 標 X 、 Y 、 Z )

2)商 の 構 成 デ ー タ

C 図 商 データ

1  ) 図面の大きさ ( A 2、A ，)

2)建 物の 縮 尺

3)道 路等 座標 ( X 、 Y )

D 等 日);t三時間関データ

1  ) 作図する時間

E 日照 時間 を 計 算 す る 任 意 点 座 襟

〔アウトプットデータ〕

A 7" リントアウト

1  )指 定 し た 条 件 ( イ ン プ ッ ト デ ー タ )

2)大 腸 時 ( 標 準 時 との 時 差 )

Ｓ Ｉｩ［ｬｾ の方向

4 )); 診の座様と長さ

5)任 意 点 の 日 照 時 間 と 時 間 借

B プロ y タ ー に よ る 図 荷

1  ) 日; 必図 ( 指 定 し た 日 数 枚 )

指 定 ｈ 寺 ｛Ｚｮ のＩ［ｾの型を表す図面

Ｒ Ｉ 等 日 ｩ［￭ ｾ 時間図 Ｈ 指定した日数枚 Ｉ

何 時 nn 日照 か を 等 日 彬 線 と し て 表 す 図 面

会 貝 募 集

( 社 } 大 阪 府 建 築 士 会 建 築 情 報 セ ン タ ー

〒541 来 区 博 労 町 2 - 41中 博 ビノレ

T E L 大 阪06 ( 262) - 1861(代 表)

情 報 セ ン タ ー は こ ん な 活 動 を し て い ま す。

. 資 料 の 収 集 ・主主連 ・警f干rt . 加 工 ・提 供 な ど の

情 報 に l掬 す る 基 本 活 動

ill 点 収 集 資 料 ・官 公 庁 ・言者団体 に よ る 刊 行 物

・ その他 市 販 さ れ な い 調 査 や 報

告 資 料

. 資 料閲 覧 及 ぴ 相 談

. C ONT E NTS サ ー ビス ( 目 次 白 録mの 発 行 )

や が て こ ん な サ ー ビ ス も 始 め ま す。

. カ タ ロ グ 資 料 サ ー ビ ス ー 建 材 ・設備 等 カ タ ロ

グ収 集 、 分 類 、 閲 覧 、 「カ タ ロ グm
J

の 発 行

・作 品 情 報 サ ー ビ ス ー 建 築 作 品 の 概 要 と 拘 ;1車誌

ｾ ， 等を 問 合せに応じてリストとして送付する 。

・ 設 計 図 而 の 交 流

圃 コ ン ビュ ー ター プ ロ グ ラ ム 登 録 制l

・ その他 、 事 務 所 資 料の収集、 関 覧 な ど

小 堀 住 研 が 展 示 場 開 設

創 業 20周 年 を 記 念 し て 小 j，ffi住研 ( 社長小嶋オ村荷

氏 ) が、モデノレ ・ルー ムから住宅資材、家具、

イ ンテ リ ア ま で 住 宅 に|刻 す る 製 品 と 資 料 を 集 め

た 総 合 展示 場 「コ ポ リ ス マ イ リ ン グ 西 宮J を 西

宮 市 甲 風 図 1 ー 5 に、このほど完成した 。

屋 上 に 注 文 住 宅 お よ び ユ ニ y トハウスが設立宣し

てあるほか、 6 階 建 の 各 階 に は 2 11皆 に 住 宅 相 談

室 、 311皆と 4 階 は モ デ ル ・ルーム、 5 11皆にイン

テ リ ア 製 品 ・家具、 6 1l皆に各種 建 築 資 材や 住宅

用 機 器 などが展示されている。

最 近 、 環 境 問 題 に 対 す る 社会 的 関 心 は 、 と み に

高 ま り を み せ 、 建 築 界 で も 日 照 、 通 風 、 騒 音 な

ど多〈の 問 題 を か か え て い る 。 特 に 高 層 建 築 ブ

ー ム に 対 し 、 周 辺 住 民 と の 日 照 権 紛 争 は 増 加 す

る一 方 で 、 最 近 で は 、建築計画設計や確認申官官

の段階での 日照 チェ ｹ クとして「日Ｉ ［ ｾ図 ｊ の作

成 、 提 出 を 求 め られるケ ー ス が地 え つ つ あ る 。

こ う し た こ と か ら、建築事務所主宰では、計画、

設計に際しての業務盆は: l i ' 1え 、 精 神 的 な 負 担 も

霊 〈 な っ て き て い る 。 ( 社 ) 大 阪 府 建 築 士 会 建 築

情 報 セ ン タ ー で は 、 こ れ ら の 事 象 に 対 処 す る た

め 、 日 本 電子 計算 附 と共 同して、 「日照 プ ラン

ニ ング y ステム 」 を 開 発 し た。

こ れ は ピ ル 等 の 建 物 の 所 在 地 、 建 物 の 数 、 建 物

の 形 状 、 指 定 月 目 、 測 定 時 刻 等 の デ ー タ を 電 子

計 算 機 に 与 える If，. に よ り 指 定 月 日 の 各l時刻j の 太

陽の位置、 Ji 診の方1旬、 長 さ 、 座 標 を 計S草し、そ

の結果から指定された縮尺で、各 ｈ 寺ｴￆ ｬｊ の ｭｾ の状

態を 表す「日 Ｉｪｾ 図 ｊ が高 速 プロ ッ タで自動作図

される 。また、. そ の建 物 付 近 の一 日の 日照 H寺院] が

一 目 で わ か る よう、 何 時 間 日照 かを 一 時 間 きぎ

み の 等 高 線 形 式 で 表 わ す 「等 日似 11寺!日l図 J をも

作 図す る 。 さ ら に 、そ の 建 物 の 彬 が 影 響 を 及 ぽ

す 他 の 建 物l の任: ' Q仁の階の窓とい う機 な 任 意 点 の

1 自の 日 照 状 態 を 十 分 単 位 で計 算 す る 一一一等の

画 期 的 な シ ス テ ム 。

主 な 特 徴 と し て は 次 の 点 が あ げ ら れ る 。

① 企 図、 設 計 段Il 符でのチエ > ? 用 と し て 完 壁

② 周 辺の住 民や 施 主 に 対 す る 説 明 資 料。

③ 諸i官 庁 へ の 届 出 資 料 に そ の ま ま 用 い ら れ る 。

④ 敷 地の傾 斜 を 考 胤 で き る の で 、 斜 而 上 の 建 物

も 解 析 で き る 。

⑤ 濯 物の 所 在地 は 、 世 界 中 ど の地 点 でも 可 能

｀芳首定 によ り 、日 ［［ｩ Ｓ Ｑ ｾ の 他 に等 日彬図、及び任

xf 点の日照時r : り の計 算 も で きる。

⑦ 専 用記 入 シ ー ト で簡単 に データ が 作 成 で き る 。

③ 作 図 に は 粕 j交の高い (0. 05 ミリ) 高 速 プ ロ ッタ

ー を 使 用 し て い る の で 、 正 確 な 図 面 が迅 速 に 待

らt l . る。

図 面 作 成 は 、建 築 情 報 セ ン タ ー と 日 本ftl 子 計勿ー

が窓口となるが、 デ ー タ を シ ー ト に 記 入 し て 従

出すれば、中 一 日 で で き あ が る 。価格は、 設 定 座

標 点 数 に よ って多少呉るが、 一 線 二 十 座 様 ま で

で一 万 二 千 円 、 そ れ 以 上 は 1 点 庁l す ご と に 五 百

肉増、普通 の 図 爾 な ら 一 万 五 千 円 程 度 。な お 建 築

情 報 セ ンタ ー 及 ぴ 大 阪 府 建 築 士 会 事 務 所 部 会 の

会 員 に は 割 引 き さ れ る 。

〔インプ y トデータ〕

A 基 本 デ - ?

1) 名 称 ( 敷 地 名 ) 、 所 在 地 ( 都 市名) 、

2) 敷 地 の 傾 斜 角 度 と方向

3) 緯 度 、 経j立 ( 太 陽 i時算定 )

4)指 定 月 日 ( 又 は 冬至 、 森 秋 分 )

5) 測 定 時 刻l
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

。

軽 量

上t :m0. 5 

断 熱

而七た

法 定耐 火 材 料

I! J  

｣ｩｩｉｐｏｒｅｾ＠

大 阪 国 際 ビ ル デ ィ ン グ

設 計 施 工 側竹 中 工 務 唐

使 用 部 位 7 ジ キ リ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床・壁・間仕切・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 口

1  コニJVJ 短 縮 を 要 す る す べ て の建 物

2  ｾ調を要する工場 ・ 介即 ｾ ｆ 務所住宅等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 行 館等

4  !I重 量 化 を 要 す る 日 府 組 築 物 ・軟 弱 地 撚 の 他 物

5  宝失骨耐一火相υ主の ffi 牧1

長ポレ11/ ' 77.. 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ピ ル )

話 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

E舌 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  



ロη 点 と慨援を どしどしお送りください.

凡f ' 11 :  .. 1叶(10)也 b. 'JJ IlJ也 Ifli h'! c  住吉告 IfliM d. 延耐i!! ! e. hY/i 斗脱税 r .  TJ U)  

874.  西 淀 川 老 人 福 祉 セ ン タ ー 875.  東住吉老人福祉センタ一、図書館 876.  静 岡 大 学 農 学 部 校 舎

設 計 : 大 阪 市 建 築 局 営 繕 部 設計 ・大 阪 市 建 築 局 営 繕 部 設 計 . 静 岡 大 学 施 設 部

崎 工 . ，高 松 事E 施工 . 吉 原 建 設 施 工 : 側 奥 村 組 名 古 屋 支 底

a  大阪市西淀川区佃町 2 丁目 43 ' . 大阪市東住吉区平野椴作間T38 a 静 岡 市 大 公 8 3  6  

b  535. 16m'  b .  1. 292. 00m'  c  
1，712. 71m'  

c  343.39m'  C .  591. 42m'  d  
10.525.89m'  

d  496.97m'  d  1.087.52m'  e  
R C 造

e  R C 造 、 2 F  e  R Ci 丘、 2 F  r. 1昭和46年 10月~昭和48年 3 月

r . 1間平1146年 11月一H白布147年 4 月 r . 1I日布]47i[ ' 11 1-) - 1旺f;f日48
i
l' 4  H  

877 .  岡 山 県 教 育 研 修 セ ン タ - I  878 .  日 新 電 機 側 京 都 工 場 体 育 館 I 879 .  大 阪 府 生 里子 警 察 署

880 .  

設 al' : 鰍パシィ フィッ ク設計事務所

脇 工 . 株 式会社 銭 高 組

.  . 問 U.I，Iir'千点目T2  r 日2 の 1 4  

b.  4，822m'  

C  • 1.598m'  

d .  3.470m'  

e.  R  C 造 4 ｆ ｾＧｾ ｪ さ Ｑ Ｗ ｭ

r .  II {HII 47年 5 川- II(.{ 和48
i
l' 2  fJ 

設 計 ・側 問 事且

地工 佐和 問 組 大 阪 支 底

a  京都，1; -1i ) 京区梅 i! l 向畝町I

c  .  1. 137m'  

d .  2.361m'  

e.  R  C 、 3 F  

( .11百平日47.{ I三6 川- 1げlt1147年 11 月

此 花 厚 生 年 金 高 層 共 同 住 宅 I 881 .  八 木 ビ ル デ ィ ン グ I 882 

ぷ，;1 側 吉 田 建 築 事 務 所

施 仁 側 鴻 池 組

. . 大阪 di 此花区市見回f 1 丁目 的

b .  6.600m'  

C  .  1. 191. 642m'  

d .  15. 262.719m'  

e.  R  C l1階、 11，111 2 ); 昔、 3 D K

220戸

r . lI l{ 利47年 1 11- 昭和48年 2 rJ

設計 株 式 会 社 竹 中工務庖

施 工 株 式 会 社 竹 中工務庖

.  . 大阪 di 京区本田f 4丁目 27帯地

b.  1. 690.82m'  

1. 243.  35m'  

13.680.73m'  

e .  S  R  C 、B 2 、F 9 .  P  2  

r  .  111好1146年 3 rJ - 1刑制47年10月

設計 ・大 阪 府 営 繕 工 事 課

坂 倉 建 築 研 究 所

施 工 . 株 式 会 社 浅 沼 組

.  . 大阪市生野区勝山通 8 - 4  0  

c  .  907m'  

d  .  3. 413m'  

R C泣( 叫部鉄骨 ) 地下 u 皆

地上 H 晋

r  1昭和47.{1ニ1 月- 11目前]48年 1 月

日 電 興 産 名 古 屋 ビ ル

設 計 附 奥 村 組

施工 悌 奥 村 組 名 古 屋 支 唐

a  れ占庄市中区在怯町3丁目 7番地3

b .  675. 21m'  

C .  574.172m'  

d .  5.  145.095m'  

e .  P  C杭世 500 S  R  C 造、地下

l 階、地 )'. 8 階

r .  IIIHII 47年 3 月-1I{l . ft 148年 2 H



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の1¥0ーヲイトコ〉タリートー 一 )

111111111
1111 

rrア打下「「 「「 岡 田 岡師 岡 回

圃 師 岡岡田 岡 田 岡 両 日 圃 圃 踊E ・-圏

一 四 回 剛 岡 田 岡 田 園 田 岡 田 園 田

一 一ー 一 一 一 両 日 ｾ函園田園田 ｅ

度 よ ア ス フ ア ル ト防 水層 の 保 護 、 断 熱、 軽 量 に 東 邦 〆 ぐー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト

P  O - D 工 法 採 用 の 大量虐 法 務 合 同 l亨 舎

股 骨 十 近畿 地方 建 設 局 施 工 K K 伊 服 組、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 層 の tl [ l えに使用し仕上モルタ J レ の 要 ら な い 金 ゴ テ ー

ノマツ仕上工法

・デ ソ キ プ レ ー ト の ij 袋 詰 化 や 跨 出 防 水 下 地 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ノ レ タ ル の 要 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下 地の省 力化と塩ビ系タ イル下 地の防湿 、防温、軽量化、断熱( 結露 防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

各 階 の タ 9 ミ 下 地 に 東 邦 ノ ぐ ー ラ イ ト モ ル タ J レP Mー C 工 法 採 用 の

大 宮 高 層 分 限 住 宅

書量骨十 大 阪 市 住 宅 供給 公 社 施 工 K K 問 組、 K K 熊 谷 組

本オ 2卜"....xキS4

化粧 、吸音 、防湿 、断熱( 結露防止) と多目 的用に

- ベ ニ ヤ 仮 粋 コ ン ク リー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 吹

イ寸して刺南佐の 心 自己がない

・ か ベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 汲 i終日I タ イ プ の 表 面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ソ ク ス な ム ー ドである( ネオノマーノレスキ

ン の 特 徴 )

・ー コ三程 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下地はボード類、鉄板' J ! ri 、: : r i 紛板、モノレタノレなど何んで

もよし、

・燃 単 色 20色 と 特 別 色 も で き る

P M- C工法

- タ タ ミ 下地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 く 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め l附 位 、 遮

音 に i反 れ て い る

・ 独 立気 泡の 東 邦 パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 j:1f 気 を 全 〈 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重 0 . 85kg /
t 、 熱 伝 導 率 0 . 14kc a l / mhc )

か ベ面 に ヰ オ J ぐ- J レ ス キ ン 7 F  K  ( 吹付 後 金 ゴ テ 押 え) 採用 の

村聖子、 森 建 築事 務 所

Z宣言十 村 野 ・ 森 建 築事 務 所 施 工 鹿 島 建 設 K K

畿|

東邦代ーヲｾ・株式会経Ａ
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大 阪 市 東 区 森 之 宮 酉 の 町 9 4 T E L  代 表 06 - 941 - 9243- 7

〈営費量所〉 東 京03 - 974- 3 2 2 5  - 7  広 島[II:y... Ｎ｡ＺｲＺｳ［［ＺＮＺ，ＮＮ Ｎｾｉ｟＠ 岡 山 0862 - 72 - 2  0  6  9  

高 松0878 - 33 - 1  8  0  2  金 沢0762 - 44 - 3  3  4  7  



建

築

の

眼

安 田 宏

新 日本技術 コンサルタ ント企画営 業部長

城 谷 豊

福 井 大 学 敏 慢

木 原 正 雄

前 住 宅 公 団 大 阪 支 所 建 築 部 長

上 領 潤 一 郎

新 日 本 空 調 大 阪 支 庖 営 難 部 長

1 月号よ り 6 月号 l. でよ 犯 4 民 で 担 当

口建築のいのち

す で に 5 回 に わ た っ て 、 辿 築 の 定 義 、 芯 : 匠 に 対 す る 考 え 方 、 附 迭 と は 何 か 、 建 築 設 備 への注文、 必!g誕写真A の

あ り 方 と い っ た こ と を お も い つ く ま ま に tlJ か せ て も ら っ た 。 i 'lill な ;l:lf. jj' fi を汚してE j l し わ け な い と 思 っている。

挫 築 を 志 し て 大 学 の 門 を た た き 、 あ こ が れ の 大 先 生 に 教 え を 乞 い 、 A-f 立をも っ て 災社 会 に と ぴ 込 ん で は み た

も の の 、 設 計 監 理 や 建 築 行 政 を 若 干 手 が け て い る だ け で 、 し ょ せ ん 挫 築 の マ ネ ゴ ト を し て い る に す き ' な し 、

建 築 に 対 す る 愛 ↑ ff が つ の れ ば つ の る ほ ど 、 建 築 の む つ か し さ 、 建 築 の ! 処 の 深 さ は ま す ま す わ か ら な く な る ば

か り で あ る 。

い つ ま で も 新 し さ を 失 わ な い も の が 本 当 の 作 品 だ と い わ れ る が 、 よ い 建 築 と い え る も の は 和 ! な の か 、 ど う し

た ら 注 文 主 に 感 謝 さ れ 自 分 も 納 仰 の い く 建 築 を つ く る こ と が で き る の か。 天 奔 を 全 う せ ず に 亡 び て い く 建築、

ど う し た ら 建 築 を 上 手 に っ か い 保 存 す る こ と が で き る の だ ろ う か ・ ・ ・。 建 築 に 対 す る 不 安 と 悩 み は 一 層 つ の

る iま か り で あ る 。

建 築 を 計 画 し つ く る こ と は む つ か し い。 と 同 時 に 建 築 に l聞 い を 託 し 建 築 の い の ち を 守 る こ と は そ れ 以 上 に む

っかしし、。

建 築 に つ い て 、 よ り 多 く の こ と を 知 る た め に 、 建 築 の お と な り の 土 木 工 学 や 都 市 問 題 、 は て は 人 11¥1科 学 や 行

動 科 学 と い っ た 建 築 以 外 の 立 場 か ら 建 築 を 観 察 す る こ と も 巧 え て み て み た い。 ( Y )

口分 化 と 総 合 と

建 築 学 会 が 数 年 が か り で 編 集 し 、 H乍 年 秋 に 丸 善 か ら 発 刊 の 五11 び と な っ た 『 近 代 日 本 建 築 学 発 達 史』 と い う 2

r-余 頁 の 大冊 を 、 お り に ふ れ 拾 い 読 み し て は 楽 し ん で い る が 、 用 語 に う る さ く な っ た り 回 顧 モ / を 楽 し む よ

う に な っ た り す る の は 、 年 を と っ た 証 拠 だ そ う で あ る 。 そ れ は と も か く 、 建 築 学 の 発 展 の 足 跡 が そ の 各 部 門

ご と に 務 理 さ れ 、 研 究 す ? な ど と い う 、 え て し て 専 門 ノ 〈 カ に 陥 り が ち な 人 艇 に と っ て は 、 他fflS門 の 状 況 を 、 し

か も 発 肢 の 流 れ と し て 概 観 で き る 点 で 、 き わ め て 有 益 か つ 興 味 深 い の で あ る 。

私の似 ｊ める大学で ｰＡ 三 次 ｈ ￏ￮ ｊ ｾＱ の講義 Ｈ ＱＵ 回、各 ＱＰＰ 分Ｉに「怨築 ・ 建設概論」というのがある 。こ れは、各教

官 が 交 代 で 自 分 の 専 攻 分 野 の 概 要 を 話 す こ と に よ っ て 、 全 体 と し て 、 佐 築 学 な い し 建 設 工 学 の イ メ ー ジ が 得

ら れ る よ う に 組 ん だ も の で あ る が 、 学 生 の1ft11からは、 1 人の教' 1 ] が弁分野11¥1 の 述|刻 も 含 め て 系 統 的 に 講 義 し

て ほ し い と い う 要 求 が .I -IJ る。 応 じ ら れ な い 相 談 で は な い に し ろ 、 同 じ 建 築 学 の 内 部 で さ え 他 分 野 に つ い て 100

分 11¥1話 す こ と 、 ま た は 100分 で 訴 す こ と は か な り 面 倒 な こ と で あ る 。

学 |剖 は 分化 を 通 じ て 発 展 し て き た が 、 共 同 研 究 に よ る 組 織 的 な 総 合 と と も に 、 各 向 の 内 音11で も そ れ な り の 総

合 の 努 力 が 主 要 求 さ れ て い る 。 そ の 努 力 の い か ん が 「 見 識 」 の 差 と い う も の を 生 む の で あ ろ う 。 ( S  )  

口春に想、う

￬ｬￍ頃の男の子供の ｴ ｩ｜ Ｑ では、Ｑｦ ｴ 総のプラモデルや小銃やピストノレ、はては軍装の快進品に、 ｾｉ 床が起っている

よ う だ 。 そ の 勇 ま し さ や 、 何 か | 合 好 良 さ を 感 じ る の で あ ろ う か 。 こ れ ら と は 関 係 な い の か も 知 れ な い が 、 成

長 し た 若 者 の一 部 に は 「 殺 伐 」 さ を 地 で ゆ く 風 潮 も ひ そ ん で い る 。 li戎4( ，の f凸かさ悲壮さは充分* * [ 1 していな

がら男性というものは ｲｬ ｪ ｜ｬｩ，い 」と いうものに、 何 かしらｾ Ａ 慢な識に魅せられる性質を有しているのかも知 ｬ れな

い。プラモデノレや 快 進品の蒐よ ｉ ｾ はいいとして 、 人の生命を隆叫する心は Ｇｉｾ［ ｉ［ｉ い。そのような人川に行つのは世

の 中 に 「生き 物 」 に 対 し て 無 神 経 な 生 活 が 多 い か ら で は な か ろ う か。 屠 殺 場 に つ れ て 行 か れ る 牛 や 豚 を 見 て

憐Ｇｊｪ ｾＱ ( れんびん) の 約も起らず、 4筒 や 犬 を 可 愛 が る 生 活 が 少 な い か ら 、 生 物 の 命 と い う も の に 対 し て 唯 物的 神

経 し か 動 か な い の で あ ろ う 。 r花 を 見 て い る 11寺 、 花 も こ ち ら を 凡 て い る 」 人 と 人 と の つ な が り に も 、 こ の

心 を も っ て す れ ば 、 も 少 し 良 いt止 の 中 に な る の で は な い か と 思 う 。 ( K )

口家 相 と 設 備

物 el-; が 間一 的 に な り 、 プ レ ハ ブ 化 さ れ て き た 現 夜 、 家 中11 な ど 気 に す る 人 は ご く ま れ に な っ た 。 自 分 の 家 す ら

ＱＺＱ Ｑ 巡うような団地や主ｊＩ［ ＵＧ￩ 住宅など、何百何千と同じ家中 ｆｉ が建ち並んでいるのであるから討にする方が ｾｾｾＧｭ Ｎ な神

経 の 持 主 と い う こ と に な ろ う 。

家ヰ Ｂ が，Ｎ ， Ｎ ，国から伝わ った 忠 ｾｴ であるＭ ｪ｜ はいうまでもないが、鬼門 ・ ｾ鬼 門 など ￱ 位による吉凶，況は、我が国

の体! 立 . ｊ Ａｦｴｾ土よりくる自然広 Ｑ 境と建築係式から生じた実況的経験にＡＡＨ｜し令せれば、あながち令Ｑｬ ｬｬＧｉ ぜＱＧＮがないと

は い え な い 。 井 戸 ・か ま ど ・ 使 所 ・土 蔵 等 の 方 イ 立 の 吉 凶 は 、 自 然 環 境 に 逆 ら え な い 昔 の 住 生 活 に お い て は 、

ｩｬｬｩｊｩｬｬｾ ・ 採光 ・ Ａ則立 Ｎ ｩＡＱｊ Ｎゑ・ ｪｾＱｊｊ 工等の衛生環境を、いささかでも良好に保局ーするための生活の知必だったとも

い え よ う 。 い い か え れ ば 原 始 的 な l; l 岐術生学だったのである。

し か し な が ら 、 建 築 線 式 も 木 造 か ら コ ン ク リ ー ト 鉄 骨 鉄 筋 等 の 耐 久 材 料 に 変 り 、 自 dl な プ ラ ン ニ ン グ が 可

能 に な り 、 く わ え て 設 備 全 般 に わ た る 近 代 化 で 、 自 由 に 環 境 づ く り が で き る よ う に な っ た 今 円 で は 、 前 時 代

的 な 家相 の辺、 l味 は ま っ た く な く な っ た と い っ て 良 か ろ う 。 と こ ろ が 、 設備 の 充 実 に 従 い 、 処 築 に お け る 設 備

切 の ｭ 大は、経済的な立 ｬ 味てＧ設イ抑止 ｾ ｊ ｌｴ 互の良いプランニングを嬰求する ｈ 寺代になりつつある。例えばど旨訓設備

に お け る 熱 負 荷 を 枇 少 阪 に す る に は 、 建 物 自 体 を ど の よ う な プ ラ ン で 、 ど の 方 イ 立 に 向 け る の が l. : t いか、また排

煙対策についてはどのようなプランがよいか等々、問題点は逃うがやはり環境術生 ｬ 而から、定 ｊｾｾ 的な新しい家

中 " が 要 求 さ れ る 時 代 が き て い る の は 皮 肉 な こ と で あ る 。 ( K )

挫築と社会/ 1973' 1 6  JI り 17 



18 

さんさ

ア レ ヌ ド 戸

『 司 司司

さんさ HL正今' Yシ

(  K J 指定メーカー 〕

製

販

、企k

l El  

t  

:n; 

フE

フE

近 畿 車 輔 株 式 会 社

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区梅ヶ 枝町 1 0  8 昨地 新 締 ヶ 校 図T ピ ル 包 括 大 阪 ( 363) 3 3 7 1 代表
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神 戸 営 摸 所 神 戸 市 生 閏 区 海 岸 通 1 - 5  - 1  新東方ビル ltl ，話相11戸 ( 391) 0 9 0 5

広 島 営 換 所 広 尚 市 鉄 砲 町 1 0 番 1 0 号 舟 屋 ピ ル 也 君 首 広 品 ( 21 ) 6  5  8  5  

福 岡 営 操 所 福 岡 市 博 多 駅 中 央 街 8 の 3 6 博 多 ビ ル 電 話 福 岡 (41 ) 9 3 6  1  

|  御 一 報 次 第 カ タ ロ グ 拝 送 し ま す 。 I
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昭和 48 年 6 月 20 日

昭和 48 年 6 月 25 日

街 中 定 三 郎

( 社) 日 本 建 築 也 会

大阪市東区北浜 3 - 37 

電 大阪 231- 9 6  4  8  

振曾口座 大阪 39975

印 刷 者 網 野 栄

印刷所 側 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂山町 66

電 大阪 361- 0 3 5 1

売 価 1 部 400円 ・送料共

編集人

印 刷

発 行

発行人

発行所



淀川ノぞークハウス 施主 . 三一菱地所 設計施工 ; 竹中工務J苫

TOKOルヲイシザレヤ‘

直 亙副 主 材 が 膨 脹パーライ ト で す か ら 糊 性 が

極 め て 高 〈 、 建 物内 部 の 結 誌 が な く な り 、 居 住 性 が

向上し ます。( 施工 密 度700kg/ m
3

、問主68

0

C における

iHIJ 定値 では 、 熱伝 導 率 は O. 0245k cal/m，hr : C ) なお、

ルー フ ・イ ンサレ ー ヤ ー は 希 望 す る 断 熱 量 に 応じて

ど の 様 な 厚 み に も 目 地 な し に 施 工 で き ま す。

匡 ヨ 標 準 施 工 密 度 に お 山 重 は 0. 3- 0. 7 と

軽量であり 、 か つ 断 熱 層 下 地 の な ら し モ ル タ ル が 不

要 で す か ら 屋 根 重 量 が小 さくなります。

I  ｾｉＧｾｉ 現場て主材と附 ｉ ｊ を配合し ， モルタル

状 に 施 工 す る 製 1171で す か ら 、 ど の 様 な 形 状 の 屋 根 に

も 、 ま た 下 地 の 凹 凸 に も 関 係 な く 施 工 出 来 ま す。

E雪量点示ヲコルト工業株式会社

本 社 ・ 工 場 愚 210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 111奇 3 の 6 5 -n> 0 4 4  ( 2 8 )  4  5  3  4 (代 )

本 社 営 業 部 署 105 東 京 都 港 区 新 橋 5 丁目 8 番 9 号( 束輿ビノレ) 公 03(432) 2151(代) 直通(436) 4531 - 2  

大 阪 営 業 所 署 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 の 109 (第 1 富士ビル) 公 0 6 ( 5 4 1 )  7  5  8  3 - 4  

各 地 営 業 所 札 帆 ・仙 台 ・富 山 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

，" ..，，__ _  J - M式完全防水工事 ・T O K O完全防水工事 ・T O K Oルーフインサレーヤー・ T O K O耐酸工事〈設計施工〉

営業種目 T O K Oベンチレーション・ルーフィング工法・コーキング工事・床タイル貼工事・他内装工事一般
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大 阪 府 立 養 護 老人 ホ ー ム 槻 ノ 木 荘 ( 盲老人ホーム)

設 計 i r大阪府建築部営繕工事課

監 理 J l株 式 会 社 泉 設 計 事 務 所

1 . 玄 関

2. 事務室

3  宿直室

4  湯沸室

5  医務室

6  静養室

7  静聖E室便所

8  面 会 室

9  職員便所

10. 浴 室

11 厨 房

12 食事室

13. 集 会 室

14 寮母室

内 便 所

16. 洗面所

① 

17 居 室 0  5  IO M  

廊下のアミ線 点字タイルの線巾 150

22 也築と社会/ 197351'. 6 H 日

敷地面積 3.758m'

延床面積 1.264m'  

構 造鉄筋コンクリー卜造( 一部 C B造) 平家建

収容定員 50名( 4 人室 11 夫婦室 3 )  

工 期 昭 和46年 2 月~昭和46年11 月

平面図



。外観

@ 浴室

@ 廊下

。居室

@ 娯楽室兼食堂

老 人 福 祉 問 題 に も 世 間 ] の 関 心 が 向 き 始 め た 昨 今 で あ る が 、 盲 老 人 施 設 は

特 に 施 設 面 で 立 遅 れ て お り 会 図 で 数 例 し か な い。従 っ て 盲 老 人 ホ ー ム 「槻

/ 木荘 J の 設 計 に 当 つ て は 全 〈 手 探 り の 状 態 か ら出 発 し た わ け で 、 必 ず

し も 満 足 な で き と は い い が た い。 盲 老 人 施 設 の 設 計 方 針 と し て 特 に 次 の

よ う な 去 に 注 意 し た。

1  老 人 施 設 に 最 も 大 切 な も の は 、 防 当 り と 静 か な 環 境 と 、 居 室 の 前 の

気 持 の よ い 庭 で あ る 。 当 施 設 は 南 下 り の 傾 斜 地 に 位 置 し 理 恕 的 な 条 件 と

なった 。

2  平家主主と し 、 単 純 で わ か り や す い プ ラ ン を こ こ ろ が け た 。

3  廊下の床に点字タイノレによる誘持表示、壁には手f習 を 設 け 、 そ れ ぞ

れ 室 入 口 撚 識 を つ け た。 階 段 は す べ て ス ロ ー プ で 処 理 し 、 出 入 口 は す べ

て 引 戸 と し た。

4  居皇室は四人音11屋なので、 t1fl 入 史.衣ロ γ カ 一 等 を 部 屋 の 凹 附 へ 分 散 配

置 し 、 老 人 の 個 人 ス ペ ー ス を 考 慮 し た 。

5  便 所 、 浴 室 、脱 衣 室 、 浴 槽 内 に ま で 手 摺 を 設 け 、 大 小 便 の 足 元 徳 議

をつけた。

6  老 人 は 案 外 活 動 的 で 、 桁 導 に よ っ て は れ 極 の グ ル ー プ 活 動 が 鴎 ん に

お ニ む わ れ る 。 娯 楽 室 、 集 会 室 は 十 分 陥 保 し た か っ た が 、 こ れ は 予 算 の

都 合 で 縮小 した 。

7. 全館暖房、給湯、 館 内 放 送 、 ナ ー スコ ー ル ( 各 室 と 使 所 、 浴 室 等 )

等 の 設 備 を 設 け た。 ま た 、 照 明 は で き る だ け 明 る く し た。

8. 建 物 周 囲 に 遊 線 路 を 兼 ね た 遊 歩 道 を め ぐ ら L nl日側に手摺を設けた 。

また、組樹は種々の香木を使 っ た 。 なお、現在は ＵＰ ｾ ヘ定員であるが、北 Ｑ ｦＱＱｊ に

ＳＰ ｾν Ｑ 分以 ｺ 築可能であり、計闘では ｢ｙｬ 築後に完成した姿となる 。Ｈ 小野栄士 Ｉ

施 工 大 昭 工 業

電 気 伊 藤 電 気

給 排 水 五 建 工 業

23 



大 阪 市 立 日 之 出 荘

大阪市東淀川区西淡路町 1丁

設 計 監 理 大 阪 市 建 築 局 営 繕 部

建 築 デ ザ イ ン 一 級 建 築士 事 務 所

工 期 昭 和47年 2 月~昭和47年 11 月

ぐ長

7J j  

敷地面績

建築面績

延床面績

構造概要

設備概要

I ，091. 86m

2  

619. 14m'  

2. 188 .89m

2  

鉄筋コンクリート造 5 階塔屋 2 階

老 人 福 祉 セ ン タ 一 部 分 冷 暖 房

老 人 世 話 ホ ー ム 部 分 暖 房

共同浴場

公園

〈乙

この施設は、老人福祉センターと老人世話ホームとをあわ

せもった老人絹祉施設であります。

老人悩祉センターは、ご承知lのように老人相互の交流の場

であり、地域に解放され、したがって地域社会に密接な関

連をもった施設であります。

また、老人f止話ホームは、経費老人ホームのうち、健康な

単身老人を対象にしたもので、自活ーをたてまえとして住宅

性を強めた施設で、世話人付きの老人単身者集合住宅とも

いえるもので、ここでは ＳＵｾ あります。

この建物の敷地は別図に示したとおりですが、東隣りには

共同浴場があり、南側は公闘であり、これらをとりくんで

計画されたものであります。また、その南1111J には、阪急京

都線( 予定) をはさんでおりますが、老人向集合住宅があり、

地域社会に¥t 3 i ' i した一つの施設群として配置計画されたも

のといえましょう。

平面計画は、上記の 2 施設の性格上、使用区分を明硲にす

るとともに、両者の関連を図るように考えました。基本町J

には、 5 11昔廷の世話ホーム部分と 2 階建の稲祉センタ一部

分とをからみ合せた恰好になっております。

世話ホームのｾ￭ｖ ｊｉｉ 皆は、エレベーターホールを中心に望号室

を配し、同端に洗@ 室と倉庫( 私物) を配しており、各察室

は 6 1 l : と台所、便所で構成されており、単身者住宅として

完結させております。

外廻りは、道路沿いの外椛を石叙みとし組込をまわし、玄

関前には噴水池をあしらい休息坊を設け、敷地南西部は日

本庭闘を造成中であります。また、まえにのべた南側の公

園も老人施設にふさわしく整備されるという話をきいてお

ります。 ( 平塚哲朗 )



。外観

@ リハビリテーション

@ロ ビー

。広間

@居室

ｾ＠

1階平面図
H皆平面図

施 工 西 本 組

電 気 六 興 電 気

給 排 水 ・ 冷 暖 房 共 栄 工 業

25 



豊中市新千里西町 2 丁目 7 番地の 2 号

大 阪 府 立 軽 費 老 人 ホ ー ム 豊 寿 荘
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千里ニュータウンをわずかに見おろす傾斜地に建つこの

砲設は、背景に紋J也I也fi? をひかえた静かな環境である。

立地条件が傾斜I也であることから、老人のためにスロー

プを動線の中心として、左布に居住部分、共用音11分、管

理部分を配世している. 屑{ 主部分と共用部分の述絡はす

べてスロープで結ぴ、管理部分と居住部分及び共用部分

との述絡は、動車事距離を短かくするため階段て' 結ぶ計画

をたてた.

また傾斜地を段切造成することにより、 1 階に居住する

老人達はもとより、 2 階に居住する老人達も身近に庭へ

出られるよう避難スロープを兼用して計画した。肘室に

おいては完全な個室制実施への足がかりとして、 2 愛で

共用の使所及びV l Eしスペースを確保した。 4 月になれば

桜の:aが咲きはこるこ の施設が、老人i童の手でくふうさ

れ、より住みよい ｾｾｴ い の家になる ことを期待します 。

(il J  III 武彦)

26 辿築と社会/ 1973川 JJ ザ
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。外 観 管 理 共 用 棟

@ 外 観 居 様、スロープ棟

@ 娯楽室

。スロープ棟内部

1 玄 関 6 宿 直 室

2 事 務 室 7 静 養 室

3 . 応 接 室 8 医 務 室

4 便 所 9 倉 庫

5 湯 沸 室 10 食 堂

11. 厨 房

12. 厨房事務室

13 休 憩 室

14 ス ロ ー プ

15 居 室

16. 光 庭

17 洗面所、便所

18 集 会 室

19 洗 潜 室

20 浴 室

21 娯 楽 室

22 . 和 室

23. 機 械 室

24 電 気 重

25 公 舎

2 階平面図

施 工 飛 島 建 設

電 気 旭 隆 電 気

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 暖 房 山 田 工 業

27 



リ ッ チ ラ イ フ 有 馬

神戸市兵庫区有馬町字滝畑 1701

28 也築 と社会/ 1973年 6 fJ l j  



敷 地 面 積 3. 011. 57m

2

(910.99坪 ) (公簿面積)

建 築 面 積 1.605. 72m

2

(  485 .73坪)

建築延面積 7.513 .  35m
2
(2.  272 .82坪 )

専 有 面 積 4.793. 87m

2

( 1.450. 18坪)

共 用 面 積 2.719 .48m2( 822.64坪)

4構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

階 数 地 上 6 階 、 地 下 1 階 、 塔 屋 2 階

総 戸 数 102戸

地 自 宅 地

工 期 着 工 昭 和47年 9 月19日 竣 工 昭 和48年 9 月30日

飲 用 水 神 戸 市 営 水 道

電 気 関西電力側

ガ ス 集 中 方 式 に よ る プ ロ パ ン ガ ス

事 業 主 京 阪 観 光 開 発

設 計 監 理 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 竹 中 工 務l吉

今 回 の 設 計 に あ た り 、 ま ず 老 人 問 題 に 対 す る 研 究 と 入 居 者4 の 状 況 、 と く に 精 神 的 な 分

野 を 充 分 研 究 し 、 き め 納|か な 配 慮 が 必 要 で あ っ た 。

日 本 に お け る 老 齢 人 口 の 判 長 移 は 年 々 刷 加 し 、 60オ 以 上 の 老 齢 人 口 は 昭 和44年 度 に は

ＱＰＮＵ Ｅ であったが、さらに昭和 ＶＰ 年には、国民の Ｑ ＴＮＴ Ｅ が司王人になると予ｾ Ａ されてい

る。 こ の よ う な H寺に、リッチライフ有馬は、 H寺 代 に 即 応 し た 老 人制 祉 に 寄 与 で き る 焔

江主であると思う 。

たとえば立地を老える時、普通の発泡 Ｑ だと、ｾ主 ｴ が澄んだ山奥で自然条件にもＮ Ｇ ｊＮ ｉＺ まれ

た 所 と 思 う 。 し か し 、 そ れ は 健 康 人 の 願 望 で あ り 、 立 外 に 老 人 は そ う は 思 わ ず 、 息 子

や孫と ー 諸に苦手らしたいというのが本心である 。

また、せめて現実社会との接点だけは保ちたい願望もあり、市街地に近くし、ざという

H寺 駆 け つ け ら れ る と い う 安 心 感 の も て る 距 離 で あ る こ と も 重 姿 で あ る 。 有 馬 と い う 立

地 は 以 上 の こ と を 全 て 満 足 で き る 条 件 に あ り 、 都 市 公 害 か ら 逃 避 し た 最 も 近 い 場 所 で

あると

今 ま で わ が 国 で は 、 老 人 に 対 す る 考 え 方 の レ ベ ル の 低 い 現 状 に あ り 、 老 人 向 施 設 = 老

人ホームとなっ、それが人生の悲しい終苅ｾという悲愉 ｦ 惑がつきまとっていた 。 この

よ う な こ と か ら 一 歩 進 め る 事 が む ず か し く 、 経 済 成 長 の レ ベ ル ア y プ に と も な い 所 得

も高〈、ゴーノレデンエイジへの可能性を求めたのが今固め施設である 。 自分が隔離さ

れ て い る と い う 公 持 を 持 た せ ず 、 む し ろ 注 目 、 関 心 を 集 め て い る と い う ム ー ド を 作 り 、

明 る く の び の び と し た 、 盟 か で ゴ ー ジ ャ ス な 雰 間 欠 を 出 し 、 ゴ ー ル デ / エ イ ジ の 再 出

発 と し て と ら え る べ き だ と 思 う 。 施設内には顧問医をおき安心感、を与える 。 食 'J'; はカ

J レテにより指，与し管理栄養士を世〈 。 カウンセラ 一室の設置により' 1i埼みの相談を受け

る。 各 観 サ - 7 1レ活動をおこなう 。 趣味の会のJ l l i 営にともない、社会への参加ルート

の ｉｾｦｬ 発等をもり込む 。

建物については、 トイレ ・浴 室 内 に 安 全 手 摺 り 緊 急 ブ ザ ー を 設 け 、 と く に 火 災 に つ い

て の 配 慮 と し て ガ ス も れ 鋒 報 端 の 投 首 、 他 康 上 か ら 保rは便座等を設け、苦11屋 の 寸 法 ー

レイアウトについても伺芯: した。 ( 泉 沢 朽 史 )
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。外観

@ 外鍛

建 築 設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

4構 造 設 計 平 田 建 築 繕 造 研 究 所

設 備 設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

赤松管里子建築設計事務所

工 期 昭 和47年 5 月~昭和48年 5 月

敷地面積 3.244. 59m

2  

建築面積 1，527. 91m

2  

延床面積 1.768. 00m

2  

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 2 階 建

管 理 棟 ラ ー メ ン 構 造

居 室 練 壁 式 構 造

施 工 小 坂 井 組

電 気 川 原 電 機

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 暖 房 山 田 工 業

この建物は、京阪f江主主交野線星丘駅から徒歩

約 10分の所にある。敷地は東西に長い台地で、

東の眺盟がきく。

建物は、色ー理練と居室棟とを明確に分縦して

いる 。居室臓の居室 ( 4 人室24室、夫婦釜 2

.¥i[ ) は、従タ| ミの老人ホームによくみかける並

列配置をさけ、内外部とも変化が多〈、明略

的多い ｾｮ ｬＱが得られるような向きを ｦ 寄ってい

る。管思! 棟から述なる j イン廊下は、 3 m以

上の rlJ と吹抜けを持ち、今までの老人ホーム

には見られなかった、大きく気持のいい大廊

下 ｾｬｮｊ が符られた。廊下の各所にアルコープ

を設け、談話コーナーとなづけている。居室

から出た老人i主が、他の居室の人々と公楽に

認しあえる交散の iJ.! j として利用されるであろ

う。居室練 での新しい試みとして、 3L安室を

思いきって真正面に位世させた。この室は仏

埠を置き、老人達の心の恕いの坊として利用

されるとともに、娯楽室としても利用される。

老人達の生活の中で主主む楽しい坊のひとつと

なるであろう。従米の五l安室の暗いイノージ

を明るいイメージに転換させた。

管理練ではステージを両f I 刊の室からそれぞれ

ことなった目的に利用できるよう日 !'jilij してい

る。 ( 芝 111 .MJ，)t )
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特集・老人コミュニティ

老人コミュニティ論/ 木下茂徳

欧米の老人コミュニティと日本の方向/ 保田博通

住宅公団におけるペアー住宅/ 社本孝夫

ニュータウンにおける老人福祉施設の問題一泉北の場合/ 川上昌男

都市における老人ホームについて/ 角野知義

伝え聞くと乙ろによると ， r悦惚の人J ( 有吉佐和子著) は現在

約 200 万部売れているそうで ， 乙れを単純に換算すると 50人に 1 人

が乙の本を読んでいるという乙とになります。乙れは確かに有吉氏

の文才に負うと乙ろが大きいのですが， 乙れだけ読まれるには，や

はりそれだけの素地があるからだと恩われます。どんなにあがいて

も，老人となれば心身がいう乙とをきかなくなるのは明白な事実で

あり ，現在の若者もいつかは老人になるわけだし ，老いも若きも .

わが身の切実な問題として乙れを読まざるを得なかったものと思わ

れます。

乙の「悦惚の人」が出版されて以後 ，爆発的 lζ 多くの人々が老人

問題に注目するようになり 、お陰様で今年は福祉元年だともいわれ

出し ，いろんな方面で老人対策が講じられるようになりました。老

人の住まい関係だけを拾ってみても ，親子が別居しながらス ープの

さめない距離に住める べア住宅 の新設、所得は少ないが自活できる

老人用( 若夫婦との同居も含む) の 老人向特定目的公営住宅 の建設

促進 ，大体は自活できるが少し誰かからの介助が必要な老人用の世

話ホーム の新設，および病院や老人ホ ームからの退院者が自宅で

自活するまでの途中で、 アフタ ーケア ーが受けられる Hal f W ay  

Hous e の試作などがあります。

一般に老人問題は暗く ， じめじめしたものが多いのですが ，乙の

ように明るい話題も豊富になってきたし 、 さらにまた 、 もっと明る

い老後の社会を築いていくためには 、 どのよう lとすればよいのかを

考える糸口として ，本号では老人コミュニティ をテ ーマlζ 特集する

乙とにしました。できれば乙れも 200 万部突破したいものです。

本特集編集幹事 荒木兵一郎( 関西大学助教授)

-・e 叫 脳 出 品 . . .
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老 人 コ ミ ュ ニ テ ィ 論

木 下 茂 徳

一口 lζ 老人コミ ュニティ といっても ，その内容は多様である。それぞれの固において老人の コ ミュニ

ティ が発生 したのには， それぞれの理由 と発生基盤があったわけである。各国の長期の生活慣習 ，社会

経済の発展段階，それにともなう社会保障制度，社会機構，社会福祉対策等によりそれぞれの段階で必

然的にできてきたのであって ，古くからある老人 コ ミュニティで も，その内容は時代 とともにかなり変

化して きている。

ヨーロッ パの代表的老人 コミュニティとしてコ ペンハ ーゲ ンにある「老人の町」は ，創設以来 100 年

に近い。乙れは老人の町といっても一つの大きな敷地のなかにつくられた老人ホ ーム の集合体 とい った

内容で ，その昔，救貧院として創設されたものである。しかし現在では救貧院より脱皮し て，近代的な

老人施設に変りつつあり ，定員も減りつつある 。 乙れは ，昔の大部屋方式より個室または 2 人部屋 lと改

造されたためで、ある。

ス トックホ J レム市の代表的老人の村として ， Sabbat sberg などが有名であ るが，いずれもヨ ーロ ッ

パでは老人の村 とか老人の 町とかいっ て も，その性格の本質は収容施設である。

アメリカ の場合は「老人 コミュニティ 」的なものができ てきた のは，戦後であり ，古いものとしては，

1945年，Det roi t の長老派教会によって逐次創設された Presbyt eri an Vi l l age of  Det roi t がある。

ζ れは老人村といっても， 33 エー カーの敷地に ， 大部分平屋建ての美しいのナ ーシング ・ホームを建

て，それを軸にし て，老人居住棟が 8 棟 と， 各クラブ， 集会， 食堂などがあって， 個室 と2 人室であ

り，各線が別棟であるが，廊下によって連絡されており ，かなり集約化されている。

文献の中で老人 コ ミュニティ的な言葉がでてきたのは ，1957年版の社会事業界の参考書Soci al Wor k  

Book !c はじめて Ret i rement Vi l l age についての紹介がなされた。そして，1965年のEncycl opedi a

of  Soci al  Wor k では ，老人の住居に関して ，Ret i rement  Vi l l age といわずに Ret i rement T own 

と呼んでいる 。そ して主としてFl ori da州および，Cal i f orni a州など気候のよい所に多くできはじめ ，

その後 ，Ar i zona 州などの空気の乾燥した老人達の健康に良い場所に沢山建設されてきた。

その創設主体は ，宗教団体，労働団体，友愛組合，民間企業会社などである。

乙れらの傾向は ，1956年に住宅法の改正によって，老人のための住宅を建てる場合，長期低利の融資

を受 けられるように なったという乙とと ，社会保障の諸給付が確立したので，その機運が高まった。

すなわち ，アメリカにおける社会保障の体系は ，1935年の連邦社会保障 (Social Securi t y Ac t ) によっ

て成立した 。ζ の法律は，当初困窮した老齢者の援助について規定したものであった。1939年の改正によっ

て労働者の追族に対する建設給付を新たに規定し， 1956年に廃疾給付の制度が加えられSoci al Securi t y 

Act は，老齢，遺族，廃疾 (Ol d- age，Survi vors and Di sabi l i ty) の 3 種の給付をもった年金として

完備した。アメリカでは ， 日本のような社会保障による健康保険は存在しなかったが， 1965年にはじめ

てメディケア (Medi car e) と呼ばれる 65才以上の老齢者のための医療費保障の制度が付け加えられた。

社会保障が与えられる基本的給付として，退職者給付， ( 老齢者給付) ，家族給付，逃族給付，廃疾

給付，死亡給付，医療費給付があり ，乙 れらの基本的給付のなかで，老人 コミュニティはじ め，老人ア

ノマート などの経営の一つの基盤となったものは，退職者給付と医療給付であると思われる 。65才以上の

人の% は退職者給付で医療給付を受けているからである。

老人のコミュニティに対する概念で一定のものはないが，一応アメリ カの「老人 コ ミュニティ」に対し



て， (1) 老人達によって構成されている コ ミュニティである乙と ，(2)各自が原則として独立した生活をし

ている か，また は半独立の生活を営んでいる乙と， (3)計画的につくられた コミュ ニティである乙と， (4)収

容施設でないとと ，(5)そ乙に働い ている人達が主 として老人で，かつ収入を稼ぐ ために職についていな

い状態にある 老人達である乙と ，(6) 病気などの際に看護される ホーム があると と，などをあ げている 。

全米に老人 コミュニテ ィは約 1，500 カ所あり ，そのうち6096は宗教的団体などである。非営利法人の

経営するものでも若干の利潤があるといわれている。あとの40%は営利を目的とする会社の老人の コミ

ュニテ ィであり ，その数は40，000人- 50，000人と推定される。

民営の老人村としては Cal i f orni a州にある Ros s moor Lesi ure Wor l d，同じ経営の Mar yl andj刊

にある Rossmoor Mar yl and， Ar i zona州，Pheni x郊外の Sun Ci t y などが有名である。宗教団体の老

人村としては， Mi ami 市郊外の East Ri dge Lut her n Ret i rement  Vi l l age などがあり ，労働組合が

経営している老人の町として ，Newyor k 州にある Concour se Vi l l age， Fl ori da 州にある Nal crest

などがある 。 自動車につけて引きまわす Trai l er によって老人の町をつくっ ている Mobi l e- home

Communi t y もあり ，代表的なのは Fl ori da 州の Guer nsey Ci t y などであ る。

老人の町もその規模内容によって，共同施設も一定でないが，大体，管理事務所，銀行，郵便局 ，消防

署，図書館，劇場 ，集会場，病院，診療所，教会，会議室，美容室，理容室，シ ョッピングセンター，

レストラン， 酒場，各種のホビ ー室，各種の教室，アト リエ ，工作室，水泳プーj レ，ローン ボー リング

場，シャフルボ ー ド，ビリヤ ー ド，コツレフ湯，魚釣り，養魚，園芸施設などが コ ミュニティ のなかに配

置されている例が多い。

老人 コ ミュニティ に対する是非論もいろいろある。そのなかの一つに ，1969年 イタリアのサンレモで

聞かれた ヨーロ ッパ老人福祉連盟の第 6 回総会で，イタリアの老年学者マノレセ J レ・ベノレツ教授は，1 老人

の町」構想を批判した。すなわち ， I老人の町」の老人は創設の当初は元気な老人ばかりであろうが，

やがてその元気な老人も年老いて弱ってくるのを避けるととはできない 。その ときするとととい えば，

友人，知 己の葬式に参列する乙 とだ けで ， I老人の町」はとの世のなかで最も哀れな ，最もさびれたミ

ゼラフソレなものとなる 。今後はつくらないようにしなければと強調した。彼の考えは，身体的にも経済

的にも弱者である老人を大規模に集団化するとき ，スラ ム化 の危険がある。老人の大規模集団は，社会

から孤立しやすいなどを理由にしており ，ヨーロ ッパでは大きな老人住宅の団地や ， I老人の町」は否

定してる。しかし ，乙のような傾向に対し ，アメリカでは， I老人コミュニティ」として ，I老人の町」

や「老人の村J ， I退職者村J などの建設が盛んである 。

アメリカの I rvi ng Ros ow の説によると ，心身の健康度を等 しくする同輩者だけで構成した老人の

同質的な コ ミュニ ティが退職者の町 (Ret i rement Communi t y) としてもっとも快適である。退職後

の老年期の住まい方として ，同じ年齢の者だけで構成された老人向きの居住地は ，若い人と接触すると

とからくる老いの悲哀を感ずるとともなく ，元気で，そして老年にふさわしい余暇を十分に楽しむとと

ができるから ，今後の老年者向きの住宅対策は ，退職者の町づくりの方にもっていくべきだとしている。

Dr.  W.  Donahue は，通常の老人は一般地域社会のなかでt 自分の家で独立した生活をしつづけたが

るという共通性がある 。 したがって自分の体が衰えて自分の乙とをひとりで処置できなくなるまで，大

きな共同生活の住まいの形式には入りたがらないといわれている 。 しかし乙れらの考え方は誇張され過

ぎており ，老人はむしろ ，共同生活をしたがっているのではないだろうかと述べている。彼女の調査に

よると ，計画的に建設された老人の村で友愛と社会的接触をもつために老後を過ごしたいと願っている

人が多いと報告している。一人ぼっちになったあとも ， 自分の家で比較的淋しい状態のもとで暮したが

っていると信ずるととは困難である 。一人暮しの老人は，それ以外 lζ 住み方がないからそうし ているか，

また社会が彼らにそうさせるように定めてかかっているた め，一人で生活するととを余儀なくされてい

るのではないかともいわれている 。 R. W.  Kl eemei er は，現在自分の住みなれた家で独立した生活を

しつづけたいと願っている老人たちは ，過去の養老院 ，救貧院の階いイメ ージの残りがあって ，そ乙 lζ

入れば，意気投合した仲間と気のおけない集団生活ができないという過去の事実といいったえがわざわ

いして，老人達がひとりになっても老人の施設に入りたくないと恩わせているのでないか と述べている。
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健康な人聞社会というのは ，男もいれば女もおり ，子供もいれば老人もおり ，元気な者もいれば病人

もいる。それが人間の社会であり ，老人だけを除けものにして，一つの社会をつくるというととは健全

でない。しかし ，現在の社会が老人の生活にすべて幸せであるようにできあがっ ていない 乙とも事実で

ある。したがって，ある種の老人にとっては ，健康管理上の不安もなく ，同時代的意識をもった仲間 と

毎日を楽しくすごす乙とができ ，あ らゆる老人の ニード を満足させるように計画的につくられた 「老人

の コミュニティ」のなかで、生活する乙とは，毎日毎日の生きがいからいっても望ましい場合もある。

前述したイタリ ーの学者のいっている意見は ， ヨーロ ッパにみる古き時代の暗いイメ ージの 「老人の

町」などを考えているのであり ，ア メ リカなどに建設されている老人の町は ，規模も大きく ，もっと 躍

動的で ，からりとしており ，そとには子供や孫もしばしば訪れ，ともにくつろぎ，ともにプーJ レにとび

込むなど ，楽しんでいる姿からは ， じめじめした様子は少 しもみられない。

ひるがえっ て日本の場合はどうであろう か。日本でも 老人の町，老人の村，老人のための ニュータ ウ

ン，老人の楽園などの名称で老人 コ ミュニティの言葉が聞かれるようになったのは比較的新 しい。日 本

でも乙れと同じ内容のものが全然なかったわけではなく ，老人ホーム の敷地内に小規模な独立家屋を散

在させ ，小 さな村的雰囲気をやや出しているのも 1- 2 カ所ある が，本格的ではなか った。

昭和44年 5 月12日厚生大臣から「老人問題に関する綜合的施策について」諮問を受けた中央福祉審議

会がそれを老人福祉専門分科会において審議をし ， その答申を; 昭和45年11月25 日に厚生大臣に提出 し

た。その答申のなかの第 3 章第 4 節において ，老人ニュ ータウンの建設の必要性を打出すにおよんで，

各都道府県のみならず，民間ベ ースでの建設機運も高まってきた。その内容については ，審議会答申の

なかでは ，老人ニュー タウンの建設に関し，1 最近の都市における人口の過密化，各種公害の増大等によ

り，老人の居住 lζ ふさわしい場が喪失しつつあるが，調査によれば，老後の生活を空気の よい 閑静な土

地，しかも老人に適した生活環境で過去の仕事，趣味を十分に生かした生活を強 く望んでいる 実情にあ

るので，老人の心身の状態に見合った生活環境施設，たと えば，老人に適した道路，交通機関，公園，医

療機関 ，住宅，各種老人福祉施設および老人クラブハウス ，作業場，農園などを綜合的に整備した『ま

ち』一老人ニュータウンーの建設を検討すべきである。なお ，建設にあたっては，地域社会，とくに家

族，若い層との交流が可能となるような立地条件を考慮するとともに ，各種の配慮を加える必要があろ

う。」と述べている。

さらにアメリカで10年ごとに開かれる Whi t e House Conf er rence:":on Agi ng がアメリカに おける

老人対策の展開に重要な役割を果した乙とにあやかつて，昭和45年 9 月に聞かれた第 1 回豊かな老後の

元込ゐ菌兵長義のなかでも ，老人の多様なニ ー ドを考慮して ，選択的なすまいのあり 方を考える場合の

ひとつとして ，老人の町づくりが急務である乙とが報告された。乙れらはいずれも ，定住型の老人コミ

ュニティを考えている。とれらの考え方をさらに発展させたものに ，昨年厚生省年金局で計画された，

本年より 3 カ所 lζ 着工される「大規模年金保護基地」がある。 ζ れは ，年金の受給権者を対象にして，

老人の生き甲斐，家族や一般の人々の有効，健全な余暇利用 ，老人と家族，そして一般の人々との融合

を目的としており ，綜合的 ，かつ多様な福祉対策の一環として，老人の綜合的 ，多様な生き甲斐対策な

どの拠点としようとしている。その内容は単なる定住型でなく ，利用者は ，短期利用 (週単位以下の利

用) ，中期利用( 月またはシ ーズン単位の利用〉あるいは長期利用( 定住を含む 1年以上の利用) とな

っており ，施設内容もかなりパライティに豊んでいる。

民間でも大都市近郊や，温泉地，温暖地などに大規模な老人 コミュニ ティが計画されつつある。単に

老人 コミュニティだ けでなく ，ニュ ータウンのなかや，レ ジャ ーランドのなかにとりくまれたもの ，有

料老人ホ ームの発展した形として建設されるものなどある。乙れはやはり温暖の土地で比較的交通条件

のよい所が選ばれるのは ，老人自身の ニー ドや家族との交流を考えた場合，当然であろう 。

日本でもいよいよ本格的な「老人の コミュ ニティ」建設が各地ではじまろ うとしてい るが，単なる思

いつきや，流行に終らせるととなし 豊かな福祉社会建設のなかのひ とつの核として，敷地の選択から

建設計画 ，運営，管理まで，若人のニードを適確に把握し ，着手されるのを望むや切なるものがある 。

( きのした しげのり 日本大学理工学部教侵)



欧米の老人コミュニティと日本の方向

保 田 博 通

は じ め に

最近，と みに世間の関心をひきはじめたものに老人問題がある。政府も福祉社会実現のための大きな

懸案事項として老人問題に取り組む姿勢を示しはじめた。乙のようなとき ，乙の問題の一つの柱である

老人施設について，欧米先進国の最近の動きを，駆け足ではあるが，かいまみる機会を得た。その実情

を乙乙で報告するとともに ，わが国の今後の方向を模索してみよう。

1. 欧米 における老人コミュニティの動 向

アメリカおよび，西ヨーロッパの老人施設の動きを，どく最近の ものに限ってみると ，大きくわけで

二つの流れがある。

その一つは，主として西ヨ ーロッパ諸国においてみられるものである が，老人施設を，一つの独立し

た区域もしくはアパート メントなどに集めないで，老人を一般社会のなかで生活させようという動きで

ある。そしてもう一つの方向は，アメリカでみられるものであり ，大規模な老人だけの コミュニ ティを

作り ，そ乙で老人達に自由な生活を楽しませようという動きである。

乙のようなこつの全く対立している考え方は，それぞれの国情や，老人施設に対する歴史 ・経験とい

ったものによってもたらされている。

すなわち， ヨーロ ッパの老人施設の歴史をふり返ると ，その発端は，養ってくれる家族もなしそし

て働く能力も失った老人を収容する救貧院 (Al mshouse) であった。したがって最初は，老人施設に

対する考え方は，収容施設という考え方であった。しかし ，近年，ヨー ロッパ各国の福祉思想の発達，

社会保障制度の充実につれて，たとえば，老令年金受給者が，住宅手当をうける乙とができるようにな

った乙となどとあいまって，老人の住居に対する従来のあっかい方への反省がはじまった。すなわち ，

収容する施設から ，生活の場へとその考え方が変わってきたのである。そしてその生活の場としての考

え方のなかに，最近では，老人だけを別の場所にまとめて生活させる乙とへの疑問が起り ，むしろ一般

人にまじって社会のなかで，生活させるべきであるという思想が強くなってきたのである。

乙の点につき ，老人問題の専門家である厚生省老人福祉専門宮森幹郎氏が，その著 「日本人の者後」

で，明快に理由を述べておられるので，以下引用させていただく。

それによると ，第ーに，身体的にも経済的にも弱者である老人を大規模 Ir 集固化するとき ，それはス

ラム化の危険があるというととである。老人住宅でも老人の町でも，初めのうちは元気な老人ばかりか

もしれないが，やがてはその老人も病弱化し ，寝たきりになる乙ともあるという乙とをはっきりと理解

していなければならない。

第二IL . 老人の大規模集団は ，どうしても社会から孤立しやすいという乙とである。

第三は，人間の社会には男もいれば女もおり ，子どももいれば老人もおり ，金持ちもいれば貧乏人も

おり ，元気な者もいれば病人もいる。それが人間の社会というものである。そ乙では元気な者が弱い者

を助けている。それが人聞の社会というものである。

したがって，人間の社会から老人だけを除け者にし，老人だけで一つの

社会をつくれば，老人が社会か ら孤立して気の毒だとい うだけでなく ，社

会IL とっても ，健全な乙とではない。とくに子供の人格形成ILマイナスに

なる点が少なくない。すなわち子供は老人とー絡に暮らす乙とによって老

人をいたわり ，弱い者を助ける気持が育つのである ，と されている。

乙のような理由のため ，ヨーロ ッパの老人施設の規模は表 1のように一

般的にあまり大きくない。もちろん現存する老人施設には，たとえばコペ

ンハーゲンの「老人の町」のような規模の大きいものもあるが，乙れなど

も徐々に規模を小さくしており ，また現在，若人の住宅を建設するときは，
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表

デ ン マ ー ク 10- 20 

イ ギ リ ス 30- 60 

ノ J レ ウ ェ ー 30 

スウェ ー デ ン 50- 70 

ベ ル ギ ー 50 

実 ラ ソ ヨr 50- 75 

ス イ ス 30- 50 

フ ラ ン ス 50- 80 

日 本 74 

できるだけ老人を集団化しないよう Ir 考えている。 したがって，一般の人

森幹郎氏者" 日本人の老後" よ

達が住む団地のなかに少数の老人向独立住宅を組み込んだり( ロンドン郊 り引用

外テ ームスメイ ド) . また老人専用の アパートメ ン トを作っても ，そζ l ζ 若い人達との交流ができるよ

うに ，青少年の宿泊施設を張りつける( ス トッ クホ j レム郊外，フラ イクタ ーレン) などの工夫をとらし

ている。そして，その立地も ，都市の郊外が多いが，社会から孤立させないという配慮から，都市の中

心IL行くのに便利な場所にあるのが，一般的な傾向である。

乙のように老人施設について先進国である ヨーロ ッパの行き方と対照的 !r 大規模な老人 コミュニティ

・団地( 住民一千人~一万人以上) が，クロ ーズアップされているのが最近のアメリカの動きである。
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もちろん，アメリカの老人施設のすべてが，乙のような大規模なものだというわけではない。すなわ

ちアメリカにおける老人施設の発生ノマターンをたと、ってみると，つぎの 3 つにわけられる。

第一1[. . 建設業者や不動産業者が開発したり，教会や篤志家が設立し，最初から老人コミュニティと

して意図されたもの。

第二lζ ，病院から出発してナ ーシングホーム ・老人コミュニティ K 変わっていったもの。

第三I C ホテルが経営不振なと‘から ，老人専門の宿泊施設に変わっていったもの。( とくにマイアミ

ビーチなどにその例が多い)

とのうち，最近脚光をあびている大規模老人コミュニティは，建設業者や不動産業者が開発した老人

向け団地である。また教会や篤志家が設立したものでも，乙れらはアパート メン卜形式であるが，概し

て大きいもの( ニューヨーク イザベラホ ーム，収容人員750名，など) が多い。

乙のような民間ディベロッパーによる大規模若人コミュニティは， その歴史はきわめて新しいものの，

その成長ぶりは注目の的であり，関係業界( ウ エップ社，ロ スモアネ土， レジャーテクノロジ一社などが

大手) は，いずれも強気の見通しをもっている。現に筆者が訪問した大規模団地のいずれもが，拡張中

ないしは拡張計画をもっている。

乙のようにアメリカで大規模な老人コミュニティが盛んになってきた理由を考えると，それはアメリ

カの社会的な事情が，一番大きなものと考えられる。

アメリカの人達は，従来か ら，年をとり職を退くと，マイアミなどの暖かい地方で余生を過どす乙と

を望む人が多かった。乙のような感情が現在のアメリカの都市事情により拍車がかけられているといえ

よう。

すなわち ，アメリ カの大都市は，いずれも犯罪の増加，人種問題のもつれ，乙れらがからみ合った都

市の退廃により ，白人および‘ 有産階級の郊外への脱出がつづいている。したがって，退職する年令に達

し，静かに自分達の生活を楽しみたい人達にとって，成長した子供達が独立したあと，荒廃した既成都

市で ，いたずらに税金等の支出だけがかさむ家に，老夫婦または単身で住むことには，魅力がなくなる

乙とは当然であろう 。

乙のような社会的な背景のもとに，年金の増額により余裕のできた老人達が，気候がよく安心して住

めるコミュニティ( ロスモア社の団地などは，団地の入口にガー ドマンがいて，紹介状のない部外者は

はいれない) への入居を希望するようになってきたものと思われる。

2. ヨーロッパの老人コミュニティの実例

(1) I老人の町J (デンマーク)

コペンハーゲン市内にあり，デンマークでは最大の老人ホームである。述営主体は市当局。1919年に

設立された。

敷地は約 3 万坪。 10駐在近くの建物があり，健康な老人とナーシングを必要とする老人を収容している。

ナーシンク。部分の各階には共用の喫煙室がある。とくに身体の弱ったお年寄りの場合，各自の病室で

喫煙を許すと，消し忘れたり，手足が不自由なため，落したりして，火災の原因となる場合があるため，

喫煙場所を限定する方が安全である。

健康な人の住居の家具は，備えつけであるが，入居者が望めば自分の家具を持ち込める。乙れは老人

は環境が急lζ 変わるととをきらうため，自分の使い慣れた家具で部屋をうめ，できるだけ環境が変わっ

た乙とを意識させないよう配慮したものである。

現在入居者は 1350人，平均年令は82才。職員の数は約15∞人で，入居者より従業員の方が多い。乙の

老人ホームは ，古い救貧院から変形してきたものの典型である。以前はもっと収容人員が多かったが，

徐々に個室や小部屋に改造しているため収容人員が減っている。入居者から入居資は一切とらず，逆に

月152クロ ーネ ( 6840円) を支給している 。

(2)  フライクタ ーレン (灯台守，スエーデン)

ストックホルム市lζ 隣接するリデイオング地区にある 。1963年設立。 7 階建てのアパートメント形式

である。

運営主体はリデイオングの自治体である 。

遥営内容は，

a  主として元気な老人のためのもの 76室 120人
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サンシテ ィ内のショ ッピングセンヲー

モデル住宅展示場にある住宅の一例

b  やや病弱の老人のためのもの

c  青少年の宿泊施設

d  身体障害者用施設

IL分かれている。

25人

1t渇室

12室 20人

その他の施設としては ，美容院，レストラ ン， トレー ニングセンタ ー， 足の訓練場，図書室，体操室

などがある。従業員はパー トを入れて30名。

青少年の宿泊施設は ，乙れをもうけ る乙と によって青少年 と入居している老人達の交流を図ろうとい

うものである。

老人の入居施設はすべて賃貸形式である。家賃は 1 DKが月額5∞ クロー ネ ( 3万2C間円) ， 2  D Kが

625クロー ネ ( 4 万円) ， 3  D Kが7∞ クローネ ( 4 万8000円) である 。 レスト ランの食費は別わくで，

l 回 6 クロー ネ ( お4円) である。

乙の施設の維持費は ，以上のような老人の支払 う家賃などだけではまかなえない。そのため ，自治体

が 1年間 IC ，家賃その他1 ( 50万ク ロー ネ (321

∞万円) ，それに人件費 として1∞万ク ローネ (ω ∞万円)

を負担している。

(3)  カンペッタ老人用住宅 ( フランス)

ニー ス市内にある アパー トメン ト形式の老人ホーム である。 1967年K 開設された。

ニース市市議会 ，ニー ス預託金庫，南東部社会保障老令地域金庫の協力を得て ，ニー ス市社会扶助事

務所( 日本の社会福祉事務所 IC . 当る) 理事会により ，建設されたものである。

構成は ，以下のようなものとなってい る。

a  単身者用住居 32部屋

b  世帯用住居

c  給食ホ ーム

d  図書室およびテレ ビ付サ ロン

e  診療センタ ー

f  生活相談所

g  行政センタ ー

12部屋

入居条件は退職者であり ，65才またはω才( 労働不能による早期退職の場合〉である 乙と， 第三者の

看護を必要としない乙 とである 。 したがって簡単な診療センタ ーはある が，ナーシングホームは設置さ

れていない。

住居はノイル コニー付袋室 1 つであり ，小さな台所，洗面所が付いている。各住居とも社会扶助事務所

の手で家具類は完全に備えつけられているが，居住者は ，若干の付属的な備品を持ち込む乙と はでき

る。住居部分は 4 階まであり ，2 つの エレベーターがある。各階 IC. 2 つづっ浴室，電話器，どみ排出口

が設けられている。

家賃および諸経費( 暖房賢，電気代，水道料， 温水使用料，人件費，保安資，洗濯代等) を含めて ，

日別料金が毎年定められる。

入居者の収入では ，との料金が負担でき ない場合は ，入居貨の一部または全部が当該入居者の年収を

考慮 した上で，老人に対する社会扶助の名目で社会扶助事務所により負担される。給食ホームでは ，当

ホームの入居者のみならず同一町内にすむ老人で低所得者である者を対象1 ( 給食している。料金の分担

金は毎食どとに請求される。

また居住者および給食ホ ームへの入室を許可された者は，図書室，テレビ付サ ロンの利用を認められ

る。

診療センタ ーは，内科，外科，耳鼻科があり ，常勤の正看護婦が看護に 当っている。診療を受ける乙

とができる者は ，入居者および同一町内の社会保険加入者である。

生活相談所には ，2 名の社会扶助員がおり ，建物内で，定期的に扶助を行なっている。

また行政センタ ーは，各種社会扶助申請の受け付けおよび予備調査を行なうものである。

3.  ア メ リ カ に お け る 老 人 コ ミ ュ ニ テ ィ の 実 例

(1)  サン・シティ

アリゾナ州 フェニ ックスより 13マイルの地点にある。 19ω 年より建設が開始され1963年から分譲が関
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始された。開発主体はデJ レ・イ ・ウエップス建設会社である。同社の主な業務は ，建設であるが，老人

コミュニティ の開発分野では ，業界首位であり ，乙のサン ・シティは民間ディベロッパーが開発した大

規模老人 コミュニティ のなかでも最大級のものである。

現在，敷地は 1万エ ーカー (1224万坪，万国博会場の 10倍以上の広さ) である。

居住者の数は 2万4c 別人，戸数は l 万笈別戸である。現在までのサン ・シティにおけるウエップ社の

売上げ累計は 3 億1000万ドル ( 930億円) との乙とである。

将来計画としては ，敷地を2.1万エ ーカーまで拡げ，戸数は 3万5 c 別戸まで拡張する予定である 。

住居はいずれも平家建てであり . 82種の モデルタイプがある。全部売却方式をとり ，入居条件は50才

以上である。

住宅の分譲価格は 690万円から最高 1670万円見当まである。入居後の維持管理由は，月額 l 万4 c 別円

から 2 万7α 氾円である。

コミュニティ内は ，完全な一つの社会を形成しており，居住者の利用施設としては，ショッピングセ

ンタ ーが 6 カ所，教会が B カ所. 18ホールのコt) レフ 場が 6 カ所，総合病院，新聞社，レクリエ ーションセ

ンターなどがある。各種の同好クラブも 125以上あり，乙れらの各施設やクラブの利用料は一人年ぷ別

円である。

なお外来者のための休暇村形式の施設もあり . 10月より 翌年5 月まで一週間単位で賃貸しをする。 乙

の場合は . 2 人単位で 2 人のうち l 人が50才以上である乙 とが条件である。

(2)  ロスモアレジ ャーワールド

ロスアンゼルス市とサンディエ ゴ市の中間地点ラグナヒ J レズにある。

開発主体はロスモアという民間ディベロッパーである。乙のロスモアネ土は，サンフランシスコやワシ

ン トンの郊外でもいくつかの老人 コミュニテ ィを手がけている。

開発後の運営はレジャ ーワールド財団とゴーJ レデン財団という 2 つの組織が中心になり，そとへ居住

者の代表が容加して行なっている模様である。

入居資格は52才以上。総面積は約 lC問エー カ- ( 122万4000坪，万国博会場よりやや広い) 。

居住者は l 万筑間 人，戸数は9回 l 戸である。

乙とも目下拡張中であり . 1年後には居住者は 2 万8C別 人になる見込みである。現在までの開発に要

した総事業費は約5∞億円で・ある。

住居は ，すべて分譲形式である。分譲価格は大きさによって違うが，一番小さい l 寝室形式で . 510 

万円 ，最高は 18∞万円である 。一戸建てと，アパート形式 (condomi ni um) とがある。入居後は ，戸

外管理費として，月額8αxl 円から 2 万10∞円が必要である。

130以上の同好クラブがあり，ショッピングセンタ ー，銀行， ゴルフ 場， 教会なども完備している。

また居住者が仕事をするための貸事務所( 主に弁護士な どの自由業) がもうけられている。 病院も完備

しており ，現在 122名のスタッフが常勤 している。各種ク ラブやレジャ ー施設の利用料はほと んど無料

であり，ゴルフ場のみが l 回 2 ドルである。居住者が死亡した場合は，相続人にゆずられる。相続人が

52才未満の場合は入居できないが，そのときは カリフオ J レニア州 が買い上げて再販売する。

ただし，相続人が望めば，その住宅を他人に貸して家賃収入をはかるととは自由である。

(3)  イザペラホーム

ニュ ーヨー ク市内にある。事業主体はイザベ ラ財団。1875年ア ン ・オッテングハ一夫人により愛媛イ

ザベラを記念して作られた もの。現在新旧 2 つのピ J レディングからなっているアパートメント形式の老

人ホームである。

古いピルは 1965 年に建てかえられたもので12階建て. 250人を収容している。新しいビルは 1971年12

月完成，地上17階地下 l 階建てである。

乙の建築資は54億円で，ニューヨーク州より 40年聞の長期低利融資をうけている。

入居者は ，

a  健康な老人 ( 2食付) 250名

b  やや病弱な老人 ( 3食付) 190名

c  ナーシングを必要とする老人 ( 3 食付) 305名

と3 部門に分かれており ，合計745名が入居している。

新らしいピルは 4 色のカラーで各階どとに塗り分けられている。乙れは老人 lζ すぐ何階かわかるよう
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ニューヨーク市内にあるイザベラホーム

食事を楽しむ老人達

にするためである。ナ ーシングホ ーム以外は，シ ンクツレの部屋が圧倒的に多いが，ナー シングホ ームの

場合は，シングル 4 室，ツイン20室である。乙れは病人を一人でおくと淋しいしまた危険な場合もある

ので，ツインを多くしている。医師は16名。

賃貸形式であり ，健康な老人の l カ月の入居費は食事込みで一人12万円から 16万5α 氾円である。

やや病弱な人の場合は，月32万部∞円 ，ナーシングホ ームの場合は54万75∞円( いずれも食事付) で

ある。なおイザベラホ ームの維持費は，乙 れらの入居資などだけではまかないきれないが，不足分およ

び入居者で払えなくなった人の分は，国および州からの援助でまかなっている。

4. 日本の老人コミュニティの今後の方向

以上，欧米先進国の道人ホ ーム ・老人コミュ ニティについて，大雑把に述べたが，日本の老人施設の

今後の方向と，その場合配慮すべき点はどのようなものであろうか。

いままでのわが国の老人施設は，養護老人ホ ーム，特別養護老人ホ ーム， 軽費老人ホ ーム，有料老人

ホームの 4 種類である。しかし乙れらの老人ホ ームは，おおむね低所得者を対象としており，養老院と

いう暗い印象から抜けられず，いわゆる快適さとはほど速いものである。

しかし，福祉重視がさけばれるようになった昨今，老人施設関係、も注目をあびるよう ICなり ，漸次欧

米の水準( 1 : : 追いついていくととであろう。その場合，立地，規模，内容などいろいろ研究すべき問題が

あるが，それらの点につき，現在感じているままを述べてみよう。

まず，きわだった対照をみせているアメリカ型とヨ ーロ ッパ裂の日本K おける適否であるが，筆者も

乙の点lζ っき帰国後，識者達にたずねてみたが，まだはっきりした概念はない。すなわち老人にも静か

なととろを好む人，住みなれたと乙ろでくらしたい人，と千差万別であり，むしろどちらがよいと割り

切る方に無理があるといえよう。

しかし住みよい老人コミュニティを作るためには， 日本の老人の考え方をしっかりつかむ必要があ

る。乙の点，最近東洋信託銀行が，停年退職者と 40才以上のサラリ ーマ ンを対象に行なった老後の設計

についてのアンケ ート は興味深い。それによると ，老後の暮しの理想は「晴耕雨読の田園生活」が全体

の63.3%. 5J 1j 荘中心が17. 7% と， Ｂ 脱都会 Ｂ への希望が多い。また全体の ＳＸ ＮＸ ｾ ぢが「子供と一緒の家に

住むとと」を計画し ，またそれ以外でも子供の近くに住む乙とを望んでいる人達が多い。乙のアンケ ー

トが老人および老後を考えている人達すべての意見であるとはいえないが，しかし ，どく一般的にいっ

て，老人が定住する場所としては ，都市の近郊であり，家族や若い人達が比較的気軽に訪問ができ ，そ

してできれば気候の温暖なととろが望ましいという乙とはいえよう。

またその内容については，老人のもつ大きな悩み「健康J i 経済問題J i孤独」を少しでもカバーで

きるよう記慮する乙とが必要である。

すなわち現在の老人ホ ームのほとんどが，病気になると出なければならない ζ とは，大きな問題であ

る。乙の点は老人医療費の無料化の徹底など国や地方公共団体が，まず手を打たねばならない。それと

同時に ，コ ミュ ニティを作る側も ，最低限度の医療設備をくみ入れるか，近くの医療機関と提携する 乙

とが必要である。

また経済問題については ，今後年金の増額がはかられるとはいうものの ，まだ不十分である。したが

って施設内で適当な仕事の場を作るなり，趣味を生かして収入に結びつかせる設備を考える乙とが大切

である。乙のことは老人の生きがいにもつながり，孤独感をまぎらわすととにもなろう。

また ，老人達を孤独に追いやる一つの原因は ，現在老人が楽しめるレジャ ー施設 ・レクリエ ーション

施設が少ないというと とである。先11 : : 余暇開発センタ ーが行なった「条件が整えば今後お乙なってみた

いレジャ ー・ レクリエ ーション活動」調査によると50代以上の人達lζ 一番望まれているレジャ ーは旅行

である。乙れに対して，現在の日本のレジャ ー・ レクリエーション施設は ，若者が対象のものが多く ，

また休日には人出が集中 し，交通地獄とあいまって老人がゆっくり楽しめない。したがって都市をはな

れた海山の地lζ ，静けさを好む老人達が住める と同時に ，外部から訪問した老人が長期滞在できる老人

向リゾー ト施設を作る乙とも必要であろう。

そして，乙の場合は青少年も同時に楽しめるような設備をととのえ，若い人との交歓がはかれるよ う

にする乙とが大切である。そして，その地方地方の民芸品の製作場や，伝統芸能を楽しめる設備をくみ

入れ，各リゾー ト施設どとに ，特色を出す乙とも必要であろう。

( やすだ ひろみち K K大林組営業調査部)
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住宅公団におけるべアー住宅

社 本 孝 夫

1. は じ め に

わが国にとって. 1970年代は高齢化社会への突入の時代であるといわ

れている。昨年は有吉佐和子著の「悦惚の人」がベスト ・セラー にな

り，また . 12月の衆議員選挙でも年金問題など，社会福祉が各党のス ロ

ーガンになり老人問題が，都市問題，環境問題と並んで社会問題と して

顕在化してきでいる。

昭和45年の国勢調査によると ， わが国の 65 才以上の老人人口は ，約

730万人であり ，全人口の7.1%を占めている。乙の割合はスエ ーデンの

13.5%. イギ リスの13%1ζ 比べると高い率ではない。しかしながら ，人

口問題研究所の推計による と， 昭和70年には . 65才以上の老人人口は絶

対数で. 1.540万人と倍増し，人口比でも 12%となり ，西歴2. ( 問年には

1.770万人で人口比 13.4 ｾちとなり ， 比率では世界有数 ， 絶対数でも ， 上

位の国になると推定されている。

一方， 生活環境としてはア ーパニゼーション ，それに伴う家族制度の

崩壊，また地縁社会としての コミュニティの崩域，核家族化の進行，子

供の扶養意識の低下など，社会状況のさまざまの変化は. J順応性の低い

老人にとっては物理的にも心理的にもさびしい生活環境となってきてい

る。そのため，老人にとって積極的な生きがいが見出しにくくなって，

不安な老後をむかえねばならない人々が急増しているのが日本の現状で

ある。諸外国においては人口の老齢化が徐々に進行してきているため，

個人，社会，国家が意識の面でも施設の面でも ，乙れらに対応してきて

いるが，日本においては，きわめて短期間に老齢化が進んでいるため，

老人問題は一層深刻なのである。

2. 老人の住 宅問題

老後の生活問題のなかで重要なのは，経済的生活保障の問題と住宅の

確保の問題である。わが国においては，住宅事情の悪さがそのまま老人

の住宅にも反映し，その対策の立ち遅れが目立つている。厚生省の「老

後の生活に関する世論調査」によると ，国民の 10%の人々が老後の住宅

についての不安をもっており ，とくに東京都区部では20 %の人々が不安

を感じている という結果になっている。

老人の住まい方でわが国の特徴的な点は，家族との同居率がデンマ ー

クでは20%. イギリスでは4296であるのに比べ，わが国では80%と高率

である乙 とである。乙のように同居率が高い乙とは，従来の家族制度の

影響と同時f ; : : ，国の福祉施策が立遅れているため，個人，家族レベ J レで

老人問題を解決してきた ζ とのあらわれでt あると思われる。またω才以

上の高齢者世帯は全国で 110万世帯にものぼり ，今後，核家族化の進行

とともに，高齢者の住宅問題が重要な社会問題になると思われる。とく

に都市部においては，兵庫県の調査によると阪神聞の老齢者世帯のうち
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持家iζ 居住している者は5696 しか な し 今 後，老齢者の住宅需要が増大

していくものと推定される。

一方わが国の公的資金による住宅は，公共賃貸住宅の20万戸を含め，

年間70万戸供給されているが，それらは都市勤労者，すなわち核家族向

けに建設されており ，老人居への配慮にとぼしい。わずかに，老人住宅

として現在とられている措置は「老人向世帯向公営住宅の建設について」

という建設省の昭和39年 4 月の通達により ，第 2 種公営住宅が低所得老

人世帯用に建設されているにすぎない。これまでに，全国で約 4. ( 別 戸

供給されたにすぎず，また，乙の施策住宅も ，入居者iζ 対する資格条件

が60才以上の老齢者と 18才未満の同居者しか認められず，子供と離れて

住むアパー トへの心理的圧力もあり ，入居希望者も少なく ，大阪府では

毎年応募倍率が l 倍に満たず，実効をあげていない。とのほか，住宅公

団では昭和47年から老人，身障者を含む世帯への l 階への優先入居の制

度，また ，往宅金融公庫では君主人室付住宅への融資の増額の制度などを

発足させており ，制度面での拡充がはかられつつあるのが現状である。

一方，老人ホ ームの現況は，寝たきり老人を収容する特別養護老人ホ

ーム，心身上あるいは環境上の理由で居宅において世話する乙 とが困難

な低所得老人階層を収容する養護老人ホ ーム，また，利用者の負担でま

かなう軽費老人ホ ーム，有料老人ホ ームがあり ， その数は全国で 1， 150 

カ所，約 8万5 千人の老人が収容されている。乙の孟は65才以上の老齢

人口の約 1961 ( すぎず，現在入所希望者の 20万人と比べて絶対量がな

く，アメリカの 3.7 96. イギリス ，スエ ーデンの 4 9彰台，フ ィンラン ド

の 8. 696という諸外国の施設水準に比べても大きく立遅れているという

ととができる。

乙のような施策住宅のほか，イギリスでは住宅の新築戸数のうち 5 %

は老人用住宅として割当てられており，住宅政策の一環として若人の住

宅対策がたてられている。

アメリカにおいては，老人住宅が民間ディベロッパーにより ，老人ニ

ュー タウンの建設によりなされている場合がある。乙れは都市が人口の

過密，各種公害の増大など，老人の居住するのにふさわ しい環境が失わ

れつつあるなかで，空気のよい，閑静な土地で，老人の心身状態1 ( 見合

った生活環境施設を総合的に整備した老人のニ ュー タウンの建設がなさ

れているのである。乙のような試みも地域社会や家族との交流が可能な

条件を備えた地域に建設されるなら ， わが国においても考慮されてよ

い，一つの方向であろう。

わが国の老人の住宅問題を煮える上で考慮しなくてはならないのは，

同居か別居かの問題である。先1 ( 述べたように ，わが国では同居率が80

5ちもの比率を占めているが，そのなかには，老人の専用居室をもてない

ものがあり ，それによる家庭内の問題が多くなっている。老人と家族と



の不調和は老人そのものでなく，むしろ住居に結びついた問題が目立っ

ている。そのためにも ，高いプライパシ ーの維持できる専用居室をもっ

た，しか も老人と家族の間の好ましい家族関係が維持できる住宅の供給

が望まれるのである。

また，同居か別居かの国民の窓識は，総理府の「老人対策について」

の国政モニ タ一報告によると「同居の方が幸せ」と答えたものが6596も

あり， 別居を希望する3096を大きく上回っている。また別居希望者のな

かでも息子夫婦などの家の近くに住みたい者が過半数を占め，なんらか

の形で子供たちと日常の接触を期待している乙とを示している。一般的

には，老人は経済的には子供lζ 頼りたくはないが，年をとったらー絡に

住みたいという怠識が強くなり ，若い人々の問にも共通した考え方とな

りつつある。今後は ，共稼ぎ率の増大により ，保育の問題など，昔とは

異なる意味で働き手としての老人が必要となってくると思われる。乙の

ような同居意識を背景とした同居形態は，美しい人間関係，自然な親子

の情愛など，子供の人間形成の場としての家庭環境をそなえ ，プライパ

シーの高い老人の専用室を備えているなど，住宅の質さえととのえば老

人の住まい方として肯定されるであろう。

今後，老人の住宅対策としては，世帯構成の推計をふまえて老人のい

る世帯を類型化し，世帯構造，健康状態などに見合った，住宅および施

設の対策がとられる必要がある。

3. 団 地 と 老 人

従来，住宅団地の人口構成は，わが国の人ロ構成が出生率や死亡率の

低下により底辺の広がりの少ないピラミッド型をしているのに対し ，団

地の人口の半数以上が20才- 39才に集中しており ，もう一つの山が幼児

にあるという ，二つのふくらみをもった人口構成をしている。入居時に

は，乙のような人口構成をしている団地も ，建設されてから 15年以上も

経た，住宅公団の初期の団地では昭和45年の定期調査によると ，昭和31

- 34年に建設されたものには複合世帯が 5.8 ｾぢあり ， その Ｓ ｄｋ タイプ

の住宅では14. M的ζ ものぼり，老人との同居世帯が多いことを示してい

る。老人人口も ， ζ れらの団地では 596と一般の都市 leはおよばない

が，約半数の比率になっている。

しかしながら ，団地の物理的計画が老人にとってどうであるかという

と， 1  D K - 3 D K程度の住宅規模では，老人のための専用室がもてる

はずがなく ，昼間は孫、たちと屋外に出る以外，老人の居場所がないなど

の批判がある。団地の設計は，近代的な設計と技術を生かして機能性を

重視して作られ，合理的であるがために住まいの人間味lζ 欠け，とくに

老人のような古い生活体験をもった人々にとっては疎外された環境とな

っているといわれる。

乙のような物的環境I e 対する批判とともに，社会学者のいう ，団地の

コミュ ニティ論からの批判がある。それは，住戸タイプが 1 D K - 3 D

K 主体であるため，入居者が限られ，同年代，同所得階層の入居者が集

まって住む場になり ，特殊な社会を結果的に生んでいる乙とになってい

る。乙のような社会の居住者は，お互い利己心や競争意識が強く ，定住

意識が少ないため，地域としてのまとまりに欠け，子供の教育lζ 夢をか

ける "団地族" という特異な集団であるといわれる。

また子供の育つ潔境としては，遊び場など，物的には他の既成市街地

le比べめぐまれた水準にあるが，人と人とのつながりという面では，種

々の社会階層 ，年齢階層の人々と接して ，広い経験をもって育つ既成都

市社会のようにはなり得ず， 人間形成の場としても， 問題を含んでい

る。

また ，乙れらの団地をうけ入れる地方自治体にとっても ，同年齢階層

の人々が集中する乙とによる行政上の弊害，とくに幼稚園 ，小学校など

の教育施設の行政需要が一時期 IC集中して生じ ，地方自治体の財政を圧

迫し ，乙のような住宅団地お断りという市町村もでできている。

乙のような問題K 対処するためにも ，コ ミュニティ計画上からも ，一

般の既成都市社会の人口構成IC近づけ，公共施設の需要のピ ークを少し

でも小さくする努力をし ，健全な街づくりを進めるために，老人を団地

に積極的I e 導入する論拠がある。

また， 計画的住宅地には，諸外国では，地域活動として行なわれてい

る屋外の清掃，草とり ，樹木の整備などの軽作業があり ，働く意志と能

力を もった老人の就労の場を積極的lζ 評価していく乙とも大切である と

いえる。とのような軽労働のほかにも ，昨今，論議されている学校以外

の場における社会教育，生涯教育，趣味活動などの リー ダーとして，一

種の地域的な コミ ュニティ ・リーダーとしての役割を果す 乙と ができる

老人屈もあると思われる。計画的住宅地K は，乙れら地域活動の核とな

るリ ーダーや住民の窓識に欠け，人間味le欠ける街となっている。君主人

はとのように各住戸の家族の一員としての役割りを果すだけでなく ，社

会的lζ は，地域の潤滑油として一定の役割りを果していくととが老人の

生きがいにも通じると乙ろがあり，大切なととであると恩われる。

老人を団地に導入する方策としては，諸外国でみられるように老人ホ

ームなど，社会福祉施設を住宅団地の コミュ ニティ施設として老人のク

ラブノ、ウスなどとあわせて計画導入する方策がある。

また ，古い賃貸住宅では ，空屋募集時にその子供の住んでいる団地に

優先的に入居させる方策によっても ，可能性があると恩われます。

また。住戸タイプによる導入方策としては，

老人専用室付住宅一一 老人と同居する世帯用に 3 L DK，4 L DKのよう

な大型住宅を，プライパシ ーの高い老人専用室がもてるよう ，メゾネ ッ

トタイプなどで供給する。

ペア ー住宅一一隣りあった 2住戸を老人世帯とその子供の世帯に供給す

る。

l 団地 2 戸賃貸一一同一団地内で近接した 2戸を老人世帯とその子供世

帯に，スープのさめない距離にて，供給する。

老人世帯向住宅一一別居を希望する老人世帯用 IC 1  D Kなどの小住宅を

供給する。

乙のようなタイプが考えられるが，老人には居住意識の異なる種々の

老人階層がいるため，種々の方策により老人を導入し ，健全な人口構成

の住宅地とする必要がある。住宅公団では，昭和47年度事業から全国で

老人専用室付住宅とペア ー住宅の方式で老人対策住宅を建設している。

4. ペ ア ー 住 宅

日本住宅公団大阪支所では ，ペア ー住宅という方式で老人を住宅地に

導入するととを考えており ，昭和47年度事業として大阪市東淀川区盗塁

町の豊里面開発市街地住宅 ( 1，303戸， 昭和49年 1月完成予定) のなか

で建設中である。

ペア ー住宅は隣りあった 2 住宅 ( 1 D Kと2 D K) を親夫婦の世帯と

その子供の世帯le賃貸するものである。 ζ れは同居形態の変形であり，

普通の形の同居で嫁と姑の問題を解決するためには，プライパシ ーの高

い老人専用室をもっている乙とが必要であり ，乙れでは l 戸の床面積が

大きくなりすぎ，家賃制度上の制約があり ，実現がむずかしかった。

一方，ペア ー住宅は ，2戸の住宅であるため，近くて遠い距離にあた

り，まさにス ープのさめない距離にあるのである。物理的には近いた

め，経済的には食事，風E なと、がお互いに助かり ，また入手という点で

は留守番がたのめたり，共稼ぎをする場合，子供の世話などが可能にな

ってくる。また通常の家庭でみられる教育や育児，病気の ζ となど，生

活の知恵を教えてもらい ，豊かな生活が送れ，良い窓味で伝統が生かさ

れた家庭の建設ができるという点がある。かっ ，者夫婦，子供夫婦聞

に，高いプライパシ ーが保てる乙とである。

また ，二つの住宅は，建物構造上は，非構造壁であるコンクリ ート・

プロックで隔てておくと ，家族構成が変化したり ，日本全体の住居水準

が向上したとき ，コ ンクリ ー ト・プロック部分を通路にする乙とにより

広い住宅に変形でき ，住宅ストックとしても有効なものにする乙とにで

きる。現在の公団の家賃は， ある程度，入居時で固定されたままであ

り，建設してから 10年経た古い住宅の家賃は新しい団地の弘- Y a 程度に

なっており ，新旧団地の格差が目立つている。逆にいう と， 年間1596程

度の所得の向上がある場合，5 - 6 年後leは， 2戸分の家賃を交払うと
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ベアー住宅室内パース

ベアー住宅の縫観

ベアー住宅の一帯IJ ( 廊下型〉

ベアー住宅の ｾｊ ( 階段室型〉
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とは可能と考えらる。乙の意味では ，ペア ー住宅の供給は， 者人住宅の

供給という側面と ，インフ レを逆手にとった ，より 高い質 ( より広い住

宅〕の住宅の供給というこつの側面をもっ乙とになる。

5. ペ ア ー 住 宅 設 計 上 の 留 意 点

老人の住宅の性能を考えると き，人聞が老いる 乙と が自明の ととであ

り，また老人 lζ 近い体力の人や ，病気の人などがいる場合もあ り，住宅

地および都市は ，乙のような人々への考慮を優先 しては らうべきである

と考えられる。乙れまでの中居住宅では 5 階建のものまでエレベー ター

がなく ，4，5階の妊産婦の流産が多いなどの問題もお きており ，従来の

住宅の性能についても反省すべき点が多々ある と思われる。 乙のような

意味で老人のための住宅を考える乙とは ，住宅の備えるべき最低水準を

設定する乙とになるはずである。

以下，豊里のペア ー住宅の設計で考慮した住戸の各エレメントの条件

を簡単に述べる。

住戸の共通部分

・板の間 ，畳など仕上げ高さを同じにし ，つまづかないようにする 0

・浴室，便所への通路には常夜灯( フット ・ライト) をつける 0

・スイッチ ，コ ンセントは低i自につける。

・老人は持ち物が多いため ，収納スペ ースを大きくとる。

居間・寝室

・十分な日照，通風の得られる場とする。

・老人の快適温度は 3- 4

0

C高いため ，広縁をもうけ ，2 重窓 とす る。

・仏だん ，床の間，壁材料を考慮し ，落ちついた空間 とする 。

便 所

・洋式便器を用い ，便座の高さを考慮する 0

・立ち上りやすいよう ，手すりをつける 0

・使用頻度が高いため ，居室の近くに設ける 0

. 戸は安全で開けやすい引き戸とする。

- 暖房がつけられるよう ，コンセ ン トをつける。

浴 室

・浴溜はうめ込み式で立上りを低くし ，入りやすくする 0

・壁ぎわに手すりを設ける。

- 戸は安全で開けやすい引き戸とする。

・中で倒れたときのため ，隣戸への連絡ブザーをつける 0

. 補助暖房ができるようにする。

・浴潜のなかで座れるようにする。

. 床は滑らない材料を用いる。

バルコニー

・奥行きの広い ( 1. 5m) のパJ レコニ ーにする。

・フラワ ー・ ボックスなど土いじりのできる場にする。

住 棟

・階段は標準より踏み面が広く ，勾配をゆるやかにする 0

. 階段のノンスリップは目立つものκ する。

・階段( 1: は ，っかまれるよう手すりをつける。

• 1 階は斜路をもうけ ，車椅子で出入りできるようにする。

屋外ほか

・老人用の集会施設をもうける 0

. 診療所を団地内にもうける。

・共同の貸し花壇を設置 し， 花いじりができるようにする。

・屋外lζ は，ベンチ ，アズマ屋など老人のい乙いの場をつくる。

以上，ぺア ー住宅の考え方について簡単に述べてきたが，今後も来年

1月完成までに ，改善を重ねていく つもりでいる。公団 としては， 48年

度も老人対策住宅の建設を進めるつもりでいる。

なお老人の住宅のあり方については神戸女学院大学の池川清教授に ，

計画の段階から ，ど指導をうけた乙とをつけ加えておきます。

( しゃもと たかお 日本住宅公園大阪支所地区住宅課〉



ニュータウンにおける老人福祉施設の問題 - 泉北の場合

川 上 昌 男

1. ニュータ ウ ンの住 宅構 成 と人口 権 成

ニュータウ ンにおける老人問題を考えるとき ，まず，ニュー タウンの

住宅構成と人口構成の特殊性から ，そのなかに占める老人の位置につい

てみてみる必要がある。

大阪府企業局が現在開発を行なっている泉北ニ ュー タウンは住宅建設

戸数日， ( 別戸，計画人口約19万人の規模を もち ，

考える上では大勢には影響がないため ，千里ニュ ータウンを例にとりニ

ュータウ ンの人口構成をみてみると 第 2衰のようにな る。

乙れによる と，男性では30- 39才が最も多く ，女性では30- 34才が最

も多い。また 0 - 9 才の児童が非常 IL多いのに比べ . 50才以上の占める

率は極端に少なくなっており . 65才以上の老人はわずかに約 2.2 ，ぢを占

先 11 : 開発した千里ニュー タウンと同様に ，従来

の団地のような母都市一辺倒の単なるベッドタ

ウン ではなく ，片寄りのない ，安定した，定住

性の高い ，独立性のある一つの住宅都市として

計画されている。そのためには，居住者が各種

社会階屈に属し ，適度IL混合されている乙とが

一つの理想である。そ 乙で，千里，泉北ニュー

タウンでは，居住者の性格，すなわち世帯人員，

収入，年令構成あるいは生活慣習や好みに応 じ

て各種の住宅を準備 し，積極的にその混在を図

っている。乙れを世帯構成や年令構成か らみる

と，一般世帯用 ，小世帯用 ，単身者用住宅など

となり ，その他 ，いろいろの角度からみた住宅

の種類分けができるが，建設主体を中心に泉北

ニュー タウンの住宅の種別をみてみ ると 第 1表

のように計画されている。

第 11喪 ニュ ーヲウンにおける住宅相官成

乙のように ，あらゆる面からみて片寄り のな

い，すなわち，人口構成上か らも安定 した都市

の建設を目標 lζ 住宅構成上の配慮を行なってき

たニュ ータウンではあるが，現実には，その入居

者の年令構成にお いて，一般社会のそれとはか

なり 異なった状態になっている。泉北ニュータ

ウンには現在約17，( 問戸 ，52，000余人が入居し

ているが，残念ながら現在の ととろ年令別の人

口構成が詳細に把握されていない。しかし ，千

里ニ ュー タウンと比較してみる と， 住宅構成に

おいて，公団住宅の全住宅中に占める率が少な

く，逆に独立住宅が多く なっており( 第 I 表参

照) ，また，泉北ニュータウンの一角には単身勤

労背少年約一万人の町「ヤングタウン」が建設

されているため ，老人および15- 29才の青少年

庖の全人口 11 : 占める率が幾分多くなり ，年令構

成上千里ニュータウ ンよりは若干一般社会κ 近

い状態になる乙とが予想されるが，老人問題を

種 Sリ

ｾ＠ 営 住 毛

ｾ＠ 社 住 毛

ｾ予 ｡‘ 、 団 住 宅

給与住宅その他

t虫 rr.. 住 毛

d口h  
計

泉 ｾｴ ニュータウン 千里ニュータウン

戸 数( 計画) 割 合 % 戸 数 制 合 %

1 5 ，0 0 0  2  6 ，8  1 0 ，3 8 2  2  7 . 8  

8 ，9  0  0  1  5  .  9  5 ，8  6  3  1  5  .  7  

9  ，4  0  0  1  6 . 8  1 0 ，2 9 2  2  7  .  6  

1  0 ，8  0  0  1  9 . 3  4  ，7  2  0  1  2  .  6  

1  1  ，9  0  0  2  1  . 2 6 ，0  7  3  1  6  .  3  

5 6 . 0 0 0  1  0  0  3 7 ，3 3 0  1  0  0  

注. 県北の給与住宅その他10，800戸の内 2，800戸はヤングタウンの単身者

10，∞o人を一世帯当リの平均人口 3.5 人で換算した ものである.

第 2 書聖 子里二ューヲウンの人口摘成 (昭和46年12月末現在〉
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めるにすぎない。乙の乙とは，入居者の多くが結婚後間もない若い夫婦

によって占められている乙とを示している。その原因としては，

イ 千里ニュ ータウンの歴史が浅く ，入居者はすべて入居後10年以内で

ある。

ロ 1戸当りの規模が小さい集合住宅の占める率が大きい。

ハ 大部分が賃貸住宅であり ，持家指向者が多く ，転出入率が高い。

などが考えられるが，つまると ζ ろは，独立住宅と集合住宅の居住人口

の年令構成差という乙とができる。独立住宅の方が一般社会の人口構成

の型に近いととはいうまでもない。すなわち ，ニュー タウンにおいて

は，独立住宅の全住宅中に占める率の多少によって人口構成が異なり，

とくに社会福祉の対象となるべき児童，君主人の全人口に占める率が左右

される。いいかえれば，集合住宅には乳幼児人口が非常に多く，逆に老

人人口が少ないが，乙れが，ニュータウンの人口構成を一般社会のそれ

と異にしている原因となっている。

2. ニュータウンにおける老人問題

以上述べたように， ニュー タウンにおける老人数は一般社会 IL比較し

て非常に少ないが，集合住宅の構造からして，数は少なくとも老人が ζ

のなかに他の家族と同居している乙とに問題がある乙とが多い。家族形

態の近代化にともなって，現在の日本では多くの老人問題を発生してい

るが，乙 の新らしい住居形式を中心とした生活機式の変化は，と くに適

応能力を失いつつある老人にとって問題をお乙しやすい。

団地に居住する老人と一般住宅地区に居住する老人について比較調査

を行い ，団地居住老人の健康と生活における社会医学的問題点を追求し

た長谷川訟氏は ，その調査結果から ，

イ 団地居住老人は一般住宅地区居住老人と比べて自覚症状保有率が高

く，身体不自由 ，介助の必要を訴えるものが多い。また団地老人の

家族は一般住宅地区老人の家族と比べて，老人の精神機能低下の程

度を強く感じているものが多い。

ロ 団地老人の乙のような健康上の問題は，老人と家族との聞の心理的

緊張が団地においてとくに高い乙とからもたらされたものである。

ハ 団地において乙のような家族関係の緊張がとくに高い理由は，経済

的自立性に乏しく，家族への依存度が高い団地老人の社会的性格に

加えて，団地老人世帯の生活水準の低さ ，団地居住者( とくに子夫

婦〉の夫婦中心主義的生活態度，住居の狭さ ，老人の社会性を乏し

くしている団地の社会構造等の社会環境条件が緊張を増幅している

乙とによるものである 。

と結んでいる。

ζ のほか，賃貸住宅居住者には持家指向者が多く，転出入率が高い，

と先IC述べたが，とくに公営住宅においては，生活力の弱い世帯が乙げ

つき，生活水準の低い老人世帯がふえてスラム化する乙とが将来の問題

として懸念される。

3. 泉北ニュータウンの老人福祉施設

一般に ，老人福祉施設としては，つぎのような種類が考えられる。

① 養 護 老 人 ホ ーム

②特別援護老人ホ ーム

①軽' 1 ! 1 老人ホ ーム

④ 有 料 老 人 ホ ーム

⑤老人福祉センタ ー

⑥老人クラプセンタ ー ( 老人集会所)

乙のうち①~④は収容施設であり ，⑤⑤は居宅老人のための施設であ

る。乙のほか，最近，老人対策上最も重要な課題として採り上げられて

きた医療リハビリテ ーション施設として，

① 老 人 病 院

③老人リハビリテ ーションセンタ ー

①老人デイホスピタル

などが考えられる。③は老人の損傷段能の回復を目的とし，入院施設も
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備えられるものであり ，③は比較的元気な老人が昼間だけ通ってくる医

療施設である。

では，乙れらの老人福祉施設が泉北ニュータウン計画のなかでどのよ

うにとらえられているかをみてみよう。

泉北ニュー タウンのなかに現在開設されている施設は，つぎの施設で

あ る ( 第 1図)。

①老人福祉センタ ー

延寿荘… ・設置主体: 大阪府

経営主体 : 社会福祉法人厚生会

② 軽費老人ホ ーム

軽費老人ホー ム延命荘( 察室50戸)

… 設置経営主体 : 社会福祉法人さっき会

老人福祉センタ ーは， 居宅老人に対しては各種の相談に応ずるととも

に，健康の増進，教養の向上およびレクリエ ーションのための便宜をは

かる総合的施設である。乙の施設がニュ ータウンの開発当初に設置され

た乙とは，ニュ ータウンの老人対策が当面即居宅老人対策である乙とか

らして，当を得た施設誘致であったといえよう。

一方，軽費老人ホ ームなどの収容施設は， ニュー タウン居住者からは

必ずしも当面必要とされない施設ではあるが . 10年あるいは20年の後に

はニュ ータウン侭IJ からの需要も発生するものと考えられる。また，かつ

ては福祉行政の貧困からあたかも隔離施設のように扱われてきた ζ れら

の施設が，ニュ ータウンのなかにあるというととは施設の利用者にとっ

て，周囲から孤立する乙となく ，健全な通常社会 コミュニティの構成員

として参加できるという喜びがあり，非常lζ 好ましい結果を生むという

乙とが，千里ニュータウンの例なとカ3 ら明らかになっている。

ニュ ータウン居住老人が現在最も希望する施設は老人集会所である。

ニュータウンにおいては老人クラブ活動が盛んであり，また，加入率も

一般住宅地区に比べて高い。泉北ニュ ー タウンでは各住区に ＱｾＳ の老

人クラプが結成されており，現在ｴｊＺｦｊ ｾ Ｗ Ｑ∞ 人の老人が加入しているもの

と推測される。しかし，その活動の拠点となる集会所は老人専用のもの

ではなく，企業局が住区単位に設置した近隣センタ ー内の管理棟の集会

室や，集合住宅の集会所が利用されている。という乙とは ，月に数回決

められた日時のみにそ乙が老人の場所として提供されるにすぎない。老

人集会所は老人ないしはクラブ自身の活動の場であって，何かを与えら

れるのではない。若人が自分たちの場所として所属感をもち，その速営

IC責任をもっ自発性を育てる場所であり，いつ何時でも好きなときに自
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由に出入りできる場所でなければならない。彼らはそ乙で家族以外に自

分の存在をみとめてくれる仲間を見出だすのである。泉北ニュ ータウン

では前述の軽費老人ホ ームに隣接して堺市立の老人福祉センタ ーが現在

建設中であるが，機能的には老人集会所IC近いものであり ，泉北ニュ ー

タウンで最初の老人集会所というととができょう。地元堺市では，昭和

45年度より府の補助金等を利用して， 1小学校区 1老人集会所を目標と

して建設事業が進められており ，泉北ニュー タウンにおいてもとの若本

計画に従って設置する方向で種々検討がなされている。府企業局では老

人施設にかぎらず，将来の社会の要求に即した対応ができるよう ，公益

的施設用地として適宜保留地を確保している。

さらに老人施設を考えるとき ，先IC問題点で述べたが，老令と病気，

身体障害との相関関係を忘れてはならない。 昭和41年 2 月IC吹田市の保

健所が行なった団地調査によれば，公団住宅居住者の65才以上の老人の

うち ＲＱ ｾ ぢが身体不自由者であり ， また府営住宅居住者では Ｒ ＶＹ ぢとなって

いる。 ζ のような老人 IC診療の機会を与えなければならない。老人医療

の無料化はようやく実施されてはきたが，一方において医療機関の不足

がうきぼりにされてきている。

4. 泉北光明池社会福祉施設構想

乙うして老人福祉をはじめとする各種社会福祉対策IC対する関心が高

まってきたなかで，泉北ニュー タウンの一角に新らしい基本構想に立脚

した社会福祉施設 センタ ー の建設計画が企業局において検討されてい

る。とはいっても ，現時点ではあくまでも 私案の域を出ず，その計画の

具体化， さらには実施という面は，今後の行政サ イド の専門的な判断

と， その上での取り組み方にまたねばならない。

乙乙で，乙の構想の一端を紹介すると ，それは泉北ニュー タウンの光

明池地区の一角約 10 ha のと乙ろに ，乙れまで単独の目的をもったもの

として個々に計画，設置されてきた老人，身障者などのための各種社会

福祉施設を，互いに密接な関係をもった施設として総合的にとらえ，し

かも ，乙れらの施設が周囲から孤立する乙となく ，乙れらを利用する人

々が健全な通常社会 コミュニ ティの構成員として参加でき ，また一般住

民にも広く利用される乙とによって，それらの人々の福祉にも貢献しう

るような新らしい社会福祉施設を建設しようというものである。

そ乙 IC含まれる施設として，つぎのようなものが考えられる。

① 病 院

②老人リハビリテ ーションセンタ ー

老人デイホスピタノレ

③老人福祉センタ ー

@ 軽 費 老 人 ホ ーム

有料老人ホーム

⑤ 職 業 指 導 所

⑥ 共 同 作 業 所

⑦身体障害者福祉センタ ー

③ 身体障害者職業訓練校

③身体障害児療育訓練センタ ー

⑬身体障害者ホ ーム

乙れら施設相互の関連は第 2図の機構図の通りであるが，乙の地区が

一般社会から孤立 した特殊な社会にならないよう ，レ クリエ ーション ・

エ リアを一般人にも開放 したり ，屋外児童施設( ミニ動物園など) を介

在させるなどの工夫も必要である。

しかしながら他方において，乙れら福祉施設は小規模なもの として健

全社会のなかに分散すべきであるとする考え方もあり ，乙の泉北光明池

の社会福祉施設をいかなる内容にしろ ，実施するか しないかという乙 と

も含めて，今後十分時間をかけて検討していかなければならない。

5. お わ り に

以上泉北ニュー タウンにおける老人福祉施設を中心IC，ニュー タウン

における老人対策について述べてきたが，いずれに しても今までニュー

タウン計画のなかで老人に対する配慮が十分なされてきたとはいえず，

また，老人施設についても積極的に計画がなされてきた とはいえない。

しかし，老人はその家族や知人の附近において居住 したい という本来的

な要求をもっているという乙とを認識し ，老人を地域社会から孤立させ

る乙 となく ，婦人や青少年がボランティアとして者人クラプの活動を援

助したり ，また反対IC老人クラプのメンバーが地域社会活動の参加 した

り奉仕活動を実施しうるような ，健全で暖かい社会を生み出せるニュ ー

タウン造りに開発者，入居者等関係者が力を合せて努めなければならな

い。

i >考文献

自 衛 誌 第23巻第 3 号 1968年 8 月

「団地老人 IC関する社会医学的調査研究」 長谷川 豊

( かわかみ まきお 大阪府企紫局宅地開発郎企画腺企画第 l 係長〉
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都市における老人ホームについて

角 野 知 義

は じ め に

昨年12月に中央社会福祉審議会老人福祉専門分科会が「老人ホ ームの

あり方J IC関する中間意見( 以下「中間窓見」という) をまとめた。

ど承知のとおり ，との中間意見は，今後の老人ホ ームのあり方につい

て 「施設体系J ， i設備 ・構造J ， i 運営 ・管理J の問題にわけでかな

り大胆な構想を展開している。

乙の中間意見をめぐって，各方面において種々の論議がかわされてい

ると とと恩われるが，本テ ー7 においても ，中間意見と無関係IC述べて

い く乙 とはできないので，乙れと関連させながら ，以下二，三の問題に

ついて考えていきたい。

もとより ，充分な論議を深めたわけではないので， i雑感」といった

ような程度で受けとめてもらえれば幸いである。

1. 老人ホームと地域社会 〈地 域 性)

従来の老人福祉対策の考え方は「施設老人福祉対策」と「在宅老人福

祉対策」と明確に区別されてきたが，老人世話ホ ーム( 軽費老人ホ ーム

B 型) の構想や特別養護老人ホ ームにおける在宅老人を対象とした機能

回復訓練の実施，また民間ベースによって一部で行なわれている老人ホ

ームの給食設備を利用した在宅のねたきり老人や一人暮らし老人に対す

る給食サービスの実施等を契機として老人ホ ームの地域社会との結びつ

きという乙とが，にわかに具体性を帯びてクロ ーズ ・アップされてきた

ように恩われる。

中間意見は老人ホ ームの乙の地域性という問題について，老人ホ ーム

の設備 ・構造のあり方のなかで，地主主利用 IC供する設備として「集会

室，ワーク ・J レーム，食堂等老人ホ ームが地域社会のための施設として，

地域老人のニ ー ドIC応えうるような必要な設備の整備に努めるべきであ

る。」とその考え方の一端を述べている。また中間意見は，直接乙の点

にふれてはいないけれども「老齢福祉年金制度の成熟，住宅対策，在宅

主主車並主主史主主に伴い，老人ホ ームもまた新しい姿が指向されZミ

きである。」とその提出理由で述べ，また「老人ホ ームの体系は，ケア

ーを要する老人は所得の如何に拘らず，その心身機能の状態に応じて入

所できるような体系へ移行させJ ， i老人ホ ームを収容の場から生活の

費三高め」る乙と ，さらに「心身機能の変化に対応子る処遇を確保し，

ま た 銭 捜 悠 控 室 主 竺 必 箆 を 考 え，さらに施設経営の合

理化等の観点から同一敷地内に各種の老人ホ ームが有機的に設置される

コンビネ ーシヨン ・システ ムの必要性が今後益々増大する乙ととなろ

う。 」と施設体系のあり方のなかでt述べているように，これらー述の記

述によって，

(1) 者人ホ ームへの入所対象者の顕在化

老人ホ ームへの入所要件における経済的要件を取り除く乙とによっ

て，乙れまで統計的に出されている ，いわば潜在的な入所希望者の

ほとんどが，その対象となるのではないか。

(2) 了入所希望者の増加

老人ホ ームを 「収容の場」から「生活の場」へ高めるととによっ

て，従前の老人ホ ームのイ メー ジが転換 し， 君主人に とっても若い人

々にとっ ても，老人ホ ーム自体が身近な存在となり ，入所希望者が

さらに増加するのではないか。

(3) コンビネーション ・システムによる効率的利用

生活環境の変動を喜ばない老人の特質等を考えて コンビネ ーション

・システ ムを採用していく乙とは，同一敷地内 IC各種の老人ホ ーム

を設置する というよりも ，都市の場合，用地の効率的な利用という
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点からもむ しろ，同一建物内への各種の老人ホ ームの設置が促進さ

れていくのではないか。

おおむね以上のような乙とが起りうるのではないかと恩われる。そし

て乙れらのととが結果として，老人ホ ームの地域性というととと無関係

に考えていく乙とはできないのではないか。むしろ ，今後の老人ホ ーム

の設置にあたっては ，乙れを促進し従来の「施設」と「在宅」といった

関係を越えて，老人ホームは，地域における在宅老人との深いかかわり

あいのなかで，乙れを一体的 lζ 考えていく方向を示しているのではない

かと恩われる。乙のと とは，地場社会との交流が少なく ，地縁，血縁関

係、がうすいために ，と もすれば，孤独におちいりがちな在宅の老人に対

する福祉対策の充実が強く叫ばれている都市においては，今後，大きな

窓味をもつものといえよう。

2. 老人世話ホ ーム ( 経 費老人ホームB型)

現行の老人ホ ームの体系のなかで最も地域性の強いホ ームは，老人世

話ホ ームである。乙の世話ホ ームは，いわゆる介護人っきアパー トとい

われ，昭和46年度社会福祉施設整備費のなかに組み ζ まれた ζ とは，記

憶に新らしいと乙ろである。( 今回の中間意見においては，世話ホ ームは

「かなり介護を要するが，自炊をたてまえとするホ ーム」とされている〕

乙のホ ームの特徴は，(1) -人暮らし若人 (2)健康な老人 (3) 自炊がた

てまえ (4) 家賃的な利用料を支払う (5) 国からの運営費( 措置費) がな

い (6)所得制限がほとんどない (7)職員配置が少なくてすむ (8) 在宅老

人福祉サービスが受けられる (9) ホームからの就労が可能，等従来の老

人ホ ームのイメ ージを転換した施設で・ある。

世話ホ ームが，地域性が強いと考える理由は，上記の特徴のほかに，

国における設置基準が単独設置では50人以上の定員が必要であるが，他

の老人福祉施設と併設する場合は，20人以上で設置が認められるという

点である。

大阪市ICおいては ，いち早く ζ れらの点 lζ 着目して，居室35. 老人福

祉センタ ー併設の世話ホ ームを公立施設として，全国ではじめて設置

し，本年 l 月17日から供用を開始したと ζ ろである。

供用開始後，未だ日も浅く ，早々に結論をくだすととは危険ではある

が，乙の世話ホ ームが先IC述べたように従来のイメ ージを転換させる ユ

ニー クな施設であるにかかわらず，現時点においてかなりの問題点が提

起されてきているので，大阪市の実情等をふまえてつぎにふれてみたい。

(1)  自炊について

世話ホ ームが自炊をたてまえとする乙 とは，利用老人が健康であると

いうととを前提とし， 病気などの ときに寮母が一時的に食事の世話を行

なう乙とになっている。乙れについては. ( ア) 夫婦 ・女の場合はともかく

男の場合や高齢者の場合，自炊の習慣を身につけている老人が少ない。

Ｈ イ Ｉしたがって ， 食事の偏りや場合によっては Ｑ 食 ｾ Ｒ 食を抜く乙とが考

えられ，老人の栄養や健康管理の面で不安がある。( ウ) 自炊をしていても

君主人の乙とであるので，ガス器具等の使用による事故の不安がたえずつ

きまとう。( エ) 在宅老人福祉サービスのなかで，一人暮らし老人やねたき

り老人に対する給食サービスが取沙汰されている乙 とへの若干の疑問。

以上のような問題があり ，実際には大阪市においては ， Ｒ ｾＳ 人の老

入lζ 対 して，常時給食を行なわなければならない。また，山梨県の民閣

の世話ホ ーム についても ，ほとんど全員から実質を徴収し ，一 日3食の

給食を実施しているような状態である。

(2) 職員の配置基準について

健康な老人を対象としているため，世話ホ ームにおける職員の配置基



老 人 福 祉 施 設 の 設 備 ・ 運 営 基 準

地徴 設 f晶z
側 1長

設頬 面 積 建 訟 費 負担割合 1孟 f相 基 準

特 ( 国) (1) 1  施訟の定貝は50人以上

別養護老

I 人当り 19. 8m' !1 (2) 構造は、耐火建築( 鉄筋コンクリート)

( 50人・ B 地区) ( 都道府県) ただし、平屋の場合は簡易耐火 ( プロッ

- 延面積 99001'  7 ) で可

人 ・ 単価 ｐｾ ，Ａｾｾ円 7< (3) 1居室に収容する人員は 8 人以下

ホ
4，320同 (設置E者) (4) 居室町面械は l 人当 り4. 95m'以上

- 経 費 57，150千円
}イ

(5) 廊下の巾{ ; l 1. 8 m、中腕 F は2. 7m以上

よ‘
(6) その他、 建築基準法徴用

事E

l 人当り 15.8m' ( 1) 特養の(1) に同じ

Z量

( 50人・B 地区) 上 (2) 栴造( ; I 簡易耐火 ( プロヴク 以上

老

人
- 延面積 790m' (3) 1)号室に収容する人員 {;: 4 人以下

単 価 { 4開 0円
同 (4) 居室町面積は l 人当り 3. 3m' 以上

ホ

じ (5) 廊下のけ1{; l 1. 3 m. 中廊下{ ; : 1. 8 m以上4，120問

ム

- 経 費 40，250千円 (6) その他、建築基準法準用

経

資(
l 人当り 16. 5m' 

( 1) 特養の( 1) に同 L

老A

( 50人 B  地区) 上
(2) 養護の(2) に同じ

人
- 延面積 825m'  

(3) 建物の面積は l 人16. 5m以上

ホ型 単a 価( 41. 叩
同

(4) 居室は l 人1 愛で6. 61ザ以上

4，120円 じ
(5) その他. 建築基準法準用

ム
ー経 費 38，550千円

経B
( 1) 独立施訟50入、併殺20人以上

費型
l 人当り 24. 8耐

(2) 養績の(2) に同じ

老人世話

( 50人・白地区) 上

- 延面積 1  ，240m'  

(3) 建物の面械は、 l 人24. 8m' ( 7. 5坪) 以上

(4) 居室は倒室で単身用 16. 51n' . 夫惜用24 .8m'

ホホ 単 価 ( 4 1 7∞円
同

以上

I
I  

4，120阿 じ
(5) 居室部門に調理設備訟置

ムと

- 経 費 57，550千円
(6) その他. l J ! 築基i悼法徴用

老

人 ( 国)

福祉
l ヵii，'r 2，350千円

(1)建物は、簡易耐火 ( ブロ， 7 ) 以上

495. 5m' 以上 ( 都道府県 )

(2) 主主物面慨は495 . 5m' ( 150坪) 以上

セ 経費( 定額) 2，350千同

(3) 浴場は、公衆浴犠法の適用
ン

7，050千円 (位置者)

ヲ
2. 350千円

準がきわめて低 く算定されているが，乙れについては ，肘先の給食 とも

関連 して，大阪市の場合，前述のとおり常時 2- 3 人の給食を行な って

いるため ，寮母 2 名が三度の食事を準備するために買物，調理，経費の計

算などにかなりの手をとられた。 μ) 老人世話ホ ーム が，介護人付の アパ

ートと いっても ，あくまでも老人ホ ームであり ，ホームの管理上老人の緊

急時に備えて夜間の宿直，休日における日直の体制を組む必要がある。

( ウ) 老人の心身機能の衰えによって介護密度が次第に増大していく。

(3)  利用料について

現在の世話ホームは，ホーム建設にともなう若干の原価償却約な経費

と定員規模に よる職員の標準配置基準によ って算定された定額 6，( 別 円

を加えた経費を利用料として老人から徴収して施設の運営にあたってい

るが，上記(1)，(2)の問題点が解決されない限り ，経営上の不安はきわめ

て大きい。ま た老人の側からみれば，利用料の割 iζ 受けるサ ービスが他

の老人ホ ームと くに軽費老人ホ ームA 型 と比 して低いのではないか。

(4)  設置基準について

世話ホ ームの設置基準は，前述の とお り，単独の場合50人以上，併設の

場合は20人以上と されているが，老人福祉センタ ーとの併設の場合を除

いて ，他の老人ホ ームとの併設の場合は，それぞれの設置基準が50人で

あるためにとれを満たす乙とができなければ設置できない乙とになる。

(5)  施設の移行について

者人の心身機能の衰えによって，いずれは特別養護老人ホ ームへ移行

しなければならないケ ースが生じてくる。世話ホ ームにおいて も例外で

はなく ，大阪市のような場合，ζ の問題は深刻である 。

3. 都 市 に お け る 老 人 ホ ー ム の設 置 傾 向 に つ い て

現在の老人ホ ームの種別は，特別養護老人ホ ーム，養護老人ホ ーム，

軽費老人ホ ームA およびB 型の 4 種類となっているが，中間意見による

今後の施設体系の方向は ，老人ホ ームの入所要件における経済的要件を

取り除くととによって ，老人の心身機能の状態 11: 応じて ，濃厚な介護を

要する老人のためのホ ーム( 現行 特虫色相当) ，かなり介護を要する老

司監 営 関 係

l 人1 ヵ月当りの経費 負担割合 職 員 の 基 準

入 所 条 {キ

( 50人施設〕 申地

( 国)

生活費 15，100円 〔公的措置〕

事務費 37，300円

'fi: 母定数 5 ・1

( 1 ) 身体上又は精神上の著し

%  
宮十 52，400円

( 都道府県)
( 50人施訟〕・…・ 18人

い障害のため常時臥床

( 100人地訟〕ー甲地
または市

(2) 常時臥床ではないが、日

生活費 15. 100同
(100人総歓) " '31人

常生活の大半を他的介助

事務費 32，000円

ｾ＠
による

E十 47，100円

〔公的措置〕①および②の

( 50人施訟〕ー甲地

両万を満たすこと

生活費 12，200円

。身体上、精向上又は環境

事務費 18，900円 上

'fi: 母定数 15 :  1  上の瑳由

( 1) 身体上、精神上の障害

計 31，1∞円
( 50人施設〕・・ 10人 (2) 家庭環境

( 100人指設〕ー甲地 同

生活費 12，200問 じ

(3) 住宅事情

(100人総設〕 ー16人 ②経済的理由

事務費 15，300円

(1) 生活保綬

計 27. 500円
(2) 市町村民税均等割以下

(3) 災害等での所得変動

( 50人碕設〕 ー甲地

{ 国)

4>務費減額

生活費 12，200円

の}ぜ 'fi: 母定数 20 :  1  

〔契 約〕

事務費 16，800円

( 都道府県 )

生活費に充てることの所

1十 29，∞0円

事務費減額 ( 50人施設〕・ー. 9 人

1辱等が利用料の1 . 5 f苦( 約

〔減免〕

の! 1

4 万4 千円 ) 以下で

12. 400円- 1 5，400内

(利用者) れ00人地設〕 ーー13人

( 1) 身許リのない者

〔利用者負担〕

生活費と事

(2) 家族との同居困維

13，600円- 1 6，ω 0同

務費の一部

ＨＳＰ 人地ｾＩ 甲地 事l
( 20人地設) . . .... 2 人

〔契 約〕

7，8∞同 - 8 . 100円 用
( 30人施設〕ー ー3 人

家縫環境、住宅事情等の

者 居宅生活が図維な者

( 50人範訟〕 負
( 50人地訟〕ー ー4 人

( 自炊ができる程度的健康

8，0∞円 - 8，3∞同 t!! 
( 100人総設〕・. 5 人

状態にある者)

訟

〔利用料〕 置
専任の長

者

相1虫、指海を行な

地域の街=主主人の利用

無料または実質 負

う戦貝

その他必要な職員

t旦

(i 主) 資料 老人問題その背景と対策 ( P56- 57) 財団法人老人福祉研究会

人で給食をたてまえ とするホ ーム( 現行養護および経費A 相当) ， か

なり 介護を要するが自炊をたてまえ とするホ ーム ( 現 行 軽 費B 相当)

の 3種類に統合 しよう としている。

乙のような趨勢のなかで，今後都市における老人ホ ーム を設置 してい

く場合，最も ニー ドの高いホ ームは ， 特別養護老人ホ ーム を別 とすれ

ば，世話ホームではないかと思われる。

しか し世話ホームについては ，前記2. のような問題があり ，その建前

と実態において，かなりの開きがあるので，その設置を促進する ととは ，

現状において相当の負担を覚悟しなければならないであろう。世話ホー

ムの問題点を解消する 方策は ，一つは ，コンビネーション ・システム の

促進であろう し， 一つは，既存のホ ームに対しては，特別の基準を設ける

乙と，一つは濃厚な介護を要する老人のための居室部分をあらか じめ設

けていく よう設置基準を改正する ，といったような方策が考えられる。

いずれK しでも ，老人ホ ームが地域社会との密接な関係、のも とに設置

されていくならば，老人ホ ームの老人達は ，単にホ ームの収容者と して

だけではなく て，地域社会を矯成する一員 として位置づけ されていく で

あろう と思われる。したがって ，今後の都市における老人ホームの設置

は，乙のような考え方を前提として，世話ホ ームを中心として設置 され

ていくであろうし ，また ，在宅老人の地域福祉活動の拠点である老人福

祉センタ ーとの併設ともあわせて ，その設置が，さらに ，促進されてい

くであろうと恩われる。

む す び

以上都市における老人ホ ームについて ，中間意見の構想と老人世話ホ

ームを中心に述べてきたわけであるが，何度も繰り返してきたように ，

今後の老人ホームが，地域社会と密接な関係をもち つつ設置されてい く

ととは ，ほぼ間違いのないととろであろう。そうした場合，中間意見を

含めた現在の老人ホ ームの体系を ， 老人ホ ームの地域性 という観点か

ら，さらに深く検討されてよいのではないかと思われる。

( かどの ともよし 大阪市民生局福祉部老人福祉謀長)
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( 日 本 建 築 制 験 問 り 回 t

| 試 搬 置紹介・ その 10

第 1--- 第 4 残響室

当試験所の音響実験棟は各種建築材料の音響試験のために計画され，そ

の建物は併殺の熱実験棟とともに昭和47年 (1972) 9月に竣工した。 第

1図，第 2図に示すように ，第 1- 第 4 までの残響室および測定室の 5

室からなる音響実験棟は，資材置場を介して熱実験棟と対向しています

が，自動車通過音など外部から伝搬する騒音，振動を防ぐため ，幹線道

路から最も奥まった場所iζ 位置 しています。また ，熱実験棟の空調機械

室 IC対しても ，音響測定時にお ζ る有害な騒音発生，振動伝達の防止を

怠図 して，コ ンプ レッサ ・空調器の足に防振 ゴムをかませる と同時に ，

周壁を吸音性仕上 げとし，床四局には エラスタイト ゴムによる縁切をお

となっています。 一方，音響実験棟自身も構造体を通じて国体伝達音が

他室での測定lζ 影響を与える恐れがあるため ，第 1 ・2 ・4 残響室およ

び測定室の 4 室，第 3残響室，資材置場の三者をそれぞれ構造的 IC独立さ

音響試験部門

熱E式験部門

10 m 

第 1図 音 響 ・熱鼠験棟平面

G_ I. 

5m 10  m 

第 2 図 残 留 室 断 面

第 1褒 各残密室の室表面積・室容積など

名 |床 面 積 | 室表面積 | 室 容 積 | 規 定 室 容 司 ( nf )

I  ( O{ )  I  ( 0{ )  I  ( nf )  I建築基構法IJ  1 5原 架11 5 0推 奨

!$ 1 残 ' 室

第 2

第 3

第 4

50  建築と 社会/ 1973年 6月号

> 200 

> 100 

> 100 

> 1∞ 

GENERAL BUl LDI NG RESEARCH CORPORA Tl ON  

本試験所 ⑤ 565 吹田市藤白台 5丁目 125 電話/ 千里局 (068)  72- 0391 代表

大; 定分室 : W 531 大阪市大淀区長柄西通 2丁目 35 電話/ 大阪 (06)  351 ー 7217

せ，その境界にはネオプレン ゴム，空気庖，エラスタイ トゴム， スタイ

ロホ ーム，コーキ ング材を用いたジ ョイン トを適宜使用 しています。

そ して，以上のような騒音 ・振動の伝搬防止を計った結果，現在音響

実験棟においては測定上有害な暗騒音上昇もなく ，第 1残響室は残響室

法政音率，第 2 ・3 残響室では壁 ・サッシ窓等の音響透過損失 (遮音) .

第 2 ・4 残響室は床 ・天井の衝撃音試験および音響透過損失測定をお乙

なっています。個々の残響室がもっ室の規模は第 2 図および第 1表 lζ 示

すとおりですが，ζ れら 4 室は室の良好なる拡散性と長い残響時聞を必

要とするため ，不整五角形の平面と傾斜天井あるいは傾斜壁をもち作為

的IC室空間を不規則にしています。また ，壁の内面は 3∞m m厚の コン

クリ ー ト打放しの上にペイン トを塗り反射性仕上げに しています。

以下，各残響室の使われ方をど理解いただくため ，残響室を使用して

お乙なわれる音響試験をど紹介します。

残 響室 法 吸 音率

残響室内の試料あり ，なしに応ずる残響時閣の差から ，計算によって

試料の吸音率を求めます。試料のあらゆる方向から音が入射するので ラ

ンダム入射吸音率ともいいますが，公刊されている吸音率デー タはすべ

て乙の値であり ，建築音響設計の吸音力計算IC用います。

本試験所では室容積の最も大きい第 1残響室を用いて ，壁 ・天井 ・床

などの建築構成部分，椅子などの家具類，敷物 ・カーテンあるいは人物

などの吸音率もしくは吸音カを求める乙とができますが，なお ，試験依

頼が幅奏する場合は第 2. 第 3 残響室も規定IC沿う室容積をも っていま

すので ，乙れらの部屋でも残響室法吸音率測定が可能です。

本装置では J IS A  14ω 「残響室法吸音率測定方法J • I SO R ー354

1963にもとづく試験ができます。

試 料 面 積 ・… … "8. 5- 12nf ( 床置あるいは壁面への固定)

必要供試体数 ・・…・・… l 体以上

界 壁の透 過損 失

2 つの残響室の一方を音波、室，他方を受音室とする 2 室の界壁関 口部

に一般壁，サ ッシ窓 ，扉 ，遮音パネ J レなどの供試体を装着 し， その遮音

量〈透過損失) を測定 します。当試験所では乙の測定のため に，第 2 • 

3.  4 残響室を使用 します。すなわち残響室の使用方法は第 2 図にも示

したとおり ，第 2 残響室を音源室とし ，供試体が壁の場合は第 3残響室

を，床ある いは屋根の場合は第 4 残響室( 地下〉を受音室 とし ます。

本装置でお乙なう試験としては ，建築基準法にもとづく建設省告示第

ぬ8号「遮音性能試験方法J • 1  S  0  R- 140 1963. J IS A  0 0 0 0  

原案があります。

なお ，本試験のうち ，第 2. 第 3残響室を用いる音響透過損失試験は

昭和48年 1月をもって建築基準法にもとづく界壁の遮音構造指定に関 し

て，建設省指定試験機関となりました。

供 試 体 寸 法・・・ …・・壁 : H  2.55mXW 4. 15m 

床 : H  2. 65mx W 4. 15m 

必要供試体数……- ー .1 体以上

床 の衝 撃音 試験

第 2. 第 4 残響室の関口部に床または天井の供試体を設置 し， あるい

は常設の コンクリ ート 製フタの上にカ ーペットを敷くなど してその上で

1  S  0 規格K もとづく衝撃音発生器( タッ ピングマシン) を駆動させま

す 。 階 下 ( 第 4 残響室〉における平均音圧レベルを求めますが，階上で

の衝撃に対する床 ・天井構造の音響遮断性能を試験 します。なお ，本試

験方法は 1 S  0  R ー 140 1963 にもとづくものであります。

供 試 体 寸 法…・・・・ ・一L 2. 65mx W 4. 15m ( 但し ，カー ペ ット など

敷物の場合は L 1 ∞mX W 0. 8m)  

必要供試体数 ・・.. ...... 1体以上

| ニ ュ ー ス |

昭 和48年 度収 支 予算 お よ び新 評 議 員決 ま る

3月30日大阪大林 ビルディ ング会議室において第25回理事会を開催，

昭和48年度収支予算( 収支各 205.α ね. ( 別 円) および新評議員85名の委

嘱が原案どおり承認可決されました。
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小 池 利 男

構造設計の実務IC携わる立場から ，計画，計算，チェックなどに有効なデータを作成して設計の合理化と ，合理化によって生

ずる時間を，より多く構造計画と設計結果のチ ェック lζ 割当てたいと常に考えている。

鉄筋コンクリ ー トの構造設計についても ，建築学会の規準式IC基づく各種図表の利用 ，先輩諸氏のさらに合理化と使いやすさ

を考えた図表や数表などの利用 . m: 子計算機による応力解析から断面設計までの一貫システ ム化などが合理化の対象としてあげ

られるが，当社においても ，合理化の方法を試行錯誤の上，設計システムと各種データを作成して，実務lζ 対処しており ，作成

した各種データを以下 IC紹介する 。

園設計システムの概 略

構造計画については ，骨組の略検討プログラムなどを利用して，試算の合理化を図り ，実施設計については ，応力解析用プロ

グラム と，水平荷重の再分配を行なって設計応力を算出するプログラムを作り ，それらを利用 して，応力解析結果の再検討や，

設計者の判断による設計応力の決定が可能なシステムを採用している。電算機利用は ，設計応力を算出し断面設計用書式lζ て出

力するまでにとどめて，断面設計は，下記lι 紹介する各種データ! とよって設計を行なっている。

- 数表データ作成の意 図

(1) 各部材の許容耐力を数表化して，許容耐力と設計応力を対比させ，許容耐力 一設計応力= 余力，または，許容耐力/ 設計応

力= 安全率の形で表現する ζ とができる。

(2) 数表は図表と異なり ，必要な数値が記載されているゆえ ，許容耐力を知る乙とが速く ，かっ確実にで会る。

(3) 以上の利点を利用して ，断面設計に設計者の窓図( 各部材の連続性や，応力集中箇所の安全率確保など) を許容耐力にて表

現できるとともに ，設計結果のチェックや，設計変更時の処置を，敏速に行なう乙とができる。また構造計画資料としても

有効である。
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. R C突の許容曲げ耐力数表 表 1 は学会規準 ( 14条 7 式) !ζ 基づいて，各種配筋 lζ 応じて，その中立軸 X n を求め，

圧縮側許容モー メント C l と引張側許容モー メン トC 2のうち ，小さいほうの値を許容曲げ

耐力として示している。

梁成D を定め，各種鉄筋径，ヌド数lζ 対応する梁幅20- 55の場合の許容耐力を，左側 IC長

期，右側に短期とわけで記載している。

例 使用鉄筋 ＲＲ φ • D =50. B =30. 引張筋 5 本，圧縮筋 2 本の場合は，短期許容モー メ

ント 18. l t mで- ある。

断面の種類はD = 40- 150. B =20- SSの組合せたもの。コンクリ ー トと鉄筋の組合せは，

C  180- 240.  S  R 24.  S  D 30.  S  D35.  S  D40を，それぞれ組合せた許容耐力表を備えて

いる。

. R C梁の許容せん断耐力表 表 2 は学会規準 ( 16条22式) IC基づいて ，各種断面の許容せん断耐力 Q A を示したもの

である。

表 2

梁成D. 梁幅B を定め ，スタ ーラップ 9 φ と13ゆを使用して ，各種ピッチの場合の ，長

期および短期の許容耐力を記載している。

例 B = 30. D =50.  M/ Q = 1. 05  ( a = 1. 20)  

スタ ーラップ 9 φ- 1 5 0 @の場合，短期許容せん断耐力は 16. 円である。

断面の種類およびコンクリ ー トと鉄筋の組合せは ，許容曲 げ耐力表と同置を備えている。
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. R C柱の許容曲げ耐力表
表 3 は学会規準 (15条15式) IC基づいて，モーメント λf と鉄筋量 a を既値とし . M とa

の各種条件IC対する許容軸力N M.A. Jτ とN MI Nを解析によって求め，車由力N の各条件lζ 対応

する許容モーメント j¥II A を示している。

柱成D. 柱幅B を定め，各種鉄筋径，本数lζ 対して，軸力の上下限範囲内における許容

曲げ耐力を記載 している。

例 B = 80. D =80で. P V:t P E が. 2∞t  or 25t の場合，短期許容曲げ耐力は . 5 - 22 

φで. 38. 5'皿 . 6 - 22φで44.5' m. 7 - 22φで50. 5' mである。

断面の種類は，正方形断面 35
2
- 1∞2 と，長方形断面はB = Dヱ20 の範囲とし ，コンクリ

ート と鉄筋の種類は ，梁の耐力表と同種類を備えている。

々
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. R C柱 の 許 容 せ ん 断 耐 力 表

表 4

表 4は学会規準 ( 1 6条2 5式) に基づいて，各種断面の許容せん断耐力 Q A Sを示したもの

である。

梁幅B を定め ，D = 35- 120，フープ 9 φ と1 3 φ を使用して，各種 ピッチの場合の ，短

期許容せん断耐力を記載している。

例 B= 8 0， D = 80，フープ 13φ ， 2 - 1 0 0 @の場合 ，短期 Q A S は， 6 3. 4 t である。

断面の種類は ，B ， D とも 3 5- 1 2 0，コンクリートと 鉄筋 との組合せは ，梁の耐力表と同

種類を備えている 。
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. R C床版の許容荷重表 表 5 は学会規準 ( 9 条 3式 4 式. 14条 14式. 17条 27式) に基づいて，版厚 t • 版形状

1  "' .  1  y . 鉄筋径，ピ ッチを既値とし ，許容モ ーメ ントと許容せん断力のうち ，小さいほ

うの条件に対応する許容床荷重を示している。

表 5

Ol J  t  =12.  1  "， = 3. 0m.  1官= 4.0m. 短辺 9φ- 21∞@. 長辺9 φ- 2 5 0 @の場合，許容

床荷重はO. 65t lrrf である。

版厚の種類は t = 10- 20. スパンの積類は 1"， = 2. 0- 6.0.  コンクリ ー トと 鉄筋の組合せ

は， 梁耐力表と同種類を備えている 。
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圃あ と が き

今回は鉄筋コンクリー卜 部材のうち ，梁，柱，床版のデータを紹介したが，他の部材や，鉄骨，鉄骨鉄筋 コン クリ ー ト部材に

ついても ，各種データを作成ずみまたは作成中であり ，機会があれば紹介したい。

データが完備すれば，データを応用する設計は，初心者にも可能であり ，技術者は，構造計画と結果のチ ェックに時閣を割当

て，さらに新しい技術の吸収と ，諸問題 IC::対する解決lζ 取り組む姿勢が必要と考えている。

記載内容についての意見と批判を下記までお寄せ下さい。

( c . いけ としを株式会社能勢建築梅造研究所)



日本建築協会

月間の動き

昭和48年 4 月分

理 事
. 6.  

τ"" 

25日 正午- 1 時半於大阪ガスビル食堂

出席者塚本会長ほか12理事，奥村監事

薮本，山下和歌山正副支部長

正午より新旧役員の会食懇談会を開催し終了

後理事会を開催，旧役員の出席者，清水前理

事，神谷前監事

議事(1)理事会務分掌ならびに主幹選任の件

(2) 定例理事会開催日決定の件

(3) 昭和48年度委員会委員委嘱の件

(4) 前年度よりの引継事項承認の件

(5)建築工事実務講習会会政決定の件

(6) 日本建築総合試験所理事 l 名推せんの件

(7) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

事 業 委 員 会

F  

「建築家に話を聞く会」の編集分科会

3 日 6 時- 9 時半於会館集会室

出席者福田晴皮氏，柳副委員長ほか 7 名

議事 「建築家IC話を聞く会」の「建築と社会」

誌に掲載の編集資料作成について

若い会員の集い小委員会

5  B  6 時- 9 時20分 於 会 館 集 会 室

出席者柳副委員長，西村幹事ほか 9 名

議事(1)1ヨ ーロ ッパの都市再開発事業について」

のオリ エンテ ーション実施報告

(2) [ " 建築家に話を聞く会」の「建築と社会」

誌掲載資料について

(3) 前年度小委員会よりの申送り事項につい

て

(4)昭和48年度の事業企画及び‘ 方針について

(5) そのほか

見学会小委員会

6 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者堤到委員長 ，鈴木幹事ほか 6 名

議事(1)3月IC実施した見学会の報告

(2) 昭和48年度の見学会企画について

(3)そのほか

広報小委員会

9 日 61時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 泉 ，木地前幹事ほか 8 名

議事(1) [ " 級近のウレタン防水及、ン ー卜 防水の材

料と工法について」の説明会実施報告

(2) 昭和47年度第 5 回展示写真( 超高層ビル)

実施報告

(3) 昭和48年度の事業企画について

(4)そのほか

委 員 会

12日 6 時- 8時 於会館集会室

出 席 者 花 房，小泉副委員長ほか 4 名

議事(1)昭和48年度正副委員長，幹事の選出につ

いて

(2) 各小委員会の事業報告並ひ‘ IL昭和48年度

の事業企画について

(3) そのほか

「建築家に話を聞く会」編集分科会

20日 6 時- 8 時半於会館集会室

出席者中村主査ほか 4 名

議事原稿調整そのほか

若い会員の集い小委員会

26日 61待- 10時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村，岩永，宮後幹事ほか 5 名

ゲス ト 交 通 公 社 山 地，岡本氏

議事(1) ["ヨ ーロッパの都市と建築調査団」参加

申込状況報告と結図式開催について

(2) 1ヨ ーロッパの都市と建築の歴史につい

て」のオリエンテ ーションの実施報告

(3) i建築家 lζ 話を聞く会」の「建築と社会」

誌掲載資料について

(4)本年度の事業企画について

(5) そのほか

編 集 委 員 会

委 員 会

9 日 3 時半- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者彦谷委員長ほか25名

議事(1)編集委員長の選出

(2)編集の技術的内容と企画の説明

(3) 本文 ・作品作風 ・シリ ーズものについて

(4) 5 月号= 大阪国際 ビルデイング特集報告

(5)6月号= 老人 コミュニティ特集報告

(6) 7月号= 建築家の自邸( 仮称) 特集報告

(7) 8 月号= 建築法規( 仮称) 特集報告

(8)シリ ーズもの執筆者交代について

(9)そのほか

作品作風小委員会

23日 6 1時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者谷淳之介ほか 6 名

議事(1)作品作風小委員会主査選出

(2) 7 月号作品特集の件

(3) 8 月号以降の企画

(4) スケッチブックの充実の意見

(5)定例日の決定

技術の頁小委員会

24日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者佐伯晃ほか 4 名

議事(1肢術の頁小委員会主査の選出

(2) 昭和48年度技術の頁のテー マと執筆者の

企画

住 宅 委 員 会

住宅企画小委員会

11 臼 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者恒成主査ほか 5 名

議事テレビ放送の企画についてほか

委 員 会

19日 5 時半- 7 時半於会館集会室

出席者小西委員長ほか13名

議事(1)正副委員長の選任

(2) 第10回よろず相談住宅展について

(3) 委員会定例開催 日の件

(4) そのほか

法 規 委 員 会

4会合同法規委員会

16日 2 時半- 5 時 於 関 匂 ホ ール

出 席 者 福 田 朝 生，市川宏( 協会). 片倉健

雄( 学会) . 岡本一郎( 家協会).

中原茂 (士会) ほか24名

議事(1) 新用途地域の決定

(2陸築協会法規委員会

|  建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委 員 会

18日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井上， 真塚正副委員長ほか12名

議事(1)委員長，副委員長，幹事の選出について

(2) 委員会の運営と編集組織について

(3) 発行計画について

(4) アンケート の総括解答について

(5) そのほか

建 材 委 員 会

委 員 会

26日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 山田委員長ほか 6 名

議事(1)委員長選任の件

(2) 顧問並びに副委員長選任の件

(3) 定例開催 自について

(4) 今後の事業企画について

見 学

. 6.  

=  

岡山国際ホテルと日本生命岡山駅前ピル (高

島屋) の新築工事の見学会

10日 l  時- 4 時半 参加者 25名

岡山国際ホテル

設計 ・監理三菱地所株式会社

施 工 岡 大 林 組，戸田建設附，共

間企業体

日本生命岡山駅前 ピJ レ( 高島屋)

設計 ・監理村野森建築事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

野村証券ピル新築工事の見学会

25日 3 時- 5 時 参加者 23名

設計 ・監理株式会社安井建築設計事務

所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

若 い 会 員 の 集 い

「ヨーロッパの都市と建築の歴史について」

のオリエンテーション
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17日

参加者

ゲスト

6時- 9 時

34名

於タ ーネンピ J レ

京都大学教養部

助 教 授 工 学 博 士 前 川 道 郎 氏

高層ビルを考える( 第 1 回) ・大阪大林ピル

28日 l  時半- 5 時於大阪大林ピ J レ

参加者 34名

講 師

附大林組本庖ピル工事々務所

所長新聞{ 言之氏

岡大林組本庖建築本部

設計部

役員・委員の見学と懇親会

14日 l 時- 7 時

中央公会堂西裳 IC. 集合 ・神戸製鋼所ど提供の

パス 2 台に分乗し l 時出発。阪神高速，名神

高速，再び阪神高迭を経て神戸製鋼所本社着

概況説明，工場見学後六甲オリエンタルホテ

ルにおいて懇親パーティ開催。

参加者 88名

役員 ・委員懇親会スナップ

|i4会 連 合」協定工事請負契約々款委員会|

2 日 3 時半- 6 時 於 日 本 建 築学会

出席者福田委員ほか 8 名

議事工事請負契約々款改正について

建 築 業 務 基 準 委 員 会

16日 2 時- 4時 於 日 本 建 築学会

出席者山根委員ほか15名

議事 l 戸建住宅建築業務基準( 案) について

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

10日 8 時- 9時半 於新大阪ホテノレ

出席者 82名

当日は阪急電鉄株式会社社長森蕪氏より「住

宅について」のお話を伺った。

4 月の入会者 ( 敬称略)

〔個人会員 20名〕

浅 井 潤 一

大 海 均

荻 野 正 英

木 村 健

桑 原 舟 ー

務 石 根

下 健 一

白 井 賢 治 ー 原 因 勲

高 橋 幸 世 森 三 夫

竹 谷 洋 助 十 蘇 下 興 一

保 栄 周 薮 内 情

寺 崎 秀 雄 山 下 ld 一

堂 問 事l 昭 山 村 j > 真 樹

中 谷 敏 春

( i - 佐会員 12名) ( 氏名省略)
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日本建築協会の

展示窓紹介

昨年「大阪にも超高層ビ J レ時代」と題して計画中の予

想写真をど紹介いたしましたが，乙としの初めより ，次

つぎと完成しつつある超高層ビルの内 ，新しく誕生した

大阪大林 ピルと 大阪国際 ヒワレを展示いた しました。( 展

示期間 4 月より 3 カ月 間の予定) : 展示場所→京阪淀屋

橋と北浜聞の地下通路の ショ ーケース。

大阪府建築指導課寝屋川分

室の設置

寝屋川市における市街地の急速な発展に伴r

い建築基準法の一層の適正な運営と行政の円滑

な逐営をはかる必要が生じましたので，大阪府

では ，建築指導課分室を設け，大阪府建築主事

を駐在させる乙とになりました。

1. 設置年月日 昭和48年 5 月15日( 火)

2. 設置場所寝屋川市役所土木部建築課内

3. 所 管 区 域 寝 屋 川 市 域 内

4. 所管事務建築基準法にもとづく建築確

認申請の受理確認，検査，現

場指導監督，その他

社団法人兵庫県建築士事務

所協会創立総会開催

昭和48年 4 月21 日( 土) ，神戸オリエンタノレ

ホテル 2 階大会議場において午後 l 時より，社

団法人兵庫県建築士事務所協会創立総会が当協

会員おO名の% 以上にあたる約2ω 名の出席を得

て，盛大に行われた。

当協会会長寺西芳一氏の開会の挨拶にはじま

り，正直IJ 議長選出のあと議事進行。

兵庫県会副議長，尼崎市長，西宮市長の祝電

披露，つづいて来賓の紹介にうつり ，官公庁側

8 名，民間友誼団体 9 名の紹介を行なったあと

懇親会にうつり ，宮崎神戸市長，楢崎兵庫県富IJ

知事から住みよい明日への街づくりを目ざして

協力してい乙うとの挨拶があり ，午後 6 時30

分，創立総会は無事終了した。

創立総会 IC . 来賓として出席された方々はつぎ

のとおり。

官公庁側

県 副知事以下 3名

神 戸 市 市長以下4 名

尼 崎 市 建築指導課長以下 2 名

姫 路 市 建築指導課長 1名

民間友誼団体側

兵庫県土地家屋調査士会，日本建築協会，

大阪建築設計協会，京都建築士設計協会，

兵庫県建築士会，兵庫県行政書士会

11111111111111111111111111111・I・11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

役員 ・委員惣親会記念織影( -4 月1- 4日六甲オリエンタルホテルにて)
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ト

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 側i戸 di' i:. m区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ビル )

'l Lb号 制i戸 ( 331) 0881 - 3  

支 庖 大阪 di 北灰桁笠町50( 裳ビル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸 di :ii: 介区八幡通 1 - 5  (屯話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶縁工法 を

新 工 法 ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

訓 ＮＢＱ Ｑ ヤ悶ｾ帯

間) 帯 ヲ q イト

奥山化工業株式曾紅

本 H. 点3主部中 央区銀1 ' E 8 - 4 - 11 屯話 ・03(571 )2703- 4・2370・4064・0264

大 阪 :1¥リ: n所 大阪市町II }; :，区高11} ;，¥r! 'j凶1) 2  - 3- 1  電話 06(921) 2 4 9 7 . (922)  7 2 8 0  

1' .  ， ｦ ｩＱ ［ｻ ＺｈＱ Ｑ ｾ 所 1'， ，'.- Ii i I l 南区新 fJf 聞f 3  3  電話 052(811 ) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札申込 ｈＧＮ リ Ｚ ｊ ｾ 所 札帆 rl i r!，火反 北 ー条 以内丁 11 ilI 話 011 (231) 7  5  

l 特 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッタ一製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大 阪市東成区大今里2丁目5番 22号

電 話 ( 981) 0615 - 0618 
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空 気 鯛 和 設 備

設 計 施工

衛 生 設 備

三建設備工業株ま奮社φ ‘  

設 計 ・施 工

25朝日三業社

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 111話 ( 352) 11 3 1  ( 代)

東 京 都中央 区 日本 橋嘱 穀 町 2 ー22 電 話 (667) 3431( 大代 )

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡・ 金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

大 阪 支 底

本 社

支 社

調

包 括 0 6 - 3 6 3 - 1371

m訴 03- 292- 7751

7正ilii 052- 581- 8571 

包 括 0822- 47- 4535

'111訴 092- 76- 3795

松 江 ・ 沖 縄

空発

本 社 本 町 大 阪 市 北 区 w 悶 orr 16 番 地

支 rX 東京都千代四区神田小川町 2 丁目 l 番地

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号

所 高 山 ・飯 井 ー京 都 神 戸

‘-

司. ". .

-・h

株式会社。
大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 健 児

大阪市丙区江戸地 1 - 6  0  電話 (441 )  8231代表

Jl，( ，j( .  *" 古 屋 大 阪 ・福 岡

札 峨 新 潟 . fIl J 台 ・ 金 沢 ー岡 山 広 Jみ・

高 松 ー熊 本

盛 岡 ・ 横 浜 百I 山 盟 国 ・ 福 井 京 高11. 神戸・鹿児砧

本 社

支 庖

営 機 所

9長出

出 張 所

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

所業エ7]< 

、昌三

J 同

株式

会 社⑧ 

設 計 施 工

生

気

水 . 1: 街

房 ・換

北

汁

A

羽

4

1

・4

給

l暖

株 式

会 社
口 研 究 所大 阪 城

大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

電 話 大 阪 ( 372) 2  8  5  1  (代表)

東京都中央区八丁堀 4 丁目 11番 7 号

( 神谷ピ J レ)

電 話 東 京 (551) 8 0 4 1 (代表)

13 取 群 馬 ・ 宇 都 宮 君 津

山 根 ・福 岡 ・松 山 高 松

本 社

〒 5 3  1  

東京支 J苫

〒 1 0  4  

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7l 51( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 図 区 下 山 手 通 六 ノ ー 屯 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

庸口城取 締 役 社 長

出 9長 所

，4 

新日本空調株式会社

. 邑

墨画E乙

司題担F

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 食 品 j兵i泊1 - 2  5  ( 新大ビル)

屯J;Ii ( 06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本締本石町4- 2(三井第二別館)

屯話 (  03)  279- 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・九 州 ・広 島 札 眺 ・東 海 村 ・北 陸 ・大 分

本社・東京支1古

水 道 ・ 衛 生 i唆 冷 房 其 他 管 工 事

設 計 援 施 工

( 旧斎雌 久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 番 地 ( 日本ピ J レ)

電 話 東 京 ( 270) 7  4  1  1 番 ( 代 表)

札制市南大通西4丁目 l 札快進銀ピル電話札税 @5756

金 沢 市 高 岡 町 2 番 1 6 号 電 鯨 金 沢 @2074

M 井 市 御 幸 2 の l 慨話稲井 @2436

高 松 市 2  番 T 9 電話高松 @5195

岡 山 市 大 供 3 8  0 の I 電話岡山 @5486

所

所

所

所

所

業

業

張

張

張

営

営

出

出

出

税

沢

井

松

山

礼

金
一

制

高

岡

衛 生 設 備/ 設 計 施 工

業工貝

空 気 調 和

多頁

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 混 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

芸 言 斎 藤 省 三 商 庖

本 1吉 東京都千代悶区丸の内 t の 4 の 1

大 阪 市 西 区 ゴ二イ左主屈 通 l ー 14 T  E  L  0 6- 4 4  I  - 5  I  7  I  

支 j苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京都 ・神戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

丸ピ J レ6 7  6 号

包 括 212刊 3751

大同ピル 616号

電話 443刊 3361

包 括 681附 1781

岡 ・ 干 業

熊 本

大 阪 市 西 区 土 佐 槻 通 1 の 1

京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

支 庖 札 帆 名 古 昼 ・ 栃

営 業 所 宇 都 宮 横 浜

大阪支唐

.伊

冷 凍 冷 蔵

⑧精111;' 袋 線 繍:aa l:t

地 盤 凍 結

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オート センタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京( 03) 262  - 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和

本

冷 暖 房 ゼ 各 種 サ ッ シ

給排本、衛生水湛 ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 搬機 械

厨 房 マ戸ーｾ 化 学鉱 山機械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

取 締 役 支 庖 長 j賓川 幸 十郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 ・日比谷 ー三f冒ピ ル

支 唐名古島、沼岡、 本凶見、広島、仙台、 舘山

出 張 所 備 浜 、 金 沢、傍問、高級
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営 業 何 回 ・ 空 気聞辛口股備 ・ 給 排 水 衛 生 量 生 備 ・ 塗 装 段 備

・ 蒸気噴射式冷凍機 ・公 害 防止関連機器 Ｏ ，没訂 Ｔ ・ ｾ作地 ｲ Ｚ

給・排水・衛生・消火 -暖冷房設備

荷 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

預土

..e::: 

ヌl大

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

出 様 所 = 京 抑 ・ 悩 岡

( 旧 社 名 株 式 会 社 建 材 杜 )

本社 ・東京支 J，1i = 点京I mrl' 央反銀s主6 - 6  - 7  @( 572)7411 代

大 阪 支 山= 大阪市北 区 ，t，之 1:.¥2  - 22 @( 203)3721 代

名 古 屋 支 山 = 名占屋 市中 区錦 2 - 2  - 13 ⑧ (211 )1535 代

出 1U 所］ 札 純 仙台Ｎ ｾ 111 金 沢 神 戸 ・高 松

広 j; 』 松 山・前" 附 ー沖 縄 ・ハンコ γ 7

平' " 互業株式会社@  
品ｾ

-← 

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

牽拘Ｖｾ＠高回
設計 ・施 工

大 阪 市 北 区 芝 悶 町 55番 地 ( 北 阪急 ピ l レ9 1稽)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大 阪 支1古

大阪市西区江戸堀. i i l l 2 の 2T E L  (4 4 1)附 1994 . ( 443 ) 問0331
ネ土本

空気調和 ・恒温恒温 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

温 湿 度 調 塗 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 汁 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@不ニ熱学工業続ま舎紅

大阪市南区川 ｉｕｾ 町 Ｒ - 5  0  'n;:話 261 - 2436(!tl 

東京部大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773- 123H!tl 

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 t ; s . 神 戸 ・ 悩 岡

本 宿

東京支I苫

営 換 所

大阪市北区i : H 日町 3 0 m 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( イに)

本 社 東 京 都 千 代 l日，，< ) L ノ 内 3 - 3  - 1  ( 新東京ピル)

'HI  担ー ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  (1-1:) 

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

司l. ｾＮ 吊 Ｈ ＲＱ Ｉ 4  4  9  1  

名 古 屋 市 点 区 東 門 前 面T 3  - 6  

Ｑ 立 ｾ ｩＵ ( 971 )  3  6  2  1  

仙 台 支 m

名 古 屋 支 応

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

号凡計施工

換気・除塵設備両又

C: : : : : ID哩胆〉
，、

社

大阪市西区京町掛 1 丁目 6 2  電訴(443) 8161 (大代表)

名古摩市中村区水 主町 l の 1 2  電話(541 )0966(551)  1655 

東京郎港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤坂ピ - 7 ピル 5 陽 電話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田 区北長狭通 7 T 目l の 1 ｾ ｊ 官 Ｈ ＳＴＱ Ｉ 1778 .  4386 

A

Q

冨式株業工田山

字 社

支 1持

出張所

東 洋 熊 工 業 楓 式 会 極 大 阪 支 障

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

⑨ 

各種送風機 ・風力輸送装置

空調機器類 ・公害防止装置

設計製作

ｾ＠

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

包 括 (681 ) 5  1  0  1  - 5 夜 間専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満僑北詰 )

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 悶 西 末 広 町T 電話③.7431- 3  

大 出 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

会 社

本ヰ担京都支庖

大 阪 支 庖

四 日 市 支 1苫

大 津 営 換 所

津 営 業 所

，，:' 9.シ
株 式 会 社

2舎町産局害13:惨

関西媛房工業株式会社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281 (大 代 )

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡 工 場 和 泉 ・ 名 古 屋

テ レ ッ ク ス 本社 No. 562ー 7688 和 泉 工 場 No. 538- 5898 

旧社名

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ Ｔ 司ＺｾＺｾ 1唱 : 1

ー・ ｆＢ ・ｾ ... 

aγ 二二;::::8号特約 工事! 万ＨＺｉｾＩ＠ 8  Ｊ￬ｾｾｉ￯ｭＪｾ 式会社

.( 
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社

A

Q

一

A

計施工

式

博

朝 臼 ビ J レ デ ィ ノ グ

1  3  6  1  

3 - 3 4 - 6  

1  3  6  1  

郡 高 野 町 2 I 番 地

1  1  8  5  

電 気 設 備 ⑤ 設

陽 電 気 株

代表取締役 山 本

大阪市北区中之島 3 の 3

T E L  代 表 (385)

吹 闇 市 垂 水 町

T E L  代 表 (385)

京 都 市 右 京 区 西 京 極

T E L  代 表 (311)

朝

キ土

本社営業所

本
2  

1  

ヰ土

支社 ・支庖

営 業 所

出 張 所

本

&iJ 

京都営業所

計施工

株 式

社

正 男

話大阪 (202)0325- 9 都

田 l 丁日 4 番 地 5 ，サ

内 ・ 名 古 屋 ・ 縮 問

浜 俗 岡 笥 山

会 社

電気設備工事設

東 光 電 気 工 事

大 阪 支

支 社 長 姉 川

大阪市東区間服橋五 丁 目 二 八 番 地 定

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 丙 神

支 社 札 帆 ・ 仙 台 丸 /

出銭所J t ! l . 川・白河 ・ 償

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6詮 社

栗 原

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞鶴・大阪南 ・神戸 ・広島・九州|

A

S

A

 

式

英信

株業工

取 締 役 社 長

栗 原

設 計 ・施 工

司'
電 気 工 事

社

ェ
地

興

敏

告

訴事工
昌

司電

株 式 会 社

社

正 明

東 之 町 三 「日 ' U

ｾＧｬ ｾＷＳＴ Ｑ Ｍ ［，＠

0 3 8 8 ・ 2 1  9  :l 

町 三 丁目 一一 ｴｬｬ ｊＭｾ大阪 Ｈ ＹＳＱ )7004 

ｾｬｴ 話御所 Ｒ

A

A

一

A
式株

取締役社長 中 本

社 大 阪 市 城 東 Ii?: ｾｲＭ ;工

電 話 大 阪 ( 9:1I ) (  

信
一
刈電本中

本

失

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  (堂 ピ ル 7 階)

電 話 (361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 邸 中 央 区 日 本 情 箱 崎 町 3 丁目 2 ll 'fl也

屯 話 (671 ) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 偲 模 原 . J:W . 悩 山

林代表取締役

キ土

后

本

支

大阪市城東区野江* 之

奈良県御所市御同i凪3 6  0  

資 材 倉 庫

奈良営換所

出 張 所

.. - 制御盤製作

株 式 会 社

文 夫

町 1 丁 目 1 1  0 番 地

代 表 1 1  0  1  - 7  

目25番 I I 号( 福島ビル )

746 (492)0182 ・0350

物 師 町 2 3 番 地

5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

歌 山 ・ 名 古 屋

各種電気工事設計施工

野 里 電 気 工 業

取締f支社長 池 内

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里

電 話 大 阪 (472)

東京都品川区西五反田 6丁

電 話 東 京 (491)1

北 九 州 市 小 倉 区 鋳

電 話 小 倉 ( 56)

馬 ・ 千 葉 ・ 和

社

庖

本

支

宝 電 機 株 式

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (盆 ビ ル三|滑)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋二 一一六 ( ニュー新橋ピノレ七階)

電 話 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺 ・ 千 楽 ・宇 都 宮 ・熊

社

電 気 ・暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

A

S

A

 

キ土

庖

ゐ

本

支

営 業 所
庖支

群出 張 所

本
神営 業 所

計 施 工

株式会社

電 気 工 事 設

令 富 士 電 業

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 穆 ・ 設 計 施 工

実

i工上j岳 1 r 目 6 5  

0564- 7 ・7148- 9

1ゼ ・!ぶ j;Jj ・師 岡

中|刊

大 阪 市 西 医 北 明

電 話 大 阪 (541 )  

東 京 ・名 古

取締役社長

ネ土本

社本

庖

所

業

支

営
営業所

ゐ

計 施 工

電 気 商

永 造

堀 川 町 1 5  I.s: 地

364) 代 3 0  5  6  

4 - 6  相 馬 ピ ル 5指

34)  3848 ・(431) 8435 

・凶 H市 ・松山・徳 111

A

Q

一

A

各 種 電 気 工 事 設

株 式 会 社 ヤ マ ト

山 本

阪 市 北 区 西

電 話 大 阪 (

東京都港区新儲 5 - 3  

電 話 東 京 (4

大阪市 ・札幌・ 名古屋

ｾ電気設備工事設計施工

ｾＭＺ［浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2

包 括 大 阪 (362)

東 京 札 幌 ・ 名 古 屋 ・ 福 間

旭 川 ・神 戸・姫 路 ・高 松・広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・ 沖 縄

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 御 ケ 技 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・京 都 ・ 草 津 ・静 岡 ・ 水 島 ・ 福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社 大

社

A

S

A

 

事 株 式工藤工太 陽

本

自日四林取 締 役 社 長

東 京 支 1，¥;

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

社本

所張出

大 阪 市 此 花 区 恩 u 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代 )
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奉 仕 感 謝 の 庖

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタログ進呈)

⑪: :  'I} 淳 窯 * 商 怠

本 社 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 0 4 6  1  

姫路営業所 姫路市北条口 126 {住地 ( 住友生命保険ピル 3 階)

ｾＱｌ話姫路 ＰＹＷＲ (82)  0  9  9  9  

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

窓掛、紋帳、日際、壁紙室内装飾繊降、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. . ，ト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

建段省既定の防火材料

ソリジットスタイン基材同等 o  0  0  3号

エ パ ウ オ ー ル 基 材 向 等 o0  0  3号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 'ilL話 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

AM. 1O. oo- P. M. 5 .oo 

日 曜 ・祝 日は休 館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

|支l

f 寸

米 特 許 小 俣 式 防 火 シ ャ ツ タ

防煙・防火は t で・ jgKo' 

11¥俣シャ'γ q- 工業キ朱式会社大阪支庖

大阪支1苫 大阪市北区此花町 2 - 51 (第 5 新興ピル) 電話大阪 (353) 7  3  7  7 代

本社エ渇 東 京 都 北 区 田 端 町 1 1  3  8 電話東京 (893) 5  2  1  1 代

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

内外建材株式会社

( 大量自然換気方式)

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 1 - 25 ( 相 生 ピ ル )

γ E  L  ( 441 ) 3983 - 5 ・4396

大 阪 工 場 大 阪 市 滅 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都工 場 京 郡 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T E L 0 7 5  ( 581 )  0 1 2 6  
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豊 か な経 験 と

最 新 の 技術・. .

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 大阪市東区両替町1- 12 日生谷町ピル T E L (943) 6571代

本 社 東 京 ( 543) 2281 ・名古屋 ( 331) 6171 ・大阪 (352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・ 滋 賀 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・福 岡 ・ 他 全 国 主 要 都 市

N. G. C. 式

工

工

内外ｾ業株式会結
工場 大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

7 J レミ

サ ッ コノ • ド ア ー

ス テ ン レ ス
カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

炉 可

• ド ア ー ハ ン ガ ー

Ｚｾ三高製作所
本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

' 70年代を リー ドする

底 舗 づ く り の パ イ オ ニ ア

|底舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直 売 ・すべて工場渡しで奉仕する

-'?-';l 0  ・ ｾ種専門司.  
ぐネザ〈ーマサy。

@理学沼会事fiz J L

〒516 大阪な哲fiT町村忍訴1 .

f  

1  



4 E  

S i  ｾ＠

社

ｾ、

7%¥ 

付議

涯 膏 株 式柏 原
ー

電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471) 0  4  2  

大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

唱ｾｾマ

ヨrd I・

3従

争

r  

5，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

1  

( 旭化成ミュ- ) レコート・セッ卜品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

発

売

元

- 会 固 有 名 建 材 腐 へ 御 閉 会 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

、
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モルタル・コンクリート用

事 マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酷 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

事A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 迷 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。

事セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・ 腐 朽 を 防 止 し

て 樽 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ i坊 湿 効 力 は恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

ｚｚｾＭＧ｟Ｈ セメント起泡利 Ｎ %  . .  : ' - 1. .  漂泊抗エ)

関 東 営 集 所

東 北 営 集 所

セメント混和剤ｾ . 肋 材 綜 合 メ ー カ 一

株式t ! ! ! . . . . 固巴 1..... ・，・唖向島

会社. 1 1 : 園周回11"'_晶 _ . . .  . L  

東 京 書 官 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 tI'  東 京 (774)  4111代 表

ｾ滅県｟ｉＺ浦市大田 ｔ 1  2 1 3  官E イ:1甫 ( 21 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 島 市 下 型f 寺 字 逮 原 tI'  福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一 報次進第

盛 岡 営 業 所 宕 手 県 惑問 市 南 大 通 3 ー 12- 50 tI '  盛同] (  24 )  0  2  1  3  

カ タロ グ 皇 し ま す 大阪営現住所 大|仮 di * ，.&:1>( *' 1'  /f>: 2  - 17- 26 
喧E 大 阪 (971)  4  7  6  5  
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特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

クリプトン

' . . . 司書 ，. 
(標 準 型 )

(早 強 型)
型 枠 剥 離 剤

R  
(遅 延 型)

セハール

Ａ￟ ￸ｾ Ｚｉ＠ 三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮持元議ヰ株式 ｾｪｬ
本 社 神 戸 市 王H 干区 1m内 町 2 丁目 8 8 帯 地

電話 o7  8代表 ( 2 3 1 ) 1 4 2 1 . 6 9 5 6  

東京営業所 東京都千代凹区内神田 1 - 12- 12 美土代ビル

m;m 0  3  ( 2  9  4 )  6  1  6  7 ・6 1  7  7  

福山出 張所 稲 山 市 曙 田T 3 - 7 8 - 2

ｾ ｬｬ 話 ＰＸＴＹ Ｈ ＵＳ Ｉ 2 0 2 7  



全く新しい床タイルです

一 { ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す 。 j話ビの他に 最 近 開 発 さ

れ た 新 し い 共 竜 介 体 の 特 妹 樹 脂 を 附 い た 1IIIj 則 的 な

新 製 品 で す。 軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 万 式 の 流 れ 脱 税

と は 対 照 的 な 抑 止 し た 現 代 模 様。 ピ サ ロ ン の 持 つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

星 ピ サ ロ ン は 、 材 料 だ け の lVi -ft は い た し ま せ ん 。

責任施工のＱＧ｛ ＧＱ 米る協組 ｩ ｾ が入 念 な仕ヒげをします 。

これからはピサロンの時代です

= 星ピサロンの新しい色調、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 例 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町 の 超 高 層 出 料 貿 易

センタービルの 4 F以 t の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。 と三 星 ピ サ ロ ン と

は そ の 模 織 が フ ラ ン ス の 画 家 ピ サ ロ の タ ッ チ に 似

て い る こ と か ら 、 名 付 け ら れ た も の で す 。

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専 用 品〉 ｴＺｾ日こ ｳ
* JJi.桁 = 333. 3 X 333 . 3  X  2 弘 9 枚 / m'  

333. 3 X 333. 3 X  3 私 9 枚 / m'  

* 色数 = 22色

官1{ fllli 桁 = 2' うも，!'/，'，，'， 1  ，2001'J /  m'  (300m' 以上)

3  'うもJ 平，'，，'， 1，800I' J / m' (300m' 以上)

小計ji! .，UPJ WI 断段 ＴＰ Ｅ ，ｉＢｾ製 造元 = 田島 応用 化 工 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

Z舌 ( 441 ) 5  9  5  1  



"  

建築と社会 “ A R C HI T E C T UR E A N D  S OCI E T Y" 第54輯 第 6 号

圃昭和48年 6 月25日発行 ( 毎月 1固25日発行 ) ・昭和24年 3 月19日第 H 重郵便物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. ノド品は特に各部品の材料を吟味し 、表面が錆

びないようポンデライジング加工を施した上

に防錆塗装 をしております。

. tSi'. 十.j"i余袋f1:上製品の他に、他の持出し吊の腕

ftll ( 吊込後砕から露出する部分) に s U  S  27  

(18. 8 ) ステンレス製 へアーライン仕上の化粧

カバーを付けてあります。

・回転部分にナイロンベア 1) ング及びスラスト

ベアリングを i伏入してあります。

. 7) IJ 製の設計製作をも歓迎致します。

- 弊 ヰ 土 製 立 枠 付

ピ ポ y ト ヒ ン ジ

は;・

実 用 新 築 登 録

第 5 173 16号 の

:rr.キ辛 tニ( ; 1: イ可A- ら

低 触 致 し て お η

ま せ ん 。

三 祭 建 材 工 業 株 式 会 社 55 5

折 曲 げ 試 験 で す ば ら し い折 曲 げ 試 験 に 耐 え き れ ず

に 破 断 し た 一 般 防 水 層 柔 軟 性 を 示 す ギ ル ・ア ス 防 水 層

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 の 7 4  Hi 4 41- 59 51  

東 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 11の 13 ｾｉｉ＠ 8 6 6 - 6101 

. ご入会のお申込は・社団法人 日本建築協会 〒 541 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪(06)231 -9648 ・9649 ・9640 振 替口座 大阪39975番

θ  

定価 400 円 (、


